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[image: prologue　──真継静正の悪夢──]

　真ま継つぎ静せい正しようは、それをバベルの塔に見立てた。

　ショッピングモールの隅にひっそりと建てられた全長五十メートルほどの展望台──影かげ見みタワー。色の異なる稲を使って描かれる畑アートを上から眺めるために作られたものである。

　神に挑戦するために建てられた神話の塔と比べるとあまりにお粗末だが、他に象徴する建築物が見当たらないのだから仕方がない。

「上りたいんですか？」

　隣の女に尋ねられる。あのお方の信徒だ。二十代前半くらいの見た目で、とても綺き麗れいな顔立ちをしている。朱色の修行着を身に纏まとい、周りにいる客たちの注目を集めているが、本人はまるで気にしていないようだ。

「いや、いい」と真ま継つぎは首を振る。

　上よりも下のほうが、よく見える。──見届けられる。

　これからここは、まさしくバベルとなる。前回は、神の怒りをかい言葉を分けられたが、今回は失うことになるはずだ。




　──『始まりと終わりの言葉』によって。




　考え深いな、と真ま継つぎは思う。

　考古学者である真ま継つぎのここ何年かの研究のテーマは、『言葉』の起源だった。どこまでいっても仮説の域を出ないため多くの研究者は議論すらしない馬鹿げたテーマ。だが、真ま継つぎはそれに熱心に取り組んだ。人類が初めて獲得した言語は何だったのだろう？　そう考えるだけでワクワクできた。

　研究の一環で、半年前、南アフリカの人類化石遺跡群を訪れた。『人類のゆりかご』とも呼ばれ、我々人類の起源に繫つながりそうなものが多く発見されている場所だ。

　その調査の道中、真ま継つぎは、遺跡群から少し外れた場所に小さな洞窟を発見した。それは奇跡的ともいえる偶然の発見で、まだ手つかずであるようだった。

　入ってみると、無数の人骨があり、その人骨に囲まれるように祭壇のようなものがあった。

　そして、その祭壇には小さな石が置かれていた。三さん角かく錐すいでいくつかの穴が開いたものだ。

　真ま継つぎは、体が震えるほど、興奮していた。これは、歴史的な大発見になるかもしれない、と。

　だが、結局のところ、真ま継つぎはその洞窟の存在もその石のことも発表しなかった。その石だけをポケットに入れ、そそくさとその場を立ち去った。

　なぜなら振ったからだ。

　真ま継つぎは、その石を手に取ると穴が開いている形状からなんとなく振った。

　すると、音が鳴った。

　耳を澄ますと、それは間違いなく、言葉だった。

　真ま継つぎはその石を、『バベルの石』と名づけ、そこから聞こえてきた言葉を『始まりと終わりの言葉』と名づけた。

　誰がこの言葉を作り出したのかは分からない。もしかすると、神かもしれない。この言葉によって、人は力を得られるのだ。無限の可能性を得られるのだ。

　皮肉的だが、この言葉によって、もはや言葉のいらない世界となるのだ。

　それにしてもやはりあのお方には、感謝せねばならない。自分一人では、これだけのことはできなかっただろう。

　──信じてよかった。出会えてよかった。




　真ま継つぎは、意識を目の前に戻し、女信徒の肩を叩たたき、「今だ。今なんだ」と耳元で呟つぶやく。

　それが、あのお方から告げられていたスイッチだった。

　女信徒は、実際にカチリと音が聞こえそうなほど様子が一変し、「あ、あぁ、本当だ」と声を漏らしながら、膝から崩れ落ちる。

　さぁ、どうだろうか、と真ま継つぎは手て庇びさしを作り、空を見上げる。

　太陽に目視できるほどの黒点が現れていた。まるで、虫に食われたみたいな。

　──どうやら成功したようだ。

　穴は少しずつ広がり、やがて太陽を覆い隠してしまう。

　さらに次の瞬間──。

　どん、と大きな音が鳴ったかと思うと、影かげ見みタワーがグラグラと揺れた。周囲にいたショッピングモールの客たちもその音に驚いて一斉に見上げる。

　巨大な人間の生首が、影かげ見みタワーに突き刺さっていた。

　太陽に穴が開いたのではない。天からそれが降ってきて陽光を遮っていたのだ。口から後頭部へと突き抜け、串刺しになっている。

　真ま継つぎは、思わず笑みを零こぼした。あまりに神秘的な光景だと思った。

　隣の女信徒に「先に行くよ」と言う。

　もう十分に見届けた。そして、ジャケットの内側に忍ばせていた小さな果物ナイフを手に取り、躊ちゆう躇ちよなく、自らの首を搔かっ切きった。




　──さぁ、悪夢が始まるのだ。
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　静しず嶋しま慧けい吾ごは、目を覚ました。それは、あまりに唐突だった。

　暗闇の中にいるのかと思ったら瞼まぶたを閉じていただけ、そんな目の覚ましかただった。いつもなら、体より先に意識が目覚め、あぁ、俺は眠っていたのか、と夢の残ざん滓しのようなものを味わいながら、体を起動させる。夢から現実へと切り替わる糊のり代しろのような時間がある。

　だが今日は、そんなものが一切なく、突然意識を取り戻したのだ。

　目を開くと澄すみ坂さか儚はかなの顔があった。互いの鼻頭が引っつきそうなほど間近に。

　慧けい吾ごはゆっくりと上半身を起こす。だが、その落ち着いた動作とは裏腹に頭は酷ひどく混乱していた。鼓動の一つ一つが大きく、速い。鉄砲水のように血が駆け巡っている。

　──これは、どういうわけだろうか。

　寝ぼけているのかもしれない、ともう一度確認してみるが、やはり隣で寝ているのは幼おさな馴な染じみの儚はかなである。その金に近い派手な髪色、寝顔ですら気が強そうに見える顔立ち、間違いない。

　慧けい吾ごは、まるで扇風機のようにゆっくり首を振って、周囲を確認する。

　──俺の部屋であることも間違いない。

　何も間違いはないが、何か間違いを起こしてしまったかもしれないこの状況を考えると、やはり間違いであってほしい。

　儚はかなとは、幼おさな馴な染じみであり、なんでも話せる仲ではあるが、決して恋仲ではない。さらに二人は、十七歳、高校二年生である。異性をしっかりと意識できる年齢である。そして互いに互いが異性であることを意識している。少なくとも慧けい吾ごの認識ではそうだ。例えば、儚はかなが目の前で突然裸になれば、恥ずかしいし、驚くだろうし、やめてくれというはずだ。もちろん儚はかなから、ちょっと添い寝するね、と言われたこともない。

　どれだけ考えてもこの状況はありえない。

　慧けい吾ごは、余計な雑念を消すため、常日頃おこなっている呼吸法を試す。

　深く息を吸い込んでから、一度止め、目を閉じ頭の中に空白を作る。そして大きく吐き出す。

　そうしてみると、幾分、鼓動は落ち着いた。頭もほんの少しではあるがクリアになった。

　次に、記憶を辿たどる。だが、昨日のことがうまく思い出せない。右手を頭に添えてみたが、やはり何一つ頭に浮かんでこなかった。

　──何がどうしてこうなったのかまるで分らなかった。

　自分の体をくまなく触り確かめてみる。大きな変化は見当たらない。寝間着もしっかりと着ている。だがそれだけでは、『何もなかった』と結論づけられない。これまでに『何かあった』ことがない慧けい吾ごには、何がどう変わるのかが分からないからだ。

　次に、改めて儚はかなに目を向ける。儚はかなは、部屋の冷房が効きすぎているからだろうか、布ふ団とんをしっかりとかぶり、顔だけを出していた。小さな寝息が漏れている。

　と、そこで一つおかしなことに気がついた。

　儚はかなの頰が濡ぬれていた。──泣いていた。

　眠りながら泣いたのか、泣きながら眠ったのかは分からないが、ともかく儚はかなは泣いていた。

　それは慧けい吾ごにとって、隣で寝ているのと同じくらい驚くべきことだった。

　儚はかなが泣いているところなんて、これまで一度だって見たことがない。もしかすると小さいときにあったかもしれないが、記憶にはない。クールというわけじゃない。むしろ逆、感情的、情熱的だ。顔にもすぐに出るし、出すことをなんとも思っていない。だが、弱さだけは、あまり見せようとはしない。それは恥だと思っている。

　──そんな儚はかなが泣いていた。

　もしや、自分が泣かせてしまったのだろうか……。

　気づけば右手が勝手に動いていた。親指の腹でそれを拭っていた。花はな弁びらに溜たまった雨の雫しずくを落とすように。
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　しまった、と思ったときには、儚はかなは目を覚ましていた。慌てて手を元に戻す。

　儚はかなは、うーんと声を漏らしながら大きく伸びをして、慧けい吾ごを見つめた。慧けい吾ごを慧けい吾ごと認識するまでの間があり、瞳孔が一気に開き切る。まるで宇宙が誕生した瞬間のように。そして叫んだ。

「けっ、慧けい吾ご、なんでいるの!?」

　布ふ団とんをめくりあげ、飛び起きる。

　慧けい吾ごは、瞬間的に、いけないと思った。儚はかながどんな姿で寝ているのか分からなかったからだ。目を逸そらせばよかったのだが、常日頃からおこなっている鍛錬のせいで、無意識に目が動くものを追ってしまう。瞬時に状況を確認してしまう。

　儚はかなは、Ｔシャツにジーンズ姿だった。それはどちらもタイトで体の線がはっきりと出るものではあったのだが、慧けい吾ごにとっては見慣れたものという認識のほうが強く、内心でほっと胸を撫なで下おろす。少なくとも下着姿でなくてよかったと思う。さらに、頭を切り替えて、なるべく感情をこめない声で、冷静に返す。

「『なんでいるの』は、こちらの台詞せりふだ。ここは俺の部屋なんだから」

「そりゃ分かってるよ。でもさ──」

　そう言って、儚はかなは平手で慧けい吾ごの両頰をギュッと押し潰す。

「慧けい吾ごだよね」

「あぁ、俺は静しず嶋しま慧けい吾ごだ。そして、何度も言うが、ここは俺の部屋だ」

　慧けい吾ごは潰された顔のまま、答えた。

　儚はかなは、そんな慧けい吾ごの顔をじっと見つめてやや困惑した表情で言う。

「……起きたの？」

「あぁ、起きた。俺は、朝になれば起きる。昔からそうだろ？　夢遊病に見えるのか？」

「いや、そうなんだけど……」

　儚はかなは、やはり何か釈然としない様子で「じゃあ」と呟つぶやくと、まるで天敵を見つけたウサギのようにベッドから飛び出したかと思えば、その勢いのまま乱暴に扉を開けて部屋を出て行った。まるで突風や鎌かま鼬いたちのように、自分のやりたいことだけをやり、慧けい吾ごの混乱をさらに深めて。

　慧けい吾ごは、しばらく開いたままの扉を意味もなく見つめていたが、儚はかなの寝相を象かたどった布ふ団とんの窪くぼみに目を向けて、頭を切り替えた。

　何がどうなっているのか改めて考察してみる。

　起きてみれば、いつもの儚はかなだった。気が強く、我が強く、正義感も強い、いつもの儚はかなだ。やや、混乱してはいたが、こちらに対する態度にも変化はなかった。何か特別なことが昨晩おこなわれたとは、とても思えない。

　だがそうなると、さらに謎が深まる。

　だったらどうして俺の部屋で寝ていた？　どうして泣いていた？

　そしてもう一つ、先程慧けい吾ごは受け流したが、儚はかなの言葉で引っかかるものがあった。

　──『起きたの？』

　何か妙な口振りだった。カラスにじっと見つめられているときのような、不吉な予感が慧けい吾ごの胸に広がっていく。もしかすると、自分が危惧していたこととは全く違うことが起きているのかもしれない。

　慧けい吾ごは、何か少しでも手がかりを得られないかと布ふ団とんの窪くぼみに触れようとしたが、寸前でやめておいた。何かとてつもなく悪あしき行為に思えたからだ。

　かわりに一つため息をつくと、椅子の背もたれに穿き捨てられていたジーンズと半袖のネルシャツに着替えて、儚はかなを追うために部屋を出た。




　　　　２




　扉の向こうは、まるで別世界であるかのように、暑かった。その妄想をさらに膨らませると、その熱気は神話に出てくる竜の息い吹ぶきを思わせた。

　そうだ、と慧けい吾ごは改めて気づく。今は八月。高校も夏休みだから、こうもゆっくりしていられるのだ。

　ぐるりと周囲を見渡してみるが儚はかなの姿は見えない。軽く呼んでもみたが、やはり返事はない。蟬せみの鳴き声が聞こえるだけだ。

　慧けい吾ごの家は、平屋の一軒家でそれなりに広い。家というよりかは、屋や敷しきに近い構造をしている。慧けい吾ごの声が届かないところにいるのかもしれない。

　さらに大きな声を出してもいいが、一度探すのを諦めて、台所へ向かうことにした。

　水を一杯飲みたかった。

　縁側を歩くと盆栽と小さな池がある庭が見えた。

　慧けい吾ごは、これを見るたびに、自分の家は金持ちなのかと錯覚する。だが、現実はそんなことはない。ここは、影かげ見み山やまという山の奥深くで、家も古い。ただ、静しず嶋しま家が昔からここに土地を持っていたというだけのことだ。

　さらに庭の向こう側にある離れの道場に目を向ける。

　──ん？

　入り口の扉が閉まっている。朝は、風を通すために必ず開けるはずなのに。

　──いや違う。そうじゃない。

　道場のことだけじゃない。慧けい吾ご自身も何かがおかしい。頭蓋の裏側に小さな棘とげが刺さっているかのような、嫌な感覚。あえて言葉にするなら、『思考』がおかしいのかもしれない。だが、思考のどの部分がおかしいのかは、分からない。二枚の絵を見比べて間違い探しをしているかのような。パズルのピースを強引にはめ込んで無理やり完成させてしまったかのような……。

　慧けい吾ごは、もやもやが収まらないが、ともかく台所まできたので、コップを取って蛇口を捻ひねる。

　だが……ここでもおかしなことが起こる。いくら捻ひねっても水が出てこないのだ。キュッキュッという音が漏れるだけだ。

　──なんだこれは？

　苛いら立だちとまではいかないが、焦あせりを持ちつつあった。

　冷蔵庫を開く。こちらは正常に動いており、冷気が通り抜ける。だが、中身がほとんどなかった。

　今日は何曜日だったか？

　静しず嶋しま家では、日曜日に山を下りて一週間分の買い出しに行く。

　さらに慧けい吾ごは、極めつきともいうべき、異変に気づく。

　思わず体が硬直し、それを凝視してしまう。

　テーブルの上に、黒い鞘さやに収まった日本刀が置かれていた。

　まるで、ご自由にお取りくださいと置かれた果物のように。とても無造作に。

　この家に、刀があること自体はおかしなことではない。置かれていた場所がおかしいのだ。

　あるならば、道場である。いつもはその最さい奥おうに、ご神体のように飾られている。

　慧けい吾ごは、ゆっくりと手を伸ばし、取った。

　その重さ、手触り、間違いなくそれは、静しず嶋しま家にいくつかある日本刀の中でも最も大切にされている宝刀、〈郷ごう暗あん〉であった。

　手首をひねり、裏返すと、さらにその奇妙さに気づく。

　鞘さやの部分にひびが入っていた。

　刀は、その鞘さやまで含め、持ち主自身を表すという。慧けい吾ごの心にも同様の傷が刻まれているように思えた。

　と──。

　視界の端で何かが動く。

　虫や鳥ではない。もっと大きな影。

　咄とつ嗟さに刀を持ったまま、そちらに体を向ける。

　庭のあたりだ。

　だが、そこには何もいなかった。

　気のせいか。

　胸騒ぎが大きくなっていく。

　いよいよ、ここは夢の続きではないかと、疑い始める。

　少し真剣に儚はかなを探す。儚はかなを見つけることで、現実であることを確かめたかった。現実であるならば何が起きているのか確かめたかった。

　手に持ったままだった〈郷ごう暗あん〉は、ベルトとジーンズの隙間に差し込んだ。どうして鞘さやが割れているのか、どうして台所に無造作に置かれていたのかも、聞かなくてはいけない。

「儚はかな！」

　やはり返事がない。

　だが廊下に出たところで、簡単に見つかった。

　儚はかなは、何やらただならぬ様子で、居間の扉を開けて、中をじっと覗のぞき込んでいた。

　──そこに何かあるのか？　俺の声が届かないほどの何かが。

　慧けい吾ごが知る限り、そこに儚はかなを驚かせるほどのものはないはずだ。ただの居間。

「儚はかな」

　もう一度、今度は心に響かせるように呼びかけてみると、ようやく気づき、一度肩をびくりと上げてから慌てて顔を向ける。

　なぜか、その顔が青くなっていた。

「……どうした？」

「なんでもない」

　と儚はかなは、顔を素早く振って、扉を慌ててしめ、さらには引きつった笑みを浮かべた。

　誰がどう見ても何かある表情、仕草、立ち振る舞いだった。

　だが慧けい吾ごは、それ以上問い詰めようとは思わなかった。長年の付き合いで分かる。はぐらかされるだけだ。もしかするともう一度、今度は大きめの声で『なんでもない！』と怒鳴られるかもしれない。

　時間の無駄。

　扉の向こうに何があるかは、あとで見ればいい。

　今は、切り口を変える。もっと、漠然とした質問から始める。

「なぁ、起きてから、何かがおかしいんだ。何か知らないか？」

　儚はかなは、視線を下げると、慧けい吾ごの足元あたりを見つめた。その表情は、先程とは違い、何から話せばいいか分からないといった顔だった。慧けい吾ごは、辛抱強くその沈黙に耐えることにした。すると、やや間があって、儚はかなが独り言のようにこう呟つぶやいた。

「……うん、おかしいかも」

「──何が？」

「えっ？　わたしに言われても……まぁ、そうだな、あえていうと」

　そう言って儚はかなは、慧けい吾ごをしっかりと見つめて、こう続けた。

「慧けい吾ごと世界が」

　通常であれば、何を馬鹿なと一笑に付すところだが、その言葉はすとんと慧けい吾ごの腹の底に落ちた。納得せざるを得なかった。

　確かに、自分も世界もおかしいのかもしれない。だが、さらなる説明は欲しかった。現実感喪失と離人症が同時に起こったようなもので、このままでは精神の均衡を保つ自信がなかった。

「教えてくれ、俺のどこがおかしい？」

「というか……慧けい吾ごは、何も覚えてないの？」

　慧けい吾ごは、何が、と聞こうとしたが言葉がうまく出てこなかった。儚はかなの目がとても不安そうに揺らいでいたし、そこでようやく慧けい吾ご自身も気づいたからだ。

　──確かに、何も思い出せない。

　昨日の夜どころの話じゃない。おそらくまとまった日数の記憶が、ごそっと抜け落ちている。その日数がどれくらいか分からないほど。

「今日は、何日だ？」

　儚はかなは、慧けい吾ごを気遣っているのか、言いい淀よどむ。

「頼む、正直に教えてくれ」

「……九月、二日だよ」

　すぐに記憶を辿たどってみる。

　いつまで覚えている？　…………ダメだ、焦あせっていることもあるがうまく思い出せない。だが、部屋を出たとき、俺は八月だと思った。ということは、七月末くらいまでの記憶はあるはずだ。そうだ、なんとなくだが覚えはある。

　儚はかながベッドの上で言った言葉が再び頭の中で鳴り響いた。

　──『起きたの？』

　いつの間にかかいていた汗が目尻のあたりを伝っていく。喉がからからに渇いていく。

　聞きたくないが聞かなきゃいけないそんな問いが慧けい吾ごの頭に浮かぶ。

　慧けい吾ごは、意を決し、それを尋ねる。

「……どれくらい──俺は、寝ていたんだ？」

　儚はかなは、申し訳なさそうに、やや慧けい吾ごを憐あわれむように、顔を歪ゆがめながらこう答えた。

「二週間」

　あまりの衝撃で完全に慧けい吾ごの思考は停止した。五感を奪われ、細胞の一つ一つがバラバラになり、塵ちりになって消えていくかのような、そんな感覚だった。

　──二週間？

　──俺は、二週間もの間眠り続けていたのか？

　──どうして？

　どこからか、声が聞こえた。

『だから、お前は天二才なんだ』

　聞き覚えがあるが誰の声かは思い出せない。だが『天二才』の意味は分かる。『天才』だが『青二才』という意味だ。俺のことを褒めているのか馬鹿にしているのかよく分からない造語。

　それでも、そこまで分かっていても、それが誰の言葉かは思い出せない。

　両手がビリビリと痺しびれる。刀をずっと持っているときの感覚に似ている。

「慧けい吾ご！」

　儚はかなの声で意識が目の前に戻る。

「大丈夫？」

　慧けい吾ごは「あぁ」と頷うなずき、気を取り直す。改めて二週間もの間、眠っていた理由を聞こうと思った。

　だがそのときだった──。

　ドンドンドンッ！

　誰かが玄関の戸を強く叩たたく。
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「ねぇ、誰かいないの！」

　玄関から聞こえてくる声は、慧けい吾ごの知っているものだった。

　隣に住む安やす井い夫婦の奥さんだ。慧けい吾ごは、頭の中で、安やす井いさんの姿を思い浮かべる。少し中年太りの、見た目も話しかたもおっとりとした女性。だが今日は、その声に一刻を争う緊迫感があった。

　慧けい吾ごは、一度儚はかなに目配せして、腰に差したままだった〈郷ごう暗あん〉をそのまま持ち、慌てて玄関へと走る。走りながら声をかける。

「安やす井いさんですか？　俺です、慧けい吾ごです！」

「……慧けい吾ごちゃん？」

　やはり間違いなく、安やす井いさんの声だった。

「目を覚ましたの？」

　──どうやら安やす井いさんも俺が眠っていたことを知っているらしい。

　玄関につくと磨りガラスの引き戸越しに安やす井いさんのシルエットが見える。それは、慧けい吾ごが想像したままを象かたどっていた。慧けい吾ごのすぐ後ろをついてきていた儚はかなも、声をかける。

「安やす井いのおばさん、わたしです、儚はかなです。大丈夫ですか!?」

「儚はかなちゃんも一緒なの？　なんか、変なのが家に入ってきたのよ！　うちの主人がそれに……。だから、ここを開けて！　お願い、助けて！」

　安やす井いさんはそう言って、またしても磨りガラスの戸を拳で何度も叩たたいた。安やす井いさんの家は、子どもが大きくなって独立したため、今は夫婦二人で住んでいるはずだった。

　慧けい吾ごはもう一いち度ど儚はかなに視線を送る。開けてもいいかというメッセージをこめて。だが、儚はかなはすでにそこにはおらず、先に玄関へ駆け、戸を開けようとしているところだった。

　それは、幼い頃から慧けい吾ごがたびたび見ている儚はかなだった。しっかりと頭の中で考えてから動く慧けい吾ごに対して、感情で突っ走る儚はかな。常に儚はかなのほうが先に行動に移すので、それを慧けい吾ごがバックアップする形だ。

　儚はかなは、「今、開けます」と戸と戸が重なり合うところにつけられた鍵を開けようとする。

　だが開けるより早く、安やす井いさんの背後に別の影が現れた。

「おい、待て！」

　その影があまりに異様だったため、慧けい吾ごは、思わず儚はかなの肩を摑つかみ制止する。

　儚はかなは、一瞬慧けい吾ごに言い返そうとしたが、その影に気づくと言葉を失った。

　基本的には、人を象かたどっていた。だが、それは明らかに人ではなかった。明らかに人ではない凹凸が見られた。

　そして、奇妙な言葉を呟つぶやいていた。

『ネル・シス・カサハラク。ネル・シス・カサハラク。ネル・シス・カサハラク……』

　どこかで聞いたことがある。だが、思い出せない。

　それは男の声で、囁ささやいているかのような、呻うめいているかのような、不気味な響きかたをしていた。さらに別の言葉も聞こえてくる。今度は日本語ではっきりと聞き取れた。

『もう、許してください』『わたしが悪かったんです』『いやだ』『信じてください』『もうしません』…………。

　全て同じ男の声だった。で、あるにもかかわらず、全てが同時に聞こえた。同時に喋しやべっていた。それはまるで地獄の底から漏れる餓鬼の声のようだった。

「開けて!!」

　安やす井いさんはそう言って、もう一度ガラス戸を叩たたこうとした。

　儚はかなも一秒でも早く開けようとしていた。

　だが、もう何もかもが遅かった。

　安やす井いさんは、人ではない何かに肩を摑つかまれる。慧けい吾ごたちからは、まるで影絵のように磨りガラス越しにそんなシルエットが見えた。

「ぎゃやあああ!!」

　安やす井いさんの叫び声、断末魔が戸越しに響き渡る。玄関の磨りガラスがビリビリと揺れる。磨りガラスにピシャピシャと血ち飛沫しぶきが飛ぶ。

　安やす井いさんは人ではない何かに嚙かみつかれていた。

　慧けい吾ごは、悲鳴をあげそうになっていた儚はかなの口を慌てて塞いだ。そして、耳元で囁ささやく。

「儚はかな、靴を履け。履いたまま家に上がり込んで構わない。裏から出る」

　ガタン、と背後で音が鳴る。

　慧けい吾ごは慌てて振り向く。振り向き、音を鳴らした正体を確認して、啞あ然ぜんとする。手の中で儚はかなの抑えきれない悲鳴が漏れた。

　廊下に立っていたのは、男だった。人相でいえば、二十代前半くらいに見える。身長は１７５センチほど。少し贅ぜい肉にくがついた小太り。さらに、全裸だった。目は虚うつろで、口は半開きになっていて涎よだれがダラダラと流れていた。

　すでにその時点で、異常なのだが、ここまではまだ慧けい吾ごと儚はかなが知る『人間の範はん疇ちゆう』に収まっていた。ここから先が、あまりに異様だった。

　まず全身の肌が、腐りかけの死体のように茶色く濁っていた。さらに毛が全くなかった。

　そして、何より異常だったのが、体中に口がついていることだった。右肩、右手の甲、左胸、左肘、ヘソ、右の腰、足にも両方で三つ、ざっと確認しただけでもそれだけ見えた。おそらく後ろにもあるはずだ。その口全てから声が漏れていた。

　先程安やす井いさんを襲ったものと同じ、あの『ネル・シス・カサハラク』という奇妙な言葉も聞き取れた。

「なんだ、これは……」

　慧けい吾ごは、そう言わずにはいられなかった。

　それはどう見ても人ではなく──化け物だった。
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　儚はかなが、化け物の口から漏れる呻うめき声に耐えきれず耳を塞ごうとする。

　だが、慧けい吾ごはそれを許さなかった。

「ダメだ。五感の一つを塞ぐな！」

　きついかもしれないが、それほど切迫した状況だった。化け物から確かな殺意が感じ取れた。

　儚はかなにもその思いが伝わったのだろう。目から怯おびえが消え、覚悟を持った強い光が宿る。

　慧けい吾ごは、それを確認して、儚はかなの口を塞いでいた手をそっと離してから、化け物と向かい合う。三た和た土きから廊下へと上がり、対たい峙じする。

　恐怖が幾分残っていたが、心の奥深くに押し込めて、鼻から息を吐き出す。

　頭に血を送り込み、回転させる。

　まず考えなければいけないのは──『この化け物は、人と何が違うのだろうか？』だ。

　慧けい吾ごは、〈郷ごう暗あん〉の鞘さやに手をかけ、化け物を睨にらみつける。そちらがやる気なのであればこちらも対抗させてもらうという気け圧おしをぶつけてみる。

　だが化け物は、まるで意に介さず「あぁ」と嗚お咽えつのような声を漏らす。さらに、それに呼応するように、全ての口からも「あぁ」と合唱する声。

　全ての口から漏れ出た吐息は、まるで全身から湯気を吹き出しているかのようだった。そして、その吐息には、間違いなく殺意が含まれていた。

　それでも慧けい吾ごの体は震えない。まだ、臆していない。

　背後にいる儚はかなを守らねばならないという責任感が、恐れを和らがせてくれる。

　さらに、刀があることも大きい。

　──こいつは俺に何よりも強い勇気を与えてくれる。

　化け物は、一歩ずつおぼつかない足取りで、慧けい吾ごに向かってくる。

　慧けい吾ごと儚はかなは、それに合わせて一歩ずつ下がる。

　だが背後はすぐに玄関、さらに戸を挟んで向こう側には、安やす井いさんを襲った化け物がいるだろう。

　じりじりと追い詰められていく。

　──抜くしかない。

　慧けい吾ごは、改めてそれに目を向ける。

　二尺三寸の太刀。静しず嶋しま家の宝刀──〈郷ごう暗あん〉。

　鯉こい口ぐちを切る。

　はばきのカチリという音をあえて聞かせ、川のせせらぎのように穏やかに──。

　刀を抜く。

　何千、何万とやってきた動作。

　鞘さやと同じ色をした黒刀が姿を現す。

　玄関脇の小窓から漏れる陽光が黒光りの鋼を怪しく照らし、まるで洞窟にいる獣の目のように輝く。

　言葉は通じないだろうと思ったが、刃を向ける以上断っておくことにした。

「俺は、静しず嶋しま慧けい吾ごと言います。まだ十七歳ですが、静しず嶋しま家が代々伝える剣術、信念流を学んでいます。そして俺が手に持っているのは無銘の尾お張わり関せきでありながら、最上大業物と遜色ない切れ味を誇る真剣であり、模造刀ではありません。さらにここは静しず嶋しま家の私有地です。どうか、下がっていただけないでしょうか？」

　そこまで言ってもやはり化け物はなんの反応も見せなかった。殺意を緩めなかった。

　どころか、全ての口が歯をカチカチと鳴らした。

　──仕方がない。

　一度大きく息を吐いてから、肩の力を抜く。

　己に問う。

　斬れるか、と。

　すぐに答えは出ない。分からない。

　目の前にいるのは、化け物のように見えるが、人の面影もある。

　そもそも、俺は人を斬ったことが──。

『ある』

　またしても聞き覚えのある声がどこかからする。慧けい吾ごのことを『天二才』といった声。

　心の中で首を振る。

　おかしな幻聴を振り払うために。否定するために。

　──俺は、人を斬ったことなどない。

　そして改めて、化け物と向かい合う。

　──だが、これは化け物だ。

　正せい眼がんの構え。真正面から殺気をぶつける。

　それでも化け物は、躊ちゆう躇ちよなく間合いに踏み込んでくる。

　両手を伸ばし摑つかみかかってくる。体中の口から漏れた涎よだれがその軌道を描く。

　動きは緩やかだから躱かわすことはできる。

　だが背後には儚はかな。

　刹那。

　頭の思考がプツリと消える。

　無意識に体が動く。

　両腕を振り上げ、そのまますとんと降ろす。

　確かな手応え。明らかに巻き藁わらとは違う。肉と骨を断った感覚。

　バサッ、バサッと床に響く二つの音。

　頭から両断した化け物の亡なき骸がらが床に転がっていた。

　いや、それは──。

　もう、化け物ではなくなっていた。

　全く違う姿になっていた。

　体中にあった口は消え、肌は血が通った肌色になり、毛も生えている。全裸だったのに服さえ着ていた。朱色の作さ務む衣えだ。

　魔法から解けたかのように、蛙かえるから王子様に戻るかのように、化け物からごく普通の（少なくとも慧けい吾ごがよく知る）人間に切り替わっていた。

　──朱色の作さ務む衣えを着た二十代の男が、体を真っ二つにし、血を流し、死んでいた。

　慧けい吾ごは、深く息を吐きだすと、〈郷ごう暗あん〉を納刀する。

　そしてもう一度、先程まで化け物だった男に目を向ける。

　不思議な感覚だった。

　初めて人を斬り殺したにもかかわらず、全く何も思わなかった。罪悪感もない。

　──いや、不思議ではない、か。

　常日頃、生半可な気持ちで刀を抜いたりはしない。抜くときは、毎度、相手の命を奪うこともあるのだと肝に銘じている。それに相手は、化け物の姿をしており、こちらに殺気を向けていた。

　今のは正当な戦いだったのだ。

　だが、手は合わせておく。殺したことは間違いないのだから。

　そして、すぐに頭をまた回転させる。

　──どうしてこの男は、化け物になったのだろうか？　どうして、死んだと同時に人の姿に戻ったのだろう？　さらに、気になるのは、この男の服……。

　死んで人の姿に戻るにしても、なぜ服を着ている？　それは理屈に合わない気がする。化け物に理屈を求めること自体が、間違っているのか。

　いや、そもそもこの服は…………。

　と、背後でガラスが割れる音が鳴る。慧けい吾ごの思考が途切れる。

　化け物が玄関の磨りガラスを無理やり突き破り入って来ようとしていた。

　先程とほぼ同じ姿をしている。毛がなく、肌は腐ったような茶色、そして体中についた口。

　数は二体。男女だ。

　慧けい吾ごは、その化け物の顔を確認すると、思わず目を剝むいた。

　毛がなく呆ほうけたような表情をしているが、間違いなくそれは──安やす井い夫婦だった。

『あぁ、妻を』、『許しておくれ』、『どうして』、『嫌だ』……。

　二人の体中についている口から二人の声で嘆きが漏れていた。

　化け物に嚙かまれたら、同じような姿になってしまうのか──。

　安やす井い夫婦は、ガラスで肌を切っているにもかかわらず、そのまま慧けい吾ごの家へ上がりこもうとしてくる。

　さらにその背後から、もう二体、化け物がこちらに向かってきていた。

　慧けい吾ごは、思わず奥歯を嚙かみしめる。

　四体であれば、なんとかやれるかもしれないが、そのうち二人が安やす井い夫婦であるのが問題だ。

　正義感の強い儚はかなが予想外の行動に出る可能性もある。

　──ここは退く。

　慧けい吾ごは、鞘さやではなく儚はかなの手を握った。そして、その手を引きながら短く告げる。

「逃げるぞ」

　二人は、土足のまま廊下を突き抜けていく。
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「いいよ、大丈夫」

　慧けい吾ごは夢中であったためか、それが『もう手を放して』という意味であることに気づくまでしばらく時間がかかった。

　儚はかなが足を止めたことで、無理やり手が離れる。

　そこで慧けい吾ごもようやく足を止めた。

　背の高い草むらの中だった。家の裏手は、崖とも呼べるきつい坂になっており、そこを上りきったところで、この草むらに飛び込んだのだ。

　慧けい吾ごは毎日道場で汗を流しているし、儚はかなは中高と陸上部に所属している。まだまだ走り続けることもできるだろうが──。

　慧けい吾ごは呼吸を整えながら、あたりの気配を探ってみる。

　やはり、あの化け物が追ってくる様子はないようだった。

　一度大きく息を吐き出し、落ち着きを取り戻すと、体からどっと汗が噴き出してくる。

　九月に入ったとはいえ外はまだ真夏と変わらない気温だった。

　儚はかなも顔を紅潮させ、額から大粒の汗を落としていた。

「本当に、大丈夫か？」

　と慧けい吾ごは声をかけてみる。

　儚はかなもすでに呼吸が平常時に戻ろうとしていた。少し屈かがんでいた体が真まっ直すぐに伸び、慧けい吾ごの顔をじっと見つめる。

　と、突然儚はかなは何を思ったか、慧けい吾ごの腰に手を回し、胸に顔をうずめるように抱きついてくる。

「おっ、おい、何して──」

　と慧けい吾ごは、焦あせりから思わず口走ったが、それ以上の言葉は出てこなかった。体を離そうともしなかった。

　儚はかなの火ほ照てった体と、濡ぬれたＴシャツ、胸の感触。そして、高鳴る鼓動。

　その全てに儚はかなの思いが含まれていたからだ。それはとても切実で、儚はかなにとって重要なものであることが慧けい吾ごには分かった。だから慧けい吾ごは、体を大木のようにじっとさせ待つことにした。

　いつもは自分の思ったことを全部ぶつけてくる儚はかなが、とても慎重に、溢あふれ出でる感情を必死に抑え込みながら、話し出す。

「……分かってる。本当に、分かってるんだって。慧けい吾ごなら、あぁすることは分かってたよ。それが、わたしの知っている慧けい吾ごだもん。何も間違っていないのも分かっている。こんなこと言っちゃいけないのも分かってる。でも、やっぱりさっきのは……わたしのせいだから。それが分かるから──」

　儚はかなの声が胸のところで鳴り、慧けい吾ごの心を直接震わせる。儚はかなは、一拍あけて続ける。




「慧けい吾ご、もっと自分を信じて」




　それは慧けい吾ごにとって、あまりに予想外の言葉だった。化け物を殺したことをもっと非難されると思っていた。

　──自分を信じろ？

　波紋のように胸に広がっていく。

　どうして儚はかなはそんなことを言ったのだ？　確かに自分に向けられているのは間違いないのに、別の誰かに向けられているかのような……。思考の渦に、慧けい吾ごの自我が吞のみ込こまれていく。儚はかなの願いは、むしろ慧けい吾ごから自信を奪っていく。

「なぁ……俺は、昔からこうなのか？　俺は、おかしくなってしまったのか？」

　儚はかなは、ふっと顔を上げる。その表情は不安で揺らぎ、答えに困っているようだった。そしてそれは、慧けい吾ごにとって、イエスとノー、どちらとも取れるものだった。

「俺は──どうして二週間もの間、意識を失っていたんだ？」

　今度はしっかりと儚はかなの目を見つめて言う。やはり、まずそれを確かめなくてはいけなかった。儚はかなの瞳からは、依然迷いの揺らぎが見て取れたが、慧けい吾ごがじっと逸そらさず見つめ続けていると、覚悟を決めたのか、大きく息を吐き出してからこう切り出した。

「……洞窟だよ。洞窟に入ったの」

「洞窟？」

　慧けい吾ごのその問いには、『どこの？』ではなく、『俺が？』という意味が込められていた。

　この影かげ見み山やまに洞窟は一つしかない。そして、その洞窟に、静しず嶋しま家の人間が入る目的も一つしかない。

　信念流の免許皆伝のためにおこなう修行である。

　信念流は元々、念流を学んだ武芸者、五い槌づち助たすけが創はじめたもので、この影かげ見み山やまの洞窟に籠もったことで編み出されたものだった。助たすけは、暗闇の中、一人己と向かい合うことで、剣の道を究めようとした。そして、その修行の過程で、己の影と対たい峙じし、斬ったことで秘技を生み出したのだ。

　それを〈鞍くら断だち〉と呼ぶ。

　秘技であるために、表向きはそう書いているが、本来は〈暗断ち〉──相手の心の影のみを斬る技である。信念流を継ぐ静しず嶋しま家では、代々、洞窟に籠もり〈鞍くら断だち〉を会え得とくすることで免許皆伝としてきたのだ。

　つまり、儚はかなによれば、慧けい吾ごは（少なくとも）二週間前にその洞窟に入り、修行をおこなったということになる。だがそうなると別の疑問が沸き立つ。

　その修行は通常、二十歳になってからおこなわれる。だが慧けい吾ごは、十七歳。しかも期間は一か月間だ。意識を失った二週間前が、修行の最終日であったとしても、高校の夏休みの期間を考えれば日数が合わなくなる。ということは、途中で中断されたということだ。

「……本当に俺は、洞窟に入ったのか？」

「うん。『俺ならやれる』って。夏休みを利用して」

「いつ？」

「八月四日から」

　逆算すれば、修行を始めてからちょうど二週間後に何かが起きて、意識不明となり、修行が中断されたということか。

「何があったんだ。二週間前に」

　儚はかなは、まるでそのときのことを思い出したくないかのように首を強く振った。

「……分かんない。本当に、分かんないの。少し心配になって、あの日、わたしは洞窟の入り口まで行って、ちょっと声をかけた。あそこは女人禁制でしょ。だから入り口で。修行の邪魔かもしれないと思ったけど、なんか妙な胸騒ぎがして。そしたら、何の返事もなくて。それでいてもたってもいられなくなって、ちょっと入ってみたら…………慧けい吾ごが倒れていたんだよ。で、家まで運んだんだけど、ずっとそこから今まで意識が戻んなくて」

　そこまで説明されても、まるで何も思い出すことができなかった。洞窟に入っている間のことはおろか、洞窟に入ることになったきっかけさえ、何一つ。

　だが、少し冷静なって考えてみると、修行をしたいと言いだしたことについては、納得できなくもなかった。これまでの人生の全てと言っても過言でないほど、信念流に打ちこんできたし、自分の才能にも自信をもっていたからだ。

　──だが、洞窟で何が起きたというのだろう？

　己の影と対たい峙じしたのか？　その戦いの過程で、意識を失った？

　いや、そんなはずはない、と慧けい吾ごは首を振る。

　慧けい吾ごはそもそも、〈鞍くら断だち〉なんて技が本当に存在するなんて信じていなかった。ただ単に自分を追いつめることで精神を鍛えようとしているのだろうという認識だった。

　信念流は、『どんな手段を用いても必殺必勝する』理念で技が組み立てられており、剣法というよりかは兵ひよう法ほうに近い。宝刀〈郷ごう暗あん〉が黒いのも、忍者と同じ発想、夜に紛れられるからであり、ある意味で現実的なのだ。その中、〈鞍くら断だち〉だけが、異質を放っているのである。

　だが一方で、確信もない。

　やはり記憶がないというのが大きいし、ついさっき常軌を逸した化け物を見たから──。

　と、慧けい吾ごの脳裏に儚はかなの言葉が蘇よみがえる。

　儚はかなは、何がおかしいのか尋ねた際に『慧けい吾ごと世界』と言った。だが、先程の化け物を見たときの驚きようは、初めて遭遇したときのものだった。

　となると、儚はかなはあの化け物ではない別の何かを体験し、おかしいと感じたのではないか。

　慧けい吾ごは、それを儚はかなに尋ねようとした。

　だが、それより先に視界の端で何かが揺らぐのを捉えた。それは──。

「煙だ」

　狼煙のろしのような、細長く空に伸びていく煙が見えたのだ。

　煙はすぐ近くで上がっていた。

　慧けい吾ごは、いったん会話を切り上げ慎重にそちらへと足を向ける。儚はかなもその後ろをついてくる。

　手を伸ばし背の高い草をかき分けていく。

　二人にとって、この影かげ見み山やまは『庭』と呼べるほど慣れ親しんだ場所ではあるが、さすがに隅々まで知っているわけではない。この辺りはあまり来たことがなく、先に何があるのかまるで分らなかった。

　油と焦げた臭いが漂ってきたので、もう目前であることが分かった。

　慧けい吾ごは、改めて儚はかなに目配せを送ると、草むらを勢いよく搔かき分わけた。

　視界が一気にひらける。

「何これ……」

　思わず儚はかながそう漏らした。

　そこにあったのは、巨大な送電鉄塔。

　それが、根元から折れ、ひしゃげていた。
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　儚はかなが、さらに言う。

「これだ、これのせいで電気が止まっていたんだ」

「電気が止まっている？」

　慧けい吾ごは疑問を持った。

「うちは、ついていたが──」

　部屋のエアコンも冷蔵庫も確かに作動していた。

　儚はかなが不思議そうな顔で慧けい吾ごの顔をまじまじと見つめてくる。

「だって慧けい吾ごの家、屋根にソーラーパネル貼ってるじゃん。それも忘れたの？」

「いや」と慧けい吾ごは、即座に否定する。言われてみれば確かにそうだ。色々なことがあったせいで、混乱していただけだ。「すまないそうだった」

「電気だけじゃないよ。おそらく影かげ見み山やまのライフラインが全て止まっている。テレビと携帯電話の電波も遮断されている」

　慧けい吾ごは、自宅の水が出なかったことを思い出した。慧けい吾ごの家も儚はかなの家も、地下から水道管を通している。その水道管がどこかで断ち切られたのか。

　と、なると誰に？

　慧けい吾ごは改めて、破壊された鉄塔に目を向ける。土砂崩れなんかで折れたんじゃない。何か爆発物のようなもので壊されているように見える。自然的ではなく人為的。災害というよりかは、テロをイメージさせた。

　何か爆弾のようなものを使ったのであれば、あの口だらけの化け物の仕業でもないだろう。あれの動きには知恵を感じなかった。獣に近い。

「なぁ」

　と慧けい吾ごは、儚はかなに尋ねた。

「今、この山で何が起きているんだ？」

　儚はかなは、折れた鉄塔をまるで前衛的なアートでも見ているかのように難しい顔でじっと見つめながら答える。

「全部止まったのは、三日前なんだけど、まだ携帯電話の電波がいきていたとき、お父さんとお母さんから電話があったの。二人は、買い出しのために下のショッピングモールにいたんだけど……」

　儚はかなは、そう言って、ジーンズの後ろのポケットから携帯電話を取り出し、電源を入れる。確かに、電波の状態を示す箇所には小さなバツ印が入っていた。

「お父さんもお母さんも、なんか焦あせってて、『もう帰れないかもしれない。お前は絶対町に下りるな』って。……本当に、それから帰ってきてないんだ」

「あの、化け物か？」

　儚はかなは、小さく首を振る。

「多分違う。電話が切れる前に、お母さんが、『おっきい頭が落ちてきた』って叫んでたから」

　──頭？

　答えは何も得られず謎だけが膨らむ一方であったが、慧けい吾ごはもうそれ以上儚はかなに尋ねるのをやめた。おそらく、儚はかなも何が起きているのか、正確には知らないのだろう。

　──俺が意識を失ったことと、影かげ見み山やまで起きていることは、連動しているのかもしれない。この山で何が起きているのか調べていけば、全ての謎が解けるのかもしれない。だが、今は、それよりも……。

　慧けい吾ごは、携帯電話を強く握りしめる儚はかなの手をそっと握る。

　一つ分かった確かなこと──。

　儚はかなは、ずっと、一人っきりだったのだ。

　──なのに俺は眠ったままで、なのに儚はかなはそんな俺の看病を。

　儚はかなの寝顔を思い出す。伝う涙を思い出す。

　少しでも感謝の思いを伝えたくて、少しでも儚はかなの不安を取り除きたくて、慧けい吾ごは儚はかなの手を握る。

　儚はかなの手の温ぬくもりを感じていると、まるで世界に二人だけが取り残されているかのようだ、と慧けい吾ごは思った。

　それは、常に周囲の状況を冷静に確認する慧けい吾ごらしからぬ思考だった。もしかすると、自分でも気づかぬうちに、少し興奮していたのかもしれない。

　──だから、かもしれない。

　すぐ近くまで迫っていたのに、その気配にまるで気づけなかった。

　がさりと草が揺れたかと同時に、こちらに向かって突然何かが飛び出してきた。

　またあの化け物か──。

　慧けい吾ごは、素早く〈郷ごう暗あん〉に手をかける。

　真っ先に見えたのは、細長く黒い影だった。それが、槍やりのように慧けい吾ごの顔に向かって伸びてくる。

　日頃から研ぎ澄ましている慧けい吾ごの動体視力が、それをはっきりと捉える。

　それは、銃身だった。草むらから飛び出してきたのは、猟銃。

　そして、それを構えた──銀髪の女の子だった。
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　──どうするべきだ？

　抜くべきか、止めるべきか。

　慧けい吾ごの思考は時の速さを上回り、まるで水中にいるかのように全てがスローモーションに見える。

　あの口だらけの化け物ではなかった。猟銃を構えてはいるが、人間。

　銀髪の女の子だ。

　虹こう彩さいは青、鼻が高い、肌は白い。

　──この子、外国人か？　どうして、外国人の女の子が？

　身長は、１５０センチあるかどうか。年齢は、中学生くらい。

　その体格で猟銃を撃てるのか。

　それは、たったコンマ何秒の慧けい吾ごの迷い。

　だが、銀髪の女の子にそんな迷いは微み塵じんもない。殺意に満ち、覚悟を決めている。

「いただきます」

　おそらく銀髪の女の子は、そう呟つぶやいた。少なくとも慧けい吾ごにはそう聞こえた。

　その直後、山が震えるほどの大きな銃声。銃口から火。

　銀髪の女の子は、その猟銃の威力に体が持っていかれ、大きくのけぞる。

　のけぞるが、狙いは正確。

　弾丸は、慧けい吾ごの眉間に向かって飛んでいた。

　それを避けることができたのは、偶然か経験か。

　慧けい吾ごは、先読みで首を傾けていた。

　背後の鉄塔からキンッと甲高い音、そして火花。

　銀髪の女の子に意識を戻せば、すでに次の動作に移っている。

　体はすでに前傾。さらには、猟銃から手を離していた。

　猟銃はボルトアクション。次に弾を撃つよりも、慧けい吾ごが振り抜くほうが早い。

　それをこの女の子は分かっている。だから、捨てた。初弾を外したことに驚きもせず。

　銀髪の女の子は、即座に慧けい吾ごの懐ふところまで潜り込むと右手を掌底のように突き放つ。

　狙いは分かった。──〈郷ごう暗あん〉の柄つか頭がしら。

　抜かせない気だ。

　あまりの素早さ、あまりの勢いで、銀髪の女の子の体は浮いていた。

　浮きながら左手を腰に回す。

　短刀──ナイフか。

　慧けい吾ごは、鞘さやを握っていた手を離し、銀髪の女の子の腰に手を回すと、向こう側にされたのと同じようにナイフを握って抜けなくした。そして、あえてその圧力に逆らわず、体をのけ反らせながら、女の子もろとも後ろに倒れ込む。




　ここで時の流れが元に戻った。

　人形のような顔が目の前にあった。

「手を放せ」

　やや片言だが話せるようだ。「右手と左手、どちらを離しても俺は死ぬ」

「だから言っている」

　話せるが、話せば分かるといった感じでもないようだ。

　慧けい吾ごは、少しだけ警戒を解いてみせたが、銀髪の女の子の殺意が一向に揺らがない。

　視線も揺らがない。じっと慧けい吾ごを睨にらみつけている。

　だが、向こうも手が離せない状況であることには変わりない。

　文字通り引くに引けぬ状態。

　さらに、一人ではないということが、問題を難しくさせている。

　慧けい吾ごは、すぐ脇にいる儚はかなにほんの少しだけ意識を向ける。できれば、銀髪の女の子が捨てた猟銃を拾い、威嚇だけでもして欲しかった。

　と、儚はかなが動く。

「ちょっと、何やってるの二人とも！」

　そう言って慧けい吾ごと銀髪の女の子の間に平然と割って入ってくる。さらに、互いの得物を持つ手をまるで子どもをしかりつけるように、パチンパチンとはたいた。

　思わず「なっ」と声が漏れた。

　二人の必殺の間合いにやすやすと入り込んできたことに驚く。先程まで不安そうにしていた儚はかなとは、まるで別人になっている。

　銀髪の女の子にとっても思わぬ行動だったらしく、目と口を大きく開けたまま固まってしまっている。儚はかなは、その銀髪の女の子に目を向ける。

「ねぇ、あなた、オルガちゃんでしょ。わたしのこと覚えてない？」

　慧けい吾ごは更に驚きを増す。──顔見知りか？

　オルガと呼ばれた銀髪の女の子は、儚はかなを見ると大きく見開いていた目を細めていく。

「見たことあるな。確かじいじが言っていた……『ヤンキー・ハカナ』だ」

「いや、ヤンキーじゃないからっ！」

　儚はかなが即座に否定する。

「この髪は地毛なの。元から明るいの。目つきもただ悪いだけ！」

　長閑のどかな影かげ見み山やまでは、髪を染める若者すら珍しく、その見た目から儚はかなは『不良娘』や『ヤンキー』と呼ばれている。実際のところは、文武両道、学業と部活動に励む真面目な高校生なのだが。……と、今はそんなこと、どうでもいい。

「儚はかな、この子、知ってるのか？」

「うん、霜しも月つきのおじいさんのお孫さんだよ。何回か、おじいさんが連れ回しているときに会って挨拶したことあるんだ」

「霜しも月つきのじいさん──」

　それは、影かげ見み山やまに住む者なら誰でも知っている名物爺じじいだ。この界かい隈わいの猟友会を取り仕切っている人物で、『山の守り神』と呼ぶ人がいるほど、住民の信頼が厚い。

　慧けい吾ごは、「だが……」と思わず、銀髪の女の子をまじまじと見てしまう。

　この子が、あの霜しも月つきのじいさんの孫だとはとても思えない。霜しも月つきのじいさんは、純日本人の顔立ちをしていたし、子どもが『熊を狩りすぎて熊になった』と冗談半分に噂うわさするぐらい歳としのわりに体格がよく、ごつい見た目をしている。何もかもが違いすぎている。

　慧けい吾ごの表情を読み取ったのか、儚はかながさらに後づけをする。

「オルガのお父さんが、霜しも月つきのおじいさんとこのご長男なんだけど、ロシアに住んでいて、ロシア人の人と結婚したんだよ。だから、オルガは日本とロシアのハーフだよ。ちなみに、歳としは慧けい吾ごやわたしと一緒だよ、十七歳」

「そうなのか……」てっきり中学生だと思っていたが。

「なんだ？」

　慧けい吾ごの考えを見透かしたのか、オルガは、どこか不満気に睨にらみつけてくる。

　──確かによく見れば、その目の鋭さだけは、霜しも月つきのじいさんと似ているかもしれない。

「と、いうかそろそろ離れたら？　腰に手まで回して」

　儚はかながそう言って、軽蔑の表情でこちらを見つめてくる。

　確かに、互いの得物がなければ、二人の若い男女が地べたで抱き合っているだけだ。

「俺からも頼む」

　慧けい吾ごは、間近にあるオルガの顔に向けて言う。さらに、もう警戒を解いても大丈夫だろう、と両方の手を離し、頭の上に上げ降伏の姿勢を取る。

　オルガは、それでもしばらく慧けい吾ごをじっと睨にらみつけていたが、顔見知りの儚はかなが隣にいることもあってか、わざと慧けい吾ごの胸を両手でどんとついてから、立ち上がる。

　解放された慧けい吾ごも立ち上がる。

　オルガは、素早く捨てた猟銃を拾い、ついた土を払う。

　よく見れば、慧けい吾ごはその銃に見覚えがあった。

「なぁ、その銃、霜しも月つきのじいさんのものじゃないのか？」

　猟銃の木の部分がかなり傷んでおり年季が入っている。庭先でいつもそれを手入れする霜しも月つきのじいさんの顔が浮かんだ。

「そうだ」とオルガは短く答える。

「霜しも月つきのじいさんは、絶対に銃口を人に向けたりしなかったぞ。ましてや撃つなんて」

　慧けい吾ごはそう言って、背後の鉄塔に目を向けた。銃弾の痕が残っている。一歩間違えれば、死んでいた。

「先に刀に手をかけたのはお前。わたしは、悪くない」

「手にかけただけだ。抜いてはいないだろう。話し合うこともできないのか、お前は？」

「抜いたら、わたしが死んでいたかもしれない。ここは、すでにそういうとこ。サバイバルだ」

　──ここは、すでにそういうとこ。

　その言葉は、慧けい吾ごの頭の中で妙に残った。

「だったら、霜しも月つきのじいさんはどうしたんだ？」

　オルガは、元々鋭い目をさらに鋭くさせ、一度下唇を嚙かんで言う。

「……金色の毛の熊に食われた」

「熊だと？」

　この山に熊なんて出ないはずだ。……と、慧けい吾ごは思ったが、すぐに考えを改めた。先程、訳の分からない化け物を見たばかりだ。これまでの常識と照らし合わせてうかつに否定しないほうがいい。

「いや、説明はいい」と断り、すぐに「すまなかった」とオルガに謝った。話したくないことを話させてしまったのかもしれないと思ったからだ。

　そもそも霜しも月つきのじいさんに何かあったことは、薄々気づいていた。霜しも月つきのじいさんは、絶対遊び半分で猟銃を持ち出したりしないし、ましてや孫に預けたりなんかしないだろう。

　それでも、そこまで分かっていても、慧けい吾ごは確認を取らざるを得なかった。

「じゃあ」とオルガの背後の草陰に視線を移して本題へと入る。

「そこにいるのは、誰なんだ？」

　そう、最初から気づいていた。気配は、二つあったのだ。
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　オルガは、さらに目を鋭くさせ、さらに警戒心を強めてこちらに向かい合う。

　慧けい吾ごは、先程と同じように、小さく両手を上げてみせる。

「だから、戦う気はない。そもそも、お前と違ってそこに隠れている人からは、殺気は感じない」

　これは、真実だった。どころか、気配自体が弱い。だからこそ、慧けい吾ごは、ここまで後回しにすることができたのだ。

　オルガは、またしても慧けい吾ごを見定めるような間をあけたが、隠し切れないと諦めたのか背後の草陰に向かって「おいで」と言う。

　現れたのは、オルガよりもさらに小さな、十歳くらいのリスのリュックを背負った女の子だった。

　女の子は、両腕を組み、ふんと鼻を鳴らしてそっぽを向く。

　おそらく、オルガの妹というわけではないだろう。顔立ちが日本人だし、セミロングの髪は黒い。

　ややこちらに反抗的な態度だが、虚勢を張っているだけだろう。よく見れば足が僅かに震えている。リスのリュックを大事そうに抱えていることもあり、年相応の幼さが見て取れる。

　だが今はそれよりも──。問題なのはその態度ではなく、服装だった。

「ねぇ、その服……」

　と、隣の儚はかなが呟つぶやく。

　少女が着ていたのは、朱色の作務衣だった。

　儚はかなの声には、恐れや怒りが含まれていたのだが、少女は気づいていないのか空気が読めないのか、胸をとんと叩たたくと得意気な声で言った。

「そうよ。わたしはキョウシンよ」

　そうだ。このあたりに住んでいる者ならば誰でも知っている。

　──〈キョウシン教会〉。

　三年ほど前、突如としてこの影かげ見み山やまに巨大な施設を建てたカルト宗教。その信徒たちが修行着として普段から身に纏まとっているのがこの朱色の作さ務む衣えだった。
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　影かげ見み山やまの住民の間では、〈キョウシン教会〉の名を出すことすらタブー化している。彼らが、これまでに大きな問題を起こしたわけではないが、何をしているのか分からないこと自体が問題だった。

　──ただでさえ、〈キョウシン教会〉の人間と接触するときは気を使うのだが、それに加えて俺と儚はかなはあれを見ている。あの化け物を。

　化け物が、人の姿に戻ったときに着ていた服装も、この朱色の作さ務む衣えだった。

　そうだと、一つ思い出す。

　あの化け物が口にしていた呪文のような言葉『ネル・シス・カサハラク』。確か、一月ほど前から、〈キョウシン教会〉の連中があの呪文のような言葉を呟つぶやきながら山を練り歩く光景を何度か見たことがある。

　慧けい吾ごは言葉を選びながらオルガに問う。

「見た感じ姉妹というわけではなさそうだが……」

「あぁ、さっき会ったばかりだ」

　それにしては過度に庇かばおうとしているように見える。だが、噓うそをついているようにも見えない。本当に、立場の弱い者を守っているだけなのか。それがオルガの性格なのか。おそらくオルガは、〈キョウシン教会〉のことも、地元住民との軋あつ轢れきも知らないはずだ。オルガの服装は、たくさんのポケットがついたベストにＴシャツ、下はホットパンツに黒のストッキングを穿いており、朱色の作さ務む衣えとは全く違う。

　今度は、少女に尋ねる。

「君の家族は？　一緒じゃないの？」

　少し踏み込みすぎたか、少女はそっぽを向いたままそれには答えてくれなかった。

　オルガもそんな少女の様子に、何かを感じ取ったらしく、大きな目をさらに鋭くさせこちらを睨にらみつけた。

「──何か言いたいことがあるのか？」

　──もう、言葉を選んでいる場合ではないのかもしれない。

「オルガ、おそらくこの子は」と言って、一つ息を吐いて覚悟を決める。ここまできたら、互いの事情を話し合っておいて損はないだろう。

「〈キョウシン教会〉という宗教の信徒だ」

　そこまで言ってもオルガは平然としている。

「あぁ、知っている。さっき聞いた。それがどうした？」

　──知っていたのか……。宗教に対して抵抗がないのか、それよりもこの女の子を守ろうという思いが強いのか。

「キョウシンは、俺や儚はかなのような若い世代はそれほどでもないが、このあたりの地元住民と折り合いが悪い。さらに言えば、信じてもらえないかもしれないが、俺の家に化け物が現れた。その化け物は結果的に人に戻ったんだが、その子と同じような服を着ていた。つまり化け物は、〈キョウシン教会〉の信徒だったんだ」

　オルガは、女の子にちらりと目を向け、気遣う素振りを見せたあと、改めてこちらを睨にらみつけた。

「ルリは、そいつらとは違う」

　──ルリ？　それがこの子の名か。

「あぁ、俺もそう思う。でも知っておきたいんだ。今、この世界で何が起きているのか。それにキョウシンは関わっているのか」

「ねぇ、わたしを差し置いて何を話しているのよ」

　ルリは、オルガの顔をじっと見つめながら言う。どうやら意図的に、こちらのことを無視しているらしい。慧けい吾ごには目を合わせようともしなかった。

　と、儚はかなが、ルリに迫り、両肩をぎゅっと握った。

「ねぇ、これはあなたたちの仕業なの？　あなたたちはなにをやったのよ！」

　儚はかなの目は血走っていた。

　その形相にルリは怯おびえ、即座に目に涙を浮かべる。

「なっ、何よ！　わたしだって、何も知らないんだからっ！」

　強がってはいるが、やはり中身は普通の少女らしい。

　ルリの様子を見て、オルガが儚はかなの肩を摑つかむ。

「おい、怯おびえさせるな」

　儚はかなは、ハッと我に戻り、慌てて手を離す。おそらく、儚はかなは自分の両親のことがあって、取り乱したのだろう。今度は優しく問いかける。

「ねぇ……あなたはどうして一人なの？」

　ルリは、何かを思い出したのかうつむいて、小さな声で言う。

「みんな、〈クチダケ〉になっちゃったから」

「〈クチダケ〉？」と儚はかなは、慧けい吾ごの顔を覗のぞきこむ。おそらくその名前から同様の連想をしたのだろう。さらに、ルリに問う。

「それって、口がたくさんついた茶色の肌の人たち？」

　ルリは、うつむいたまま何も答えなかったが、それだけで肯定と取れた。

「もういいだろ」

　とオルガが言う。

　確かにこれ以上問い詰めても聞きだせそうになかった。

　それに──。

　そろそろ、ここを離れたほうが良さそうだった。あの化け物が近づいてくる予感があった。
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　いつの間にか、霜しも月つき六ろく郎ろうもその答えを探していた。まるでそれが、これまでの人生の答え、そのものであるかのように。

　二月ほど前になる。ロシアに住む六ろく郎ろうの息子から電話があった。

『オルガを預かってくれないか？』

　オルガとは、六ろく郎ろうの孫娘のことだ。どうやら、大事な友達を事故で失い、塞ぎこんでいるらしい。どのような状況でその事故が起きたのか、六ろく郎ろうは詳しく聞かなかったが、オルガはそれを自分のせいだと思い込んでいるようだ。可愛かわいい孫に会えるのは、六ろく郎ろうにとっても喜ばしいことであったが、少し時期が悪く二つ返事はできなかった。

　最近六ろく郎ろうが住む山がやや騒がしくなっていたからだ。

　ずっと大人しくしていた〈キョウシン教会〉の奴やつらが、突如、托たく鉢はつのように『ネル・シス・カサハラク』と訳の分からないことを呟つぶやきながら、練り歩き始めたのだ。

　だが、結局息子に押し切られた。

『オルガは、隔世遺伝なのか、親おや父じに似ているんだ。ぶっきらぼうだし、銃が好きだ。だから、親おや父じと一緒にいれば、絶対によくなる。なぁ、頼むよ』

　そうして、六ろく郎ろうはオルガを夏休みが終わる八月の末まで預かることになった。

　六ろく郎ろうは、初めにこう尋ねた。「わしのところにきて、どうするんだ？」

　オルガは答えた。「じいじ、わたしはここでしばらくふさぎ込む。わたしがおこなってしまった罪と向かい合わなくてはいけない」

　変わった子だ、と六ろく郎ろうは率直に思った。オルガはその宣言通り、六ろく郎ろうの家から一歩も出なかった。部屋からもほとんど出てこなかった。一日に一度、六ろく郎ろうが庭先で銃の手入れをしているときにだけ顔を出すだけだった。その際も何も言わず、ただ隣に座って六ろく郎ろうの作業をじっと見ているだけだった。

　それでも、六ろく郎ろうは特に心配はしなかった。オルガは、変わっているが芯の強い子でもある。いずれ立ち直るだろう、と。だが、オルガの問題について、全く何も考えないわけにもいかなかった。いずれ──おそらく帰る日に──それについて尋ねられる予感があったからだ。

　──『罪』、か。

　過あやまちと置き換えれば、六ろく郎ろうも数え切れないほどある。だが、思い出すのは一つ。

　六ろく郎ろうは元々北ほつ海かい道どう出身で、マタギをしていた。たくさんの獣を殺してきた。そんなある日、仲良くなったアイヌの血を引く男にこんなことを言われた。

「お前は、殺したいから殺している。強さを求めるな」、と。

　ちょうどそれは、六ろく郎ろうが子熊を守ろうとする母熊を撃ち殺したときだった。

　それからだ。六ろく郎ろうが毎日──撃つことがなくなった今でも──銃の手入れをするようになったのは。それからだ。引き金を引くときに必ず『いただきます』と言うようになったのは。

　六ろく郎ろうは、すでに答えを用意していた。言うことは決まっていた。

　だが、それを言うことはなかった。

　──何かが起きた。──何かが始まった。

　まず、電気が止まった。続いて水も使えなくなり、オルガの携帯電話も使えなくなった。

　六ろく郎ろうの家には、テレビがなかったので何が起きたのか本当に分からなかった。

　六ろく郎ろうの家は、山奥にあるので、誰にも聞けなかった。

　結局、オルガはロシアに帰ることができなくなった。

　六ろく郎ろうは、とりあえず、一番近い家に一時間かけ歩いて向かった。そこには、同じ猟友会の男が住んでいた。六ろく郎ろうと同じ北ほつ海かい道どう出身で、獣を撃ったことのある男だった。

　六ろく郎ろうにとっては、最も頼れる男といえた。

　だが男は、六ろく郎ろうが呼びかけても家から出てこようとしなかった。

「六ろくさん、あんたも家に閉じこもっていたほうがいい。何かが起こっている」

　男は怯おびえているようだった。妙な胸騒ぎがした。

　オルガのことが突然心配になった。あの撃ち殺した母熊を思い出した。

　オルガのために用意していた言葉を思い出した。

　六ろく郎ろうは、家まで駆けた。もう走れる歳としではない。鼓動が止まりそうだったが、それでも止まることなく走り続けた。辿たどり着ついた頃には、意識が朦もう朧ろうとしていた。

　玄関に何かがいた。それは、金色の熊だった。思わずアイヌのやつらの言葉が零こぼれた。熊の神を表す言葉。

「──キムンカムイ」

　物音に気づいてオルガが出てきた。

　オルガは、金色の熊を見つけると、家にある猟銃を取りに戻ろうとした。

「オルガ！」

　六ろく郎ろうは叫んで、首を小さく横に振った。

「今じゃない」

　さらに、言葉にはしなかったが心でこう伝えた。

『心配するな、いずれ何かが起こる』

　この世は、因果応報だ。自分が起こした行動によって未来が決まる。過あやまちを犯せば、その代償が必ず未来に起こる。そのときに、償えばいいのだ。

　──こいつは、俺の罪だろう。

　金色の熊が咆ほう哮こうする。六ろく郎ろうは、その熊に微ほほ笑えみかける。

「今、『いただきます』って言ったのか？」

　金色の熊は立ち上がり、六ろく郎ろうに向かって鋭い爪を振り降ろそうとしていた。
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　全くおかしな組み合わせだなと、慧けい吾ごは振り返りしみじみと思う。

　まず、帯刀している自分自身が普通でないことを自覚している。

　その上、幼おさな馴な染じみのヤンキー風女子、猟銃を持った日本とロシアのハーフ、〈キョウシン教会〉の女の子と続くのだ。オズの魔法使いほどではないが、第三者が見れば十分奇妙なパーティーに見えるに違いない。

　あの折れた鉄塔の前で別れてもよかった。

　慧けい吾ごと儚はかなには、行かなければいけない場所があった。それを説明し、「どうする？」と尋ねると、オルガから「仕方ない」と返ってきた。さらにオルガは「なぁ」と隣のルリに同意を求め、ルリも「仕方ないわね」と言った。

　何が仕方ないのか、それは全く返答になっていなかったが、結局後ろをついてきたので行動を共にすることになった。今さらついてくるなと言うわけにはいかないし、正直なところオルガの猟銃とルリの情報は魅力的だった。

　目的地は、影かげ見み山やまの麓にあるショッピングモールだった。儚はかなの両親を捜索するためだ。

　当初のルートは、一度山の頂上まで登ってからロープウェイを使うものだった。だが見渡しのいい場所に出たところで、ロープウェイが止まっているのが分かり、仕方なくそのまま下ることとなった。

　そこから、あえて人気のないけもの道や崖を選んだ。ルリが〈クチダケ〉と呼ぶあの化け物がどこから現れるか分からなかったからだ。

　無言で歩いていると気も滅め入いるので、四人は、改めて自己紹介を行った。




「俺は、静しず嶋しま慧けい吾ご。高校二年生、十七歳。信念流という剣術をやっている。この刀は模造ではなく、真剣だ。で、隣にいるのが──」

「澄すみ坂さか儚はかな。慧けい吾ごの幼おさな馴な染じみで、同じ十七歳」

「二人は恋人か、セックスをしているのか？」

「なっ」

「はっ？　オルガ何言ってんの？」

「どうした侍、何を咳せき込こんでいる。ロシアでは、恋人同士であれば当たり前だぞ」

「いや、恋人じゃないって──」

「まぁ、いいだろ」

「いや、何もよくないけど……」

「わたしは、霜しも月つきオルガ。十七歳。普段はロシアに住んでいる。夏休みを利用して遊びに来ていた」

「とんでもないことを言われた衝撃がまだ残っているが、気を取り直して質問させてくれ。日本語は完璧に分かるのか？」

「あぁ、父が家では日本語だから、聞くのには困らない。話すのは苦手」

「さっき猟銃を構えたとき、やけに様になっていたが、どこかで習ったのか？」

「わたしの家もここと同じ田舎、動物がたくさんいる。人を襲う動物を小さい頃から撃っていた」

「撃っていたって、ロシアでは子どもが銃を撃っても許されるのか？」

「いや、我が家のルールだ」

「そんな食事のマナーみたいなノリでいいの？」

「ねぇ、そろそろわたしの自己紹介もいいかしら。皆、わたしに興きよう味み津しん々しんでしょ」

「えっ？　あぁ、うん……」

「わたしは、陽奏ひなた琉る璃り。十歳」

「十歳てことは、小学四年生とか五年生？」

「はっ、学校なんて行ったことないよ。勉強は、施設の人が全部教えてくれたから」

「施設には、子どももたくさんいたのか？」

「…………」

「なぁ、俺はいつから嫌われたんだ？　ずっと無視をされているようだが。他の人には、顔をちゃんと見て話すのに、どうしてだ？　どこでだ？」

「…………」

「施設には、子どもがたくさんいたの？」

「何人かいたわよ。少なかったけど」

「その子たちも、みんな逃げたの？」

「分からない……。わたしは逃げるのに夢中だったから」

「ねぇ、──〈クチダケ〉ってなんなの？」

「それは、異教徒がなるやつよ。異教徒って分かるかな、難しかったら教えるけど」

「いや、それは分かるけど、どうして異教徒があの〈クチダケ〉って化け物になっちゃったの？」

「それは……色々説明が難しいから、また今度ね」

「分からないのか？」

「…………」

「なぁ、本当にどこだ？　どこから嫌われているんだ俺は？」




　自己紹介が終わると、霜しも月つきのじいさんの思い出話になった。そこで初めてオルガが雄弁に語るのを見た。本当に霜しも月つきのじいさんが好きだったのだろう。そしてその流れで、霜しも月つきのじいさんに何があったのかオルガが自発的に語りだした。

「じいじは、金色の熊に覆いかぶされて、地面に倒れたまま死んでいた。けど、熊はどこにもいなかった。じいじも怪け我が一つ負っていなかった。けれど、死んでいた」

　慧けい吾ごは、家に現れた〈クチダケ〉のことを思い出した。あの化け物も慧けい吾ごが斬ったあと、一瞬にして〈キョウシン教会〉の信徒に姿を変えた。

　何か法則があるのだろうか──。

　オルガは、霜しも月つきのじいさんの亡なき骸がらを家まで運んだあと、置かれていた猟銃とスラッグ弾の弾箱を持って、あてもなく山を歩いた。そこで、琉る璃りと出会ったらしい。

　なんと、琉る璃りが身を潜めていたのは、信念流の修行で使われる（慧けい吾ごが意識を失った）洞窟だった。

　一応、儚はかなが「あそこは神聖な場所で、女人禁制なんだよ」と注意したが、琉る璃りは全く意に介さず、「だったら、そう書いておきなさいよ。というかさ、今時、そんなの許されるわけ、社会的に」と反社会集団の一員らしくない、ある意味常識的な反論を述べていた。

　慧けい吾ごはその流れで琉る璃りに何があったのか、〈キョウシン教会〉に何があったのかを改めて深く掘り下げられるかもしれないと期待したが、結局琉る璃りはそのことについては何も語らなかった。やはり、琉る璃り本人もよく分かっていないようだ。こちらが何かキーワードを出せば喋しやべる可能性もあったが、今は情報が少なすぎるためやめておいた。

　そうして二時間ほどかけ、慎重に山を下り、ようやくショッピングモールへと辿たどり着ついた。
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　文明や科学を一時期に忘れさせるほどの深い山道を通ったため、いきなり目の前に現れた巨大な建物に皆、圧倒される。

　ショッピングモールは崖に面しているため、山を下ってきた慧けい吾ごたちはその裏手に直接出た。

　建物は、馬の蹄ひづめのような形をしており、その中央、窪くぼみの裏側あたりだ。

　琉る璃りが、顔を引ひき攣つらせながら言う。

「まぁ、大したことないわね。わたしたちの施設と同じくらいかな」

　言葉とは裏腹に、誰よりも興奮しているように見える。そもそも〈キョウシン教会〉は閉鎖的であるため、こういった人が多く集まる場所自体が珍しいようだ。

　オルガが尋ねてくる。

「正面側はどうなっている」

　慧けい吾ごと儚はかなは、何度か来たことがあり、その問いには儚はかなが答えた。

「おっきい駐車場があって、あと影かげ見みタワーっていう畑アートを見るための小っちゃな塔があるだけ」

　その影かげ見みタワーは、建物に隠れ、先っぽが少し見えるだけだ。

「それにしても、静かだな」

　と、慧けい吾ごは思ったことを口にする。

　儚はかなとオルガも同じことを考えていたらしい。やや体が強こわ張ばったのが分かった。琉る璃りだけが、無邪気に目を輝かせ、周囲をきょろきょろと見ていた。

　裏手というだけでは説明がつかないほどの静寂だった。人工的な音はおろか、人の声も一切ない。ただ、虫の声が聞こえるだけだった。室外機が壁沿いにたくさん並んでいるが全て止まっている。おそらく、このあたりの電気も全て止まっているのだろう。

　儚はかなが、ジーンズのポケットから携帯電話を取り出し、ディスプレイを見る。だが、すぐに首を振った。携帯電話の電波も同じく届いていないようだ。

「時間は？」と慧けい吾ごはついでに尋ねる。

「十時を回ったくらい」

　本来なら営業を開始している時間である。改めて、建物に目を向ける。

　バックヤードへと続く観音開きの扉の片方が開いていた。向こう側に薄暗い廊下が見える。

　その扉の脇には、段ボールが積み上げられている。箱の側面には、ブランドのロゴが入っている。どうやら、中身は衣服のようだ。

　そこで、慧けい吾ごに閃ひらめくものがあった。

「なぁ、琉る璃り。服を脱ぐことに抵抗あるか？」

　脈略はないが、返答に窮することはないだろうと軽い気持ちで問うたつもりだった。だが、皆が一斉に反応する。

　まず「はっ？」と儚はかなが反射的に声を荒げる。「何言ってんの、慧けい吾ご？」

　それだけですぐにまずいことを言ったと分かった。

「いや」と真意を説明しようとするが、さらにオルガが鋭い視線を向けてくる。空っぽの動物園の檻おりを見ているかのような、冷ややかなものだった。

「わたしは知っている。それは日本に数多くいるといわれているモンスター──『ロリコン』」そう言って、さらには猟銃の銃口を向けてくる。

　当の琉る璃りは、慧けい吾ごの質問の意図をどう取ったのかは分からないが、儚はかなとオルガの反応を見ると防御のつもりだろうか、背負っていたリスのリュックを前に持ってきて、わざわざオルガの背後に隠れる。

　慧けい吾ごは「待て待て」と両手を前にだし、一度咳せき払ばらいし、改めて説明する。

「落ち着け。そうじゃなくて、その作さ務む衣えだ。このあたりの住民だったら、それを見ただけで、〈キョウシン教会〉だってばれるだろ。厄介事が起きるかもしれない。俺は、〈キョウシン教会〉のことはよく分からないからな。どんな教えがあって、その作さ務む衣えにどんな意味があるのかも分からない。それに、琉る璃りがどれほど〈キョウシン教会〉の教えに対して信仰心があるのかも分からない。だから聞いているんだよ」

「だったら、そう言いなさいよ」

　と儚はかなはやや呆あきれ顔がおで首を振る。どうやら誤解は解けたようだ。儚はかなは、琉る璃りの顔を覗のぞきこんで反応を見る。

　琉る璃りは、いまだ慧けい吾ごに警戒心があるのか、それとも難しすぎて理解できなかったのか、オルガと目を合わせ、意見を求める顔をする。

　オルガは、慧けい吾ごに向けていた猟銃を下ろすと、ふーと一度息を吐いてから琉る璃りに言う。

「その服だ。着替えられるか？」

　琉る璃りは、それでようやく意味が分かったらしく、ふんと鼻を鳴らすと、前に持ってきていたリスのリュックをギュッと潰すように両腕を組む。

「それは、できない相談ね。この服は心を清める力があるんだから」

　やはり難しいのかと慧けい吾ごはすぐに別案を練ろうとしたが、儚はかなが「ふーん」とやや挑発的な視線を琉る璃りに送る。慧けい吾ごには、策ありといった顔に見えた。

「これ、確かメチャクチャ可愛かわいいブランドなんだけどなー」

「えっ？」と琉る璃りが、少し慌てた様子で儚はかなの顔を窺うかがう。

　儚はかなは、扉の脇に置かれていた段ボールの一つを無造作に開けると、「うわぁ、やっぱり可愛かわいい」とその一つを引っ張り出す。どうやら、そこに置かれていた段ボール箱の中身は全て、小学生の女の子が着る衣服のようだった。

「うわぁ、わたしが琉る璃りちゃんぐらいの歳としだったら、絶対着たいやつだ」

　オルガも抑揚のない声で同意する。「確かに可愛かわいい」

　琉る璃りは、ふんとそっぽを向き精一杯の強がりを見せたが、やはり中身は普通の女の子なのだろう、「まぁ、着てみるだけだったらいいかもね」と本心を零こぼした。

　そこからは早かった。張りぼての城が千せん軍ぐん万ばん馬ばに落とされるように、琉る璃りは信仰心を捨て服選びに夢中になった。十分ほどかけて段ボールの中から一着を決めると（これまでにないくらい目がキラキラしていた）、即座に着替えをおこなった。その際、先程の発言がいまだ尾を引いているのか、儚はかなとオルガによって目隠しをされたが、元より慧けい吾ごは背を向けていた。

　琉る璃りが選んだのは、ヒラヒラがついたチェックのワンピースだった。作さ務む衣えの上から重ね着する案も出たが、琉る璃りは「この服とは合わないと思う」とあっさり脱ぎ捨ててしまった。

　それでもリスのリュックのほうは、大事にしているようで、そのワンピースの上から背負う。

　そしてようやく慧けい吾ごたちは、ショッピングモールの探索に入った。
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　やはり建物の中は、電気が通っていないようだ。薄暗く外よりも風がない分蒸し暑い。

　慧けい吾ごたちは、従業員たちの控室があるバッグヤードを通り抜け、店のある表へと出る。

　側面に三階分の店が建ち並び、間は吹き抜けの広い通路になっている。その通路の天井はガラス張りで、光が差し込んでいるためバックヤードよりはずっと明るかった。だが、いつの間にか天候が変わったらしい、太陽は見えず、薄い雲に覆われ空が一面、白くなっていた。

　ぐるりと周囲を見渡す。

　まず、目を奪ったのは、無造作に道の真ん中に置かれたショッピングカートだった。慧けい吾ごには、それがこの場の状況を全て物語っているように見えた。

　周囲にそれを押していたであろう人の姿は見えない。つまりは、そういうことなのだ。

　もちろん、店は営業していない。客も店員もいない。ただ、どの店も無茶苦茶に荒らされていた。まるで暴動が起きたかのようだった。いや、実際に起こったのかもしれない。ガラスが割られ、商品と開いたレジが床に散乱していた。

　そこは明らかに慧けい吾ごが知るショッピングモールではなかった。そこは明らかに慧けい吾ごが知る世界ではなかった。

　まるで文明が滅んだかのような光景だった。

　たった三日で……？

　皆、しばらく言葉を失ってその場に立ち尽くした。

　最初に口を開いたのは、儚はかなだった。

「……お父さん、お母さん」

　それは、抑えきれずに溢あふれ出でた不安そのものだった。

　この光景を見れば、心配するのも無理はない。慧けい吾ごは、儚はかなの肩にそっと手を置く。

　と、その小さく震える肩から、何か伝わってくるものがあった。

　それは──記憶だ。

　慧けい吾ごと儚はかなの思い出なのか、忘れている何かなのか、あまりに朧おぼろげで形を持たないため分からないが、確かにそれは記憶であった。

　だが、象かたどる前に霧散し、どこかへ消えてしまう。

　慧けい吾ごは一度首を振って、気を取り直すと、儚はかなに言う。

「なぁ、今は、変な想像をしないほうがいい。まずは探そう」

　儚はかなは、やや気を取り戻したのか、揺らいでいた目を鋭くさせ、しっかりと頷うなずいて返す。

　全体を見渡すために、止まっていたエスカレーターを上り、三階へと上がる。

　と、上ったすぐ先にあったハンバーガーショップの入り口の前で人影を見つける。

　スーツ姿の男性が、店内の椅子に座りテーブルに突っ伏していた。

　慧けい吾ごは、まずは俺がと三人に目配せし、そっと近づいていく。あえて警戒心を与えないために、〈郷ごう暗あん〉には手をかけなかった。男の傍そばまで来たところで声をかける。

「大丈夫ですか？」

　かけながらも返答はないことは察していた。

　男は──死んでいた。

　エスカレーターの前で待つ三人に向かって首を振る。

　オルガが琉る璃りの前に立ち、「見るな」と少し厳しい声を出す。

　慧けい吾ごは、さらに男の死体へと近づく。死体を見るのはこれで二度目だが、それほど恐怖はなかった。いや多少はあるのかもしれない、だが儚はかなたちを守らなければいけないという責任感が勝った。死体から何か情報を得なくてはいけない。男の顔を覗のぞきこむ。

　男は、絶叫したまま氷漬けにされたかのように、目と口を大きく開いていた。テーブルにその目と口から零こぼれた透明の液体が溜たまっていた。

　死んでからしばらく経たっているようだ。少し腐りかけており、臭いがあった。

　慧けい吾ごは首をひねる。

　くまなく調べたわけではないので分からないが、出血している様子はない。死因が全く分からなかった。

「ねぇ」

　背後から儚はかなに声をかけられる。振り向くと、儚はかなはその顔を青くさせていた。

「この人だけじゃないよ」

　一階から見たときには分からなかったが、死体はあちらこちらに転がっていた。

　ざっと見える範囲だけでも、二十体ほどある。

　慧けい吾ごは目を背けたい思いを腹の底に押し込め、歯を食いしばって、しっかりとその一体一体を見える範囲で確認していく。

　死体の様子は、大きく分けて二つあった。

　一つは、先程のスーツの男同様、死因が初見では分からないもの。出血が見られず、顔だけが苦く悶もんで歪ゆがんでいる。もう一つは、分かりやすく傷があるもの。ショーウィンドウに頭から突っ込んでいたり、首に傘の先が突き刺さっていたりしていた。間違いなく、誰かに殺されたのだと分かった。

　慧けい吾ごは、そのどちらもが怖かった。何かが誰かを殺し、誰かが誰かを殺したのだ。

　と、そのときだった。静寂を破る怒号が館内に響き渡る。

「うぉおおおおおお！」
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　一階の吹き抜け通路、噴水の近くに動く人影が見えた。

　目のいい慧けい吾ごから見ても、豆粒くらいの大きさで、誰かが金属バットを振り回していることしか分からない。

　オルガが猟銃を構えようとするので、慧けい吾ごは慌てて止める。

「待て、この距離から当たるのか？」

「当たる」

「でもダメだ。お前の腕前を向こうは知らない。敵意を抱かれたら厄介だろ」

　オルガは、小さく舌打ちをしたが、渋々納得したらしく「分かった」と短く答える。

　慧けい吾ごは、一瞬、儚はかなと琉る璃りに目を向ける。ここに置いていったほうがいいかもしれない、と。

　だがその意図をすぐに察した儚はかなが首を振った。

「みんなで一緒にいこ。何が起こるか分かんないから」

　確かにその通りかもしれない、と慧けい吾ごは即座に考えを改める。どこにも安全地帯と呼べる場所なんてないのだ。

　皆、儚はかなに同意し、一つ頷うなずく。

　そして、三階から人影のほうへ駆ける。

　子どもの琉る璃りとその琉る璃りを気遣うオルガがやや遅れ、体力に自信のある慧けい吾ごと儚はかなが先に人影があった噴水の真上に着いた。

　手すりから身を乗り出し、もう一度目を凝らす。

　だが、慧けい吾ごたちの位置からは、エスカレーターが邪魔で金属バットを持った人間が何をしているのか分からない。それでも、その人間の容姿をはっきりと確認することができた。

　慧けい吾ごは思わず「あ」と声を漏らした。

　顔見知りの男だった。

　若く体格のいいリーゼントの男性。影かげ見み山やまの住民だ。

　儚はかなも気づいたのか、「げっ」と漏らした。

　そういえば儚はかなは、あの人のことが苦手だった。

　慧けい吾ごは、その男の名前を呼ぶ。

「光こう晴せいさん！」

　リーゼントの男の名は、乾いぬい光こう晴せいという。

　歳としは慧けい吾ごたちよりも八つ上の二十五歳。彼のことを一言で言い表すとすると、元ヤンキーだ。

　今の慧けい吾ごたちの歳としの頃に『大雑把霊死悪ラフレシア』という名の暴走族を作り、特攻服を着てバイクで走り回っていた。とはいえ、長閑のどかな影かげ見み山やまだ。メンバーは一人しかおらず、三年後光こう晴せいが引退を表明したと同時に、解散となった。

　慧けい吾ごが咄とつ嗟さに叫んだのは、儚はかなとは違い、光こう晴せいにそれほど悪い印象を持っていなかったからだ。むしろ好感を抱いているといってもいい。光こう晴せいは、口調こそ荒いし非行に走った時期もあったが、真まっ直すぐで噓うそを嫌う正義感の強い男だ。

　だが、光こう晴せいに、慧けい吾ごの声は届いていないようだった。

「おりゃぁ！」

　と金属バットを振り回し続けている。

　慧けい吾ごは、止まったままのエスカレーターを駆けおりる。そのやや後ろを気があまりのらない儚はかなと追いついたオルガと琉る璃りが続く。

　二階と一階を繫つなぐエスカレーターにさしかかったところで、ようやく光こう晴せいが何と戦っているのか分かった。

　それは、あの口だらけの化け物〈クチダケ〉と同じくらい、不可思議で奇妙なものだった。

　──ロボット。

　人型ではあるが、人間ではないことを誇示するように肌は金属製、さらに体格は、光こう晴せいと比べて三回りほど大きい。特に両腕が異様に太かった。顔も金属製で角ばっており、赤い目を光らせている。

　ロボットは、上半身を回転させ、ブンブンと太い腕を振り回している。そこだけ切り取れば随分と陳腐で滑稽な動きに見えるかもしれないが、その勢いは凄すさまじく、人の命を簡単に奪えるほどの確かな暴力にみえた。

　慧けい吾ごの背後まで来た儚はかなが目を丸くさせて呟つぶやく。

「えっ……あれ、『グレゴリー』だ」

「『グレゴリー』？」

　慧けい吾ごには、全く聞き覚えのない言葉だった。

「うん。今やっているホラー映画の殺人ロボット。ほらあれ」

　と儚はかなは、近くの壁を指さす。

　館内に入っている映画館のポスターが何枚か貼られており、その一枚に目の前のロボットと全く同じものが描かれている。タイトルもそのまま『グレゴリー』で、ポスターの下部には『Ｚ級の衝撃!!　戦慄のサイコＳＦパニックコミックスリラーホラー』とよく分からないキャッチコピーがつけられている。

　さらにオルガまでもが「『グレゴリー』ではないか」と漏らす。

「お前も知っているのか？」

「あぁ、あれはロシアの映画だ。ロシアでは一年前に公開された」

　何がどうしてこうなっているのか、慧けい吾ごには全く分からなかった。ロシア産のホラー映画に登場する殺人ロボットが、どうして目の前に現れて実際に人を襲っているのだ。

　グレゴリーは、右腕をドリルのようにぐるぐると回転させながら光こう晴せいに振り降ろす。

　光こう晴せいは、それを金属バットでなんとか受けとめたが、体ごと吹き飛ばされ床を滑る。

　グレゴリーの動きは、いかにもロボットといった感じで、一つ一つがぎこちなく、遅く、大きな音を鳴らす。上半身が先に百八十度旋回し、続いて下半身が続く。なぜか、歩き出した先は、吹き飛ばされた光こう晴せいのほうではなかった。

　慧けい吾ごは、グレゴリーの視線の先に別の生存者がいることに気づく。

　若い男女だ。男のほうは、小柄で瘦せ細っており、女のほうはやや小太りだった。どちらも慧けい吾ごたちと同じ年代くらいに見えた。男の服は、ポロシャツにジーンズ。髪型は短く刈り込んでいる。女は、装飾品がたくさんついたドレスを着ており、頭に小さなティアラがついていた。

　慧けい吾ごは男の顔を見て眉をひそめる。一瞬分からなかったが、よく見れば見覚えがあった。

「なぁ、あれ大た丘くじゃないか」

　と儚はかなに尋ねる。

　儚はかなもじっと男の顔を見つめると「本当だ」と同意する。

　それは間違いなく、慧けい吾ごと儚はかなの中学時代の同級生──弘ひろ世せ大た丘くだった。

　慧けい吾ごは記憶を辿たどる。確か、大丘は、中学二年生の二学期（夏休み明け）から、学校に来なくなりそのまま引きこもりになっていたはずだ。山の下の町に住んでいたため、それっきりだった。風の噂うわさで、高校には進学せず、家でずっとゲームをしていると聞いたが……。

　さらに光こう晴せいについての噂うわさも蘇よみがえり、その二つが繫つながっていく。

　光こう晴せいは、不良を卒業したあと、問題のある子どもを引き取り更生させる仕事をしていたはずだ。もしかすると、光こう晴せいが大た丘くを引き取っていたのかもしれない。

　と、慧けい吾ごはそこまで思い出して、自らの記憶のありかたに、やや疑問を持つ。ここまでスムーズに思い出せるのに、どうして二週間前に洞窟で何があったのかは思い出せないのだろうか。

　だがすぐにその疑問を振り払う。──今はそれどころではない。

　慧けい吾ごは意識を目の前に戻し、もう一いち度ど儚はかなに尋ねる。

「儚はかな、大た丘くの隣にいる女の子はどうだ？　知っているか？」

　儚はかなは、やや戸惑いながらも答える。

「知らないけど、多分あれ」

　そう言って指さしたのは、『グレゴリー』の隣に貼られたポスターだった。

『声優・慈いつくしむ未み来らいＣＤデビュー発売記念　ミニコンサート』と書かれており、大た丘くの隣にいる女の子が、それと全く同じ衣装でポーズを決めている。『グレゴリー』のポスターよりもやや画質が粗いので、おそらくこのショッピングモールで作られたものだろう。周囲をよく見れば、テラス広場に簡易のステージが設置されていた。

　大た丘くの隣にいるのは──声優の慈いつくしむ未み来らい。

　その慈いつくしむ未み来らいが「なんとかしてよ」と大た丘くの背中を押そうとするが、大た丘くは『グレゴリー』の姿に脅おびえ、後ずさりし腰を抜かしてしまう。

　倒れていた光こう晴せいが、起き上がり、痛みで顔を歪ゆがめながらも大た丘くに檄げきを飛ばす。

「おい、その子に会うためにここまで来たんだろ。お前が守るんだ！」

　だが大た丘くは、腰を抜かしたまま、グレゴリーに尻を向け、頭を抱えて亀になってしまう。

「これは夢だ、これは夢だ……」と念仏のように必死で唱えている。

　光こう晴せいは、それを見て舌打ちをすると、「うぉぉぉ！」と再びグレゴリーに金属バットを掲げて突進していく。

　だが、それはあまりに無謀な攻撃だった。グレゴリーがブルンと上半身を動かしたかと思えば、次の瞬間、襲いかかったはずの光こう晴せいが宙を浮いていた。そのまま、壁まで飛ばされ、今度は頭をぶつけ気絶してしまう。

　グレゴリーは、何事もなかったかのように再び大た丘くと慈いつくしむ未み来らいに向かって歩き出す。

「いっ、いやぁぁぁ！」

　慈いつくしむ未み来らいは悲鳴を上げ、大た丘く同様、腰を抜かしたが、亀にはならずなんとか赤ん坊のように這はって逃げようとする。一方、大た丘くは、全くその場を動こうとはしなかった。

　グレゴリーは大た丘くの傍かたわらまで行くと止まり、右足を大きく上げる。まるでプレス機械のように、大た丘くの頭を踏みつぶそうとしていた。

「大た丘く！」

　儚はかながそう呼びかけ、大た丘くに向かって走り出す。

　慧けい吾ごは、思わず舌打ちをしそうになる。自分の命を投げ出してでも助けようとするその勇気はかうが、あまりに無謀だ。

　──仕方ない。

　少し遅れて慧けい吾ごも駆ける。さらには、〈郷ごう暗あん〉も抜く。

　儚はかなは、グレゴリーの脇を駆け抜けると、亀になっている大た丘くの体に覆いかぶさろうとする。

　だがグレゴリーは、その儚はかなもろとも足を振り下ろす。

　慧けい吾ごは、〈郷ごう暗あん〉をグレゴリーの胴めがけて振り抜く。

　幸いにも、グレゴリーはその慧けい吾ごに反応した。

　振り下ろしかけていた足をいったん止め、上半身を振る。

　刃先とグレゴリーの腕が接触し、甲高い音と共に火花が上がる。その音は、あまりに不愉快なものだった。黒板に爪を立てたときのものと似ていた。皆が同時に耳を塞ぐ。

　と、刹那に見えた一人の仕草に慧けい吾ごは違和感を覚える。

　あのオルガでさえ耳を塞いでいたのに、その隣に立つ琉る璃りが何事もなく平然としていたのだ。

　視線は、グレゴリーでも慧けい吾ごでもなく、儚はかなと大た丘くのほうを向いていた。

　思ったよりも心が強いのか、不愉快なものに対する耐性があるのか──。

　ともかく、儚はかなに指示を飛ばす。

「逃げろ！」

　儚はかなは、即座に頷うなずくと、大た丘くを持ち上げ近くの植木に飛び込む。

　間一髪だった。

　儚はかなと大た丘くがいた場所に、グレゴリーの足が振り下ろされ、床に蜘く蛛もの巣す状のひびが入る。

「大丈夫？」

　と儚はかなが大た丘くに必死に声をかけているが、大た丘くは「ひぃぃ」と悲鳴を上げ儚はかなのことを見ようともしない。視線をグレゴリーに戻すと、ターゲットを慈いつくしむ未み来らいに変えて歩き始めているところだった。

　慧けい吾ごは、〈郷ごう暗あん〉を確認する。

　刃はこぼれていない。だが、グレゴリーもまた無傷だ。

　慧けい吾ごは頭を目一杯回転させ、架空のグレゴリーにあらゆる技の組み合わせを試してみる。

　だが、全てが通じなかった。手がなかった。

　信念流の教えでは、手がなければ足を使う。つまり逃亡。

　だが、この状況ではそうもいかない。

　──どうする？

　その迷いが一手遅らせた。

　グレゴリーは、大きな右手で慈いつくしむ未み来らいの両腕を摑つかみ、左手で両足を摑つかむと、持ち上げる。

　慈いつくしむ未み来らいは、納豆を入れた藁わらのような姿になっていた。

「いただきます」

　慧けい吾ごの背後でオルガがそう呟つぶやく。

　轟ごう音おん。

　と共にオルガは猟銃を撃つ。体がのけ反る。やはり隣の琉る璃りは、耳を塞いでいなかった。慧けい吾ごの位置からでも耳が少し馬鹿になるほどの音だというのに。

　弾丸は、グレゴリーの後頭部に見事命中する。するが、やはり火花が上がっただけだった。

　オルガは、「やはり無理か」と無表情で言うと、ボルトアクションをおこなう。

　だが、二発目を撃とうとはしなかった。

　グレゴリーから異様な機械音が鳴りだす。まるで遠くで聞こえるサイレンのような、洞窟の中で唸うなる獣の声のような、そんな音だった。

　グレゴリーは、その機械音と共に、両腕をぐるぐると回し始める。右腕は右回転、左腕は左回転に。

　──慈いつくしむ未み来らいの両腕両足を握ったまま。

　慈いつくしむ未み来らいの体が雑巾を絞るようにねじれていく。体をグレゴリーに持ち上げられ下着が丸出しになっていたが、当然恥ずかしがっている余裕もなく、その叫び声もこれまでのものよりずっと低いものになっていた。

「いだだだだぁぁ[image: かんたんふ]」

「ダメぇ！」儚はかなも悲鳴を上げる。

　オルガは、琉る璃りの目を塞いだ。

　慈いつくしむ未み来らいは、ある地点までなんとか持ちこたえていたが、百八十度を超えたあたりで「あぎゃ」と奇妙な声をあげ、ちょうど腰のあたりで、ぶつりとねじ切れる。

　グレゴリーも両腕の回転を止める。

　ピチャピチャピチャと、引き離された上半身の断面から血と肉が零こぼれ落おちる。

　腸と背骨がブラブラと揺れていた。

　慧けい吾ごは息を吞のみ、ただただ事実を受け入れた。

　映画に出てくる殺人ロボットが、実際に現実の人間を殺したのだと。
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　慈いつくしむ未み来らいの死を嘆いている暇はなかった。

　再び機械音が鳴り、グレゴリーが動き出す。

　グレゴリーは、琉る璃りと大た丘くに向けて歩き始めようとしているところだった。いや、次のターゲットは大た丘くのようだ。視線がはっきりと、植木のところで仰向けになり倒れる大た丘くを捉えていた。

「おい！」

　と慧けい吾ごは、大た丘くに檄げきを飛ばす。儚はかなも必死に大た丘くを揺する。だが、大た丘くは意図的にグレゴリーから視線を逸そらし、へらへらと笑みを浮かべていた。

　おかしくなったのではない、と慧けい吾ごには分かる。おかしくなったふりをしているのだ。

　だから強く呼びかけた。

「大た丘く！　俺が分かるか、中学時代の同級生だった静しず嶋しま慧けい吾ごだ！　しっかりしろ、死にたいのか！」

　だがそれでも反応がなかった。それでもおかしくなったふりを続けていた。

　慧けい吾ごは、視界の端に映画のポスターを捉える。そして皆に向かって尋ねた。

「こいつに弱点はないのか？　誰か知らないか、映画で弱点のようなものは描かれていなかったのか？」

　自分でも馬鹿なことを尋ねていることは分かったが、そこに懸けるしかなかった。

「そうだ、水だよ、水」と儚はかなが答える。

　慧けい吾ごは、その反応の速さに、切迫した状況ながらも、

「見ていたのか？」

　と思わず口にしてしまう。仕方がない、『グレゴリー』のポスターから滲にじみ出でるＢ級感はそれほど凄すさまじかったのだ。

　儚はかなは一瞬にして顔を真っ赤にさせながら、慌てた様子で、

「見てないよ。予告編で、そんなこと言っていただけ」

　と明らかに噓うそと分かる素振りを見せる。

　オルガが、そんな儚はかなの肩を叩たたき、

「恥じるな。名作だ」

　と無表情で声をかけた。

　ロボットが水に弱いというのは、随分安易で古い発想に思えるが、今は見てもいないＢ級ホラー映画の批評をしてもしょうがない。

　すぐ近くに噴水がある。電気が止まっているためもちろん稼か働どうはしていなかったが、水は残っていた。

「あそこだ！」

　と皆に向かって声を飛ばし、自ら先導するように飛び込む。

　それを見て皆が続く。儚はかなは大た丘くの肩に頭を入れて、突き飛ばすように無理やり放り込んだ。

　水みず飛沫しぶきが上がる。

　噴水を探知したグレゴリーはピタリと止まる。

　シューンと機械音が止まる。

　だが、それで終わりではなかった。

　皆、一瞬、安あん堵どしかけたが、再び機械音が鳴り始める。

　グレゴリーは、足を止めたまま、両腕を前に突き出す。

　そして、肘から先を折り、中からガトリング砲の銃身のようなものを出す。

　その銃口が慧けい吾ごたちを捉えていた。唸うなり、右左とも回転し始める。

[image: ]

　慧けい吾ごは──〈郷ごう暗あん〉を鞘さやに収めた。

　終わりだ。死を覚悟した。

　だが、目は閉じずにずっとグレゴリーを睨にらみ続けた。あまりに馬鹿げた存在に、馬鹿げた殺されかたをされようとも、最後まで現実から目を背けたくはなかった。

　──ドンッと音が鳴る。

　それは、グレゴリーから発せられたものではない。

　はるか遠く、建物の外から聞こえてきた。何かが地面に叩たたきつけられたような音だった。

　直後、儚はかなが「えっ？」と声を漏らす。

　慧けい吾ごもすぐに何が起きているのか分かった。

　先程まで、こちらにガトリング砲を向けていたグレゴリーの姿が消えていた。

　それはマジック──いや、それはまるで……悪夢を見ているかのようだった。
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　状況を理解するまでに、しばらく時間がかかった。

　もしかするとグレゴリーは消えたのではなく、音に気を取られている隙にどこかに身を潜めているのではないかと一瞬考えた。だがやはり、慧けい吾ごたちがいくら探してもその姿は見当たらなかった。

　慧けい吾ごは、オルガに尋ねる。

「映画でもこんな風に突然、消えるのか？」

　オルガは、首を振る。

「いや、グレゴリーにそんな機能はなかった」

　儚はかなも興奮しているのか、もう映画を見たということを隠そうともせず、

「素早く動いたりもできなかったはず」

　と補足を加える。

　と、なれば別の力が加わったのだろうか、と慧けい吾ごは考える。あまりに訳が分からないが、訳が分からないで終わらせてしまうと、気が変になりそうだった。

　──もしかすると、この影かげ見み山やま周辺で起きている現象と何か関係しているのかもしれない。

　突然消えるというのは、この現象の法則になりつつあった。

　その法則が、映画に出てくる殺人ロボットを現実に生み出したり消し去ったりしているのかもしれない。

　その理屈はまるで分からないが。

　改めて、周囲の状況を確認してみる。

　奇妙なことがもう一つ起きていた。グレゴリーに体をねじ切られ死んだ慈いつくしむ未み来らいの遺体が、何事もなかったかのように綺き麗れいな姿で地面に横たわっていた。

　慧けい吾ごは、噴水から出て、慈いつくしむ未み来らいの遺体へと近づく。

　まるで等身大のマネキンのように床に横たわっている。血すら流れていない。だがそれは、間違いなく慈いつくしむ未み来らいだ。人形ではない。

　脈を触る。──ない。

　残念だが、やはり死んでいる。

　さらに顔を覗のぞきこんでみる。

　その表情は、何かを叫ぶように大きく目と口を開いたまま固まっていた。あのハンバーガーショップで死んでいたスーツの男と全く同じものだ。

　慧けい吾ごは、次に、光こう晴せいの元へ駆け寄る。

　グレゴリーに吹き飛ばされ、気を失っているように見えたが──。

　こちらは、生きている。吐息が聞こえる。

　慧けい吾ごは、ほっと胸を撫なでおろし、肩を揺すった。

　光こう晴せいは、すぐに意識を取り戻すと、慧けい吾ごの顔を見て、目を丸くさせる。

「ん？　お前、慧けい吾ごじゃねぇか」

「はい、静しず嶋しま慧けい吾ごです」

「なんで、ここに……」

　慧けい吾ごは、これまでの経緯をかいつまんで説明した。もちろん、自分が二週間ほど意識を失っていたことや琉る璃りが〈キョウシン教会〉の信徒であることは除いて。争いや疑念の種になりそうなものは、なるべく排除しておいたほうがいい。

　一通り聞きおえると、「そうか」と言って、光こう晴せいは別のメンバーに顔を向ける。

　オルガと琉る璃りは初見であったが、儚はかなは慧けい吾ご同様よく知っている。見つけると顔を明るくさせ「よう、雷神！」と声を張り上げた。

　儚はかなは、眉間に深い皺しわをよせ不快感を滲にじませながら「だからその呼びかたやめてくださいって」と返す。これが、儚はかなが光こう晴せいを嫌う理由だった。

　光こう晴せいは、昔から自らを『風神』と呼び、儚はかなを『雷神』と呼ぶ。儚はかなが金髪（地毛なのだが）で目つきが鋭いことから不良だと勘違いし、仲間だと思っているのだ。自分の後継者だと思っているのだ。

　慧けい吾ごは、改めて光こう晴せいに問う。

「──ここでなにがあったんですか？」

「あぁ」と光こう晴せいはリーゼントの頭を搔かきながら、少し困った顔になった。

　そして、「俺にもよく分からねぇんだけどな」と、それまでの経緯を語り始める。
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　光こう晴せいと大た丘くが行動を共にしていた理由は、およそ慧けい吾ごの想像通りだった。

　光こう晴せいは、元ヤンキーという経歴をいかして問題児を預かる仕事をしており、一週間ほど前に大た丘くを引き取ることになったそうだ。大た丘くも風の噂うわさ通り、中学二年生の二学期から十七歳の今まで、ずっと引き籠もっていたらしい。

　光こう晴せいは、半ば強引に部屋から大た丘くを引きずり出すと、自分の父親がやっているペンションに泊めさせ共同生活を始めた。

　そんなある日、今から三日前、話の流れで大た丘くが好きな声優が近所のショッピングモールに来ることが分かった。光こう晴せいは、大た丘くが散髪（それまでは女性のような長髪だったらしい）するのを条件に、そこへ連れて行くと提案した。大た丘くはそれに応じ、このショッピングモールへと来たわけだ。

「でよ、なんとか未み来らいってやつの歌を聞いていたらよ──へったくそな、鼻で歌っているような声だったんだけどよ、まぁそれはどうでもいいか──空から、巨大な頭が降ってきたんだよ」

「頭？」と儚はかなが反応する。

「あぁ、奈な良らの大だい仏ぶつさんくらいはあるやつだよ。顔は、外国人だったけどな。でも、まぁ、あれだな、顔は向こうのやつだけど──神様みたいだったよ」

　慧けい吾ごの頭に、『神の生首』という言葉が浮かぶ。

「それは、どこに落ちたんですか？」と儚はかながさらに尋ねる。顔から余裕が消えていた。

「あれだよ、影かげ見みタワー。近くにあるだろ、畑アートを見るやつ。そこに串刺しになってた」

　慧けい吾ごは、思い出す。建物に入る前に影かげ見みタワーがちらりと見えたが、大きな人の頭が突き刺さっている様子はなかった。

「でよ、そのでっかい頭からよ──」

「うっ、うわぁぁぁ！」

　といきなり大た丘くが叫び声をあげる。そのときのことを思い出したのか頭を押さえている。

　それを見て、光こう晴せいがズカズカと近づき、容赦なく頭をポカンと殴った。

「いたっ！」と大た丘くが悲鳴を上げる。

「うるせぇ！　今喋しやべってんだ。叫ぶんなら後にしろ」

　慧けい吾ごは、なんとも暴力的な教育方針だと思ったが、何も言わず光こう晴せいの言葉を待った。

「で、えっとどこまで話したっけ……そうだ、頭から、もそもそと鳥が出てきたんだよ。嘴くちばしが長くて一メートルくらいあるやつ。俺は学がないからなんていう名前か知らないけどよ」

「……コウノトリ」

　そう呟つぶやいたのは、顔を真っ青にさせた琉る璃りだった。

「なんだチビッ子、お前もここにいたのか？」

『チビッ子』と言われたことに琉る璃りが反応しようとしたが、オルガがその肩に手を置いてそれを制する。

「チビッ子ではない、鳥頭」

「誰が鳥頭だ、チビッ子の大きいほう」

　オルガは、ふんと鼻を鳴らし、取り合おうとしなかった。

　慧けい吾ごは、なかなかうまい対応だと思った。あのまま琉る璃りに何かを言わせたら〈キョウシン教会〉の信徒であることを口走ったかもしれない。

　光こう晴せいは、気を取り直し続ける。

「んで、そのコウノトリが、周りにいた人間を襲い始めた。嘴くちばしでつついて、殺して、喰くっていた。何羽かは、この建物の中にも入ってきて……」

　光こう晴せいは、そのときのことを思い出したのか、眉間に深い皺しわを寄せた。

「俺は、スポーツ用品店からこの金属バットを取って、なんとか戦ったんだが、数が多くてな。結局諦めて、大た丘くとトイレに籠もっていたんだ。俺たち以外にも、何人かいたんだけど、電気がきていなかったのと、二日目の夜に周りがすっげー静かになったことがあって、皆出て行っちまって、残ったのが俺と大た丘くと……そうだ」

　光こう晴せいは、思い出すと、その溜ため込んだ怒りを爆発させるように大た丘くの胸ぐらを摑つかんだ。

「お前、あの子に守るって約束したんじゃないのかよ！」

　大た丘くも、へっと声を漏らすと、徐々に肩を上下させ、息を荒れさせ、やがて大声で泣き出す。そして、泣きながら絶叫する。

「僕だって守りたかったよ。せっかく未み来らいちゃんに会えたんだ。でも、でも……僕に何ができるっていうんだよ！　なんで、部屋から出したんだよ！　あそこにいれば安全だったのに！」

「ふざけん──」

　と、光こう晴せいは拳を振り上げたが、それを大た丘くにぶつけることはなかった。虚むなしさがこみ上げてきたのかもしれない。それに、丸三年間ずっと家に引き籠もっていた青年に、誰かを守れというのはあまりに酷かもしれない。

　と、儚はかなが口を挟む。

「あの、光こう晴せいさん。わたしの両親を見かけませんでしたか？　このショッピングモールに来ていたはずなんですけど」

　光こう晴せいは、大た丘くの胸ぐらを離して、首を振る。

「すまねぇ、分かんねぇ。そもそも雷神の親おや父じさんとお袋さんのことを見たことがないし、あのときはパニックだったからな」

　儚はかなは、『雷神』と言われたことに反応する余裕がないほど、酷ひどく落ち込んでいた。不安気な表情を浮かべ視線を落とす。

　慧けい吾ごは、さらに光こう晴せいに問いかけた。

「他に何か知っていることはありませんか？　どうして、こんなことになったのかとか」

　光こう晴せいはまたしても首を振る。

「どうだろうな。分かんねぇよ。でも、多分、あいつらの仕業だ。──キョウシン」

　琉る璃りがまたしてもそれに反応しようとしたが、すでに肩に手を置いていたオルガが力強く握り、それをさせなかった。

「どうして、そう思うんですか？」

「何人か見かけたんだよ、このショッピングモールでよ。あのおなじみの赤い割かつ烹ぽう着ぎみたいな服を着ていたから間違いねぇ。あいつらいつもは、警戒心強いから、こんなとこまで下りてこねぇんだよ。それが、あのときは、ちらほら見かけた。あの、最近あいつらの中で流は行やっている念仏みたいなの唱えてたよ」

〈クチダケ〉と化した信徒たちも唱えていた呪文──『ネル・シス・カサハラク』

　本当に、これは全て〈キョウシン教会〉の信徒の仕業なのだろうか。だが、何をどうすれば、こんなことが起こせるというのだ。

　話し終えた光こう晴せいに、慧けい吾ごは提案する。

「光こう晴せいさん、俺たちと一緒に行動しませんか？」

「はっ？」と儚はかなが顔をしかめるが、いい案だと思った。光こう晴せいがいれば心強い。

「あん？　お前ら、どこに行く気なんだよ」

「とりあえずは、このショッピングモールの探索を続けるつもりです。生存者がいるかもしれませんし」

　その『生存者』の中に、儚はかなの両親がいることを願っていた。

「そうか。だったら一緒に行動できねぇな。俺たちは、これから親おや父じのペンションに戻るつもりだ」

　と、大た丘くが塞ぎこんだまま言う。「嫌だ、僕は家に帰る」

　だが、光こう晴せいにまたしても頭をはたかれ「行くんだよ」と強引に立たされる。

　慧けい吾ごは、あっさりとひくことにする。

「そうですか、じゃあ俺たちはもう少しこのあたりを見て行きます」

　光こう晴せいの父親が営むペンションは、山奥にある。ここでもう一度影かげ見み山やまへと戻ることはリスキーに思えた。〈キョウシン教会〉の施設もあるからだ。

　それに……、光こう晴せいには悪いが、光こう晴せいの父親は、慧けい吾ごが知る限り少し厄介な問題を抱えている。

　光こう晴せいは、またしても顔をしかめる。だがそれは気にくわないという表情ではなく、慧けい吾ごたちのことを心配するものであった。

　実際に、「やめとけ」とまで言ってくる。

「どうしてですか？」

「俺たちが、ただビビッてトイレに籠もっていたと思うのか？」

　何を言っているのか、慧けい吾ごにはよく分からなかった。

　すると、光こう晴せいは静かに首を振った。

「分かった。見たほうが早いだろ。もし、行くとこがないんだったら、親おや父じのペンションに来いよ、なっ」

　さらに大た丘くの頭をもう一度軽く叩たたいて言う。

「おい、お前、慧けい吾ごと雷神は、同級生だろ。なんか言うことねぇのか」

　そこで大た丘くは、ようやく上目遣いながら慧けい吾ごと儚はかなに涙で腫らした目を向けた。いや、慧けい吾ごにはほとんど目を合わせず、儚はかなを見つめた。

「儚はかなさん、久しぶり……」

　まるで分厚いガラスの壁の向こう側から話しているみたいに小さな声だった。それを言っただけで顔も赤くなっている。さらに、とても小さくとても複雑な知恵の輪をいじっているかのように両手をモジモジとさせた。

「前から思ってたんだけど、ライムってもしかして儚はかなさんだったりするのかな」

　慧けい吾ごには、何を言っているのかまるで分からなかった。儚はかなも同様らしい。頭にクエスチョンマークを浮かべたまま、答えに困っていた。

　と、なぜかオルガが代わりに言った。

「知っているぞ、お前は『陰キャ』だ」

「なっ」と大た丘くは声を漏らし、さらに顔を真っ赤にさせた。それはまるで首を絞められ鬱血しているかのような赤さだった。

　儚はかなが気を使い、「同い年なんだから、儚はかなでいいよ、大た丘く」と優しく声をかける。

　大た丘くはうつむき、「さっきは助けてくれてありがとう」とぺこりと頭を下げた。

　そこで、光こう晴せいと大た丘くとは別れることとなった。

　大た丘くのほうは、慧けい吾ごたちと一緒に行動したいようだったが、やはり光こう晴せいが無理矢理連れて行った。ショッピングモールの表側は、千五百台の車が止められる駐車場があるが「こんな世でも盗みはよくねぇ」と言って、慧けい吾ごたちがやってきた道をそのまま戻るように、バックヤードへと消えていった。

　金属バットはいいのかと慧けい吾ごは思ったが、その後立ち寄ったスポーツ用品店のテーブルに五千円札が一枚置かれているのを見つけた。
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　慧けい吾ごたちは、再び四人に戻った。

　なぜか、この四人に戻ると慧けい吾ごはほっと一息をつくことができた。オルガと琉る璃りについては、まだ出会って三時間ほどしか経たっていないのだが、昔からの友人のように、ずっとこの四人で生きてきたかのように、親しみを感じるのはなんとも不思議だった。

　さて、と慧けい吾ごは、壁に張りつけられた館内マップの前まで行く。

　まだ見ていない場所はたくさんある、そのどこかに儚はかなの両親が隠れているかもしれない。

　最もその可能性が高そうなのは、地下にある食品売り場だった。地下なので真っ暗ではあるだろうが、水と食糧は非常時に真っ先に確保しておきたいはずだ。儚はかなの両親も含めた他の生存者が身を潜めているかもしれない。

　だが、その前に、それ以前に皆に確かめておかなければいけない。

　マップに目を向けたまま、背後にいるであろう他の三人に言う。

「さっきは、皆の総意みたいに生存者を探すって言ったが、どうしたい？」

　と、儚はかなが「ねぇ」と脇腹をつついてくる。

「どうした？」

「……わたしのお父さんとお母さんのことは、一回忘れてくれないかな」

「なぜだ？」と慧けい吾ごは思わず言葉に詰まる。常に前向きな儚はかならしくない発言だった。

　儚はかなは、慎重に言葉を選びながら続ける。

「諦めているわけじゃないの。でも、皆を危険な目に遭わせてまで、ここに留まるのはよくないと思う。警察とか呼べるんだったら、絶対そっちを優先したほうがいいだろうし」

　正直なところ、これは慧けい吾ごも同意するしかなかった。

　ここで何が起きているのか全く見当もつかないが──間違いなくこれまでの世界とは違う。

　だとするならば、なるべく早くここから脱したほうがいい。この世界に端があるのならば、そこまで行き外へ出たほうがいい。

　と、そこでオルガが突然声を張り上げる。

「おい！」

　慧けい吾ごは、慌てて振り向く。これまで抑揚をつけない話しかたをしていたオルガがここまで感情的な声を出したことに緊迫感を抱いた。

　そのオルガの表情と、周囲の様子を見てみれば、オルガが何を言いたいのかすぐに分かった。




　──琉る璃りの姿が消えていた。
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　オルガは一つエスカレーターを駆け上がり、少しでも見渡しのいい場所へ行く。

　慧けい吾ごと儚はかなも二階へと上り、別の場所から琉る璃りを探す。

　──他の生存者が、琉る璃りをさらった？　〈キョウシン教会〉の生き残りが琉る璃りを見つけたのか？

　光こう晴せいは、このショッピングモールで何人もの信徒を見つけたと言っていた。

　いや、それはないと慧けい吾ごは首を振る。

　誰かが背後まで迫っていれば、おそらく気配で気づくはずだ。少し気が緩んでいたかもしれないが、警戒は怠っていなかった。だとすると、琉る璃りが一人でどこかへ行ったのだろうか。

「あそこだ！」

　とオルガが指差す。

　確かにその先に琉る璃りが見えた。琉る璃りは一階中央の正面玄関に向かって走り出していた。

「琉る璃り！」と声をかけるが、琉る璃りは止まらない。

　オルガは一度舌打ちをして、その後を追う。

　慧けい吾ごと儚はかなと続く。

　慧けい吾ごは走りながら、そういえばと思い出すことがあった。

　光こう晴せいが、三日前でこの場所で何が起こったのか話しているとき、琉る璃りの様子が少しおかしかった。大きな人の頭から出てきた鳥がコウノトリであることを知っていた。

　正面玄関へと辿たどり着つく。大きなガラス扉だ。

　その先に、駐車場が見えた。

　慧けい吾ごは一瞬、琉る璃りのことを忘れ、その景色に呆ぼう然ぜんとする。

　何百台もの車が無秩序に停止していた。

　我先にと出ようとした車同士が入り口のところで八の字にぶつかり、さらにそこに多くの車が突っ込んでいる。他の車も壁にぶつかっていたり、ガラスが割れていたり、ドアが開いていたり、エアバッグが飛び出していたりした。

　車中や地面に死体が倒れていた。ショッピングモールよりもずっと多い数の。一部は腐りかけ、虫がたかっている。

　そして、ヘリが墜落していた。ボディには、テレビ局の名前が入れられている。プロペラが折れ、斜めに倒れ、まだ少し煙をふいていた。

　あまりに陳腐な感想だが、慧けい吾ごは思わずにはいられない。

　──まるで、この世の終わりだ。

　と、慧けい吾ごの視界が一瞬歪ゆがむ。いや、歪ゆがむというよりかは、遠近感が狂ったような……。

　その理由は分からない。これほどまでに近い距離でヘリを見たのは初めてだからかもしれない。薄い雲に覆われた白い空のせいかもしれない。

「琉る璃り！」

　とオルガがあたりを見渡す。

　そうだ、琉る璃りを探さなければ、と慧けい吾ごも周囲を見渡す。

　駐車場には、その姿は見当たらない。

　慧けい吾ごは、その脇にある影かげ見みタワーに目を向けた。

「あそこじゃないか」

　オルガも同じ考えだったらしい、先に駆かけ出していた。

　慧けい吾ごは真正面にはっきりと影かげ見みタワーを捉え、光こう晴せいの話を思い出す。

　光こう晴せいや儚はかなの両親が見たという巨大な人間の生首がやはりどこにも見当たらなかった。そこから出てきたというコウノトリも見当たらない。

　ただ、多くの死体が転がっているだけだ。

　影かげ見みタワーに近づくにつれ、朱色の作さ務む衣えを着た死体が何体か現れ始めた。

　その死因は様々で、あの慈いつくしむ未み来らいやハンバーガーショップで見たスーツの男みたいに、外傷がなく顔だけ苦く悶もんに歪ゆがめているものや、おそらく暴徒と化したものにやられたのだろう、メチャクチャに顔を殴なぐられているものもいた。

　だが一つ、他の死体とは明らかに違う点があった。皆、両手を胸のところで組み、拝むように死んでいたのだ。さらに、体が影かげ見みタワーのほうを向いていた。

　──そこに突き刺さっていたであろう神の生首を崇あがめていたのだろうか。

　影かげ見みタワーの前まで来る。

　と、オルガが何かを見つけ足を止める。

　視線の先には、二体の死体。

　一体は、中年の男だ。死んでからそれなりに時間が経たっており、腐りかけていた。首が切れ大量の血が流れ出していた。

　そしてもう一体、オルガの視線は明らかに、こちらのほうを向いていた。

　女の子の死体だった。頭から血を流している。




　まさか……。

「琉る璃りちゃんじゃない」

　そう言ったのは、儚はかなだ。「ほら、服」

　確かによく見れば、服装が違う。

　慧けい吾ごは、さらに上を見上げる。影かげ見みタワーの展望台のガラスが一つ割れていた。

　そして、グレゴリーに殺されかけたときに聞いた、大きな音を思い出した。もしかするとあれは、この女の子が地面に叩たたきつけられたときの音だったのかもしれない。

　だが、どうしてこの子が死んだら、グレゴリーが消えるのだ。

「おい」

　オルガがやや張りつめた声を発する。

　さらに猟銃まで構える。

　その銃口の先に目を向け、慧けい吾ごも警戒心を増した。

　そこにいたのは、四十代くらいの女性と、その女性に体を摑つかまれた琉る璃りだった。
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　オルガが、冷たい表情のまましっかりと女に照準を合わせて言う。

「その子を放せ」

　慧けい吾ごは、改めて女性を観察する。

　長い黒髪には白髪が混ざっている。顔にも少し皺しわ、やはり初見の印象通り、四十代くらいだろうか。髪に隠れて気づかなかったが、よく見れば右目の上あたりに火傷やけどの痕がある。つい最近（この騒動で）できたものじゃなく、古傷のようだ。中肉中背。武器はない。

　そして、少し自我を失っているようだった。オルガに銃を向けられても、奇妙な笑みを浮かべている。だが脱力はしていない。右腕を琉る璃りの首のところに回し、しっかりと拘束していた。

　女性が口を開く。

「わたし、法則を見つけたんだよ。誰かが死んだら、あのおかしなものも一つ消えるんだ。あの空から降ってきた大きな人の頭も消えたし、鳥も消えた。だからね、女の子を突き落としたんだ。次は──この子さ」

　──誰かが死んだら、おかしなものも一つ消える。

　慧けい吾ごにとって、あまりに心を惹ひきつけられる言葉だった。だが、首を振り、今は琉る璃りの救出に全力を注ぐ。

　女性は、琉る璃りの首筋に両手をゆっくりと回し始める。

　オルガが、目を鋭くさせる。引き金にかけていた指に力をこめる。

　と、慧けい吾ごの背後にいた儚はかなが、トンと慧けい吾ごの背中を指でつついた。

　慧けい吾ごには、それだけで儚はかなの意志が伝わった。指の先端からその思いが流れ込んできた。

　──無駄な殺しは避けたいのだろう。

　それは、慧けい吾ごも同じ思いだった。

　慧けい吾ごは、そっと猟銃の銃身に手を添える。そして、オルガに囁ささやく。

「まかしてくれ」

　信念流の技を使えば、簡単に制することができるはずだ。相手は、ただの女性。グレゴリーや〈クチダケ〉に比べれば、何百倍も楽だった。

　慧けい吾ごは、ふっと、短く息を吐くと、女性と呼吸を合わせる。

　さらに、鞘さやに手をかける。

　斬るぞという意志をぶつける。

　そしてすぐにその意を消す。

　すると、ほんの一瞬だが、相手の頭がパニックを起こす。体に送る信号が遮断される。

　その隙を狙う。

　素早く、燕つばめの滑空のように、相手との間合いを詰め──。

　その勢いのまま右手で掌底を打つ。

　狙いは顎。

　見事、女性の頭が揺れ、足から崩れ落ちた。

　琉る璃りの拘束が解かれ余程怖かったのか、即座にオルガに抱きついた。

　だが、まずは失神させた女性の対処が先だった。

　慧けい吾ごたちは、琉る璃りを除いた三人がかりで女性を運ぶと、ちょうど開いた状態で一階に止まっていた影かげ見みタワーのエレベーター内に放り込む。強引に扉をしめて蓋をした。あの女性が一人で扉を開くのは難しいだろう。

　一段落ついたところで、オルガが琉る璃りに問う。

「どうして、勝手に動いた？」

　その声にはほんのわずかであるが、怒りが含まれていた。まるで母親のようだった。

　琉る璃りは、震える体を少しでも抑えようとリスのリュックのショルダーをギュッと力強く握っていた。ゆっくりと口を開く。

「キョウテンだよ」

　幼い少女から、そんな言葉が出てくるとは思えず、慧けい吾ごの頭の中で『教典』という文字を浮かび上がらすまでに少し時間がかかった。

「教典には、ファーザーの予言が書かれてあるの」

　ファーザー──〈キョウシン教会〉の教祖か。

　慧けい吾ごは、その言葉の響きで、頭の裏がちくりと痛む。どうしてかは分からないが、それを聞くだけで不愉快な気分になっていく。

　琉る璃りは一つ唾を飲み込むと、続ける。

「全部、ファーザーの予言通りなんだって。神の生首が落ちてきて、コウノトリが現れて、異教徒は〈クチダケ〉になる」

　琉る璃りは、やや錯乱していた。どうやら、予言通りか確かめるために、この影かげ見みタワーまで来たらしい。

「ねぇ、琉る璃りちゃん」

　と、儚はかなが尋ねる。その表情は、必死に感情をおしころしているようだった。自分の両親に対する思いから、〈キョウシン教会〉に対して怒りが湧いているのだろう。

「ファーザーは、これから何が起こるって言っていたの？」

　琉る璃りは、「ううん」と首を振る。

「もう、起こっている」

「──起こっている？」

「そう、これは新たな神様を作り出す儀式なの。わたしたちは、皆でその儀式をおこなっている。もう、わたしたちはどこにも行けない」

「行けない？」

　話に割って入るつもりはなかったが、思わず口走ってしまった。

　と、エレベーター内から女性の叫び声が聞こえる。

「嫌だ！　ここから出して！　わたし、狭いところダメなの！　ねぇ、お願い！　出しなさいよ、出せっ！」

　どうやら、もう目を覚ましたらしい。

　エレベーターの扉が、ドンドンドンと叩たたかれる。そして、ハァハァハァと荒い息遣いが聞こえてくる。

　と、空が一瞬明るくなる。それは、真っ昼間よりもずっと明るく、やや赤みがかっていた。

　慧けい吾ごは何事かと見上げる。

「これは──」

　次から次へと、と思わずにはいられない。

　はるか頭上に炎の絨じゆう毯たんが現れていた。

　それはとてつもない規模で、ショッピングモールの敷しき地ちをすっぽりと覆うほどだった。火の海ならぬ、火の雲とでもいうべきだろうか。

　その火の雲から太陽フレアのように巨大な火球が飛び出してくる。

　停車していた車の一台に直撃し、天井が凹へこみ、燃える。

　地上の温度が瞬またたく間まに上がっていく。ただでさえ、三十度を超える熱気だったのに、今ではサウナと変わらないほどだった。

　──これは、まずい。

　火の雲からは、巨大な火球が次から次へと飛び出してくるところだった。

「逃げるぞ！」

　慧けい吾ごの合図で、皆が駆けだす。示し合わせたわけではないが、皆の足は、畑アートがあるだけの何もない平地のほうを向いていた。影かげ見み山やまとショッピングモールを避けようと思えば自然とその方角となったのだ。

　だが、さらに琉る璃りがそれを見て叫ぶ。

「ダメ！」

　琉る璃りは、一人遅れ、まだ影かげ見みタワーのところで立ち尽くしていた。

「言ったでしょ。どこにも行くとこがないんだって！」

　そこでようやく慧けい吾ごにもそれが何を意味しているのか分かった。

　薄い雲と同化していたせいで、こんな間近に来るまで気づかなかったのだ。

　火の雲が出現したことで、よりその存在が明確になっていた。

　──真っ白な壁である。

　真っ白な壁が、正確な高さが分からないほど天高くまで伸びている。

　顔を横に向ければ、終わりが見えないほど、ずっと先まで続いている。

　もう一度、琉る璃りの言葉を思い出す。──新たな神を生み出す儀式。




　────俺たちは、その儀式場に閉じ込められたのか？




　儚はかなが背後を指さし、皆に呼びかける。

「山に戻るしかないよ」

　確かに火の雲は、影かげ見み山やままでは延びてはいなかった。

　さらにオルガがこう続ける。

「車だ。動けるものを探すぞ」

　もう、考えている時間も、話し合っている時間もなかった。

　地上の温度は上がり続け、降り注いだ火球によりあちらこちらで火災が起こり始めていた。皆の顔が、熱気でどんどん紅潮していく。汗が体中から噴き出していく。

　駐車場方面に向けて走り、途中で止まっている車があれば状況を確かめる。

　まだ、少し混乱状態にあった琉る璃りは、オルガが強引に手を引っ張って連れ出した。

「これ！」

　儚はかなが、叫ぶ。

　見つけたその車には鍵が挿さっており、何かにぶつかった形跡もなかった。さらに幸いなことに死体もない。

　それは、車にあまり詳しくない慧けい吾ごでも知っているほどの海外の高級車メーカーのもので、クラシックカーのようだった。

　オルガは、運転席の扉を開くと躊ちゆう躇ちよなく乗り込み言う。

「さぁ、乗れ」

　皆、言われるがままに乗り込む。それほど一刻を争う状況だった。

　助手席に、慧けい吾ご。後部座席に、儚はかなと琉る璃り。

　だが、さすがにそこで不安になり、思わずオルガに尋ねる。

「運転したことがあるのか？」

「愚問だ。ロシアの田舎の子どもは、車をおもちゃ代わりにする」

　そう言って、オルガが鍵を捻ひねる。

　かかれ！　と、慧けい吾ごは心で念じる。

　その思いが通じたのか、すぐに車は起動した。

　オルガは素早く、サイドブレーキをおろすと、ギアを入れる。言うだけのことはある。その動きはなめらかで、自信に満みち溢あふれていた。だが、身長が足りないのかペダルを踏みにくそうにしているのが気になった。

「行くぞ」

　オルガがそう呟つぶやくと同時に、車は急発進した。
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　ライムは、全てを打ち明けようとしていた。もうすぐ旅も終わろうとしていたから。

　振り返ってみると、それはあまりに過酷で、あまりに長い道のりだった。

　多くの者は道半ばで命を落としていった。メンバーを厳選して挑んだ巨大ギルドの連中も、やはり達成できなかった。現在ライムが滞在しているレレサルの町は、ラスボスに最も近い場所にあるが、プレイヤーの姿はほとんど見られない。




　ＰＣで今最も人気のあるＭＭＯゲーム──『神界ラビリンス』。




　あまりに難易度が高いため、いまだそのエンディングを見たものは誰一人いなかった。

　ライムは、その前人未到の偉業をたった二人のパーティーで成し遂げようとしている。

　全ては相方のおかげだ。──光戦士のタッキー。

　タッキーは、ゲーム内で、その名を知らぬ者はいないほどの有名人だ。プレイヤーは何かしらの職業（ジョブ）を選ぶことになるのだが、『光戦士』は、最も基本的で初心者向けといってもいいものである。序盤は、戦いやすいがあまりに面白みがなく、人気も薄い。だがタッキーは、その光戦士を極限までやり込み、唯ゆい一いつ無む二にの戦闘スタイルを築き、皆から憧れの存在となった。

　ライムがタッキーとバディを組めたのは、本当にラッキーなことだった。まだ始めたばかりの頃、右も左も分からず最初の町をうろついているライムをタッキーが見つけ面白がってくれたのだ。ライムが選んだジョブが、上級者向けの神官だったからかもしれない。

「俺と一緒にラストまで行くか？」

　テキストチャットにそんなメッセージを貰もらった。

　タッキーはその時点ですでに光戦士のレベルをカンストしていた。このゲームでは、戦闘になると、自分が選んだジョブに変身して戦う。変身している最中は、マジックポイントを消費する。初期は三十秒しか変身できないが、タッキーは十分以上も戦っていられた。

　間違いなく、どこのギルドでもタッキーが入れてくれといえば、二つ返事で入れるはずだった。それでもタッキーは、ライムとバディを組んでくれたのだ。

　ライムは率直に嬉うれしかった。

　そうして、タッキーとの旅は始まった。

　最初は、ほとんどタッキーに戦いを任せていたが、ライムもタッキーに教わるうちに日に日に上達していった。ガリウルスの森での三連続ボス戦では、初めて活躍し、タッキーの命を助けることもできた。あのとき、タッキーに褒めてもらったのは今でも強く心に残っている。

　やがてタッキーからの信頼も厚くなっていった。

　二人であれば、明日のラスボス戦もうまくいくはずだ。戦略も立てたし、アイテムも十分に揃そろっている。やはり、今しかないだろう。全てを話しておかなければいけない。

　自分のことを──。

　実は、出会えたのはラッキーではない。それもライムにとっては設定だった。偶然を装よそおった。全て作戦通りだった。何度も何度も、キャラを作り直し、タッキーの好みに合わせ、ようやく網にかけたのだ。タッキーの初恋の相手まで調べつくして、キャラメイクに反映させたのだ。

　許してくれるかは分からないが、話しておくべきだろう。

　ライムは、覚悟を決め、チャットに真実を打ちこもうとした。

　が、そのとき──。電話が鳴った。

　ベルの音は、自宅の内線を示すものだった。

　出ると不機嫌な声で、『コーラ』と言われ、すぐに切れる。

　おそらく妻に対して言っていたのであろう。だが、その妻はもういない。

　パソコンの横にメモだけが残されている。

『もう疲れました』

　兆候はあった。近くの影かげ見み山やまで活動しているカルト宗教〈キョウシン教会〉のパンフレットを熱心に見ていたときに気づくべきだった。

　妻の携帯電話に何度もかけてみたが出なかった。

　二階に上がり、妻のことを話そうかと思ったが、あまりに臭くて足が止まる。扉の前に、小便の入ったコーラのペットボトルが置かれているのが見えた。

　おそらく妻はこれを見て、我慢の限界に達したのだろう。

　ゴミ箱を漁あさってみると、くしゃくしゃに丸められた別のメモ用紙が出てきた。

　その一つは、電話番号だった。

　かけてみると若い男が出た。

　恥ずかしながら妻の浮うわ気きを疑ってしまったがそうではなかった。

　男は、どうにもならない子どもを預かってくれる仕事をしていた。

　元不良の青年らしい、名前は乾いぬい光こう晴せい。

　誰かに頼るのは嫌だった。だから、息子が好きなゲームにチャレンジし、息子と共に旅に出ようと思った。

　だが、やはり、どうにもならなかった。結局何も変えられなかった。

　散々課金され、家のお金が減り続けただけだった。

　ライムは、ＰＣの電源を切り、ライムになるのをやめた。

　そして、電話口に向かって「明日お願いします」と告げた。




「息子の名前は、弘ひろ世せ大た丘くと言います」
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　目的地は決まっているのに、その足取りは一様に重かった。

　理由は、たくさんある。まず、単純に皆疲労していた。

　車で、なんとかショッピングモールを抜け出したまではよかったが、影かげ見み山やまへと続く国道に入ってすぐに、パンクし動かなくなってしまった。クラシックカーということで、故障しやすいのもあったかもしれないが、オルガの運転がかなり荒かったことが大きい。

　カーブの度にタイヤが煙を上げていたのだから。オルガ自身も動かなくなった車を見て「攻めすぎたかもしれない」と言っていたので、少し興奮していたのかもしれない。

　そこから徒歩に変え、かれこれ三時間ほどになる。ただでさえきつい山道であるのに、続けざまに訳の分からない現象に襲われたあとであったため、体力は限界に達しようとしていた。

　次の理由は、山の中腹の見渡しのいいところで、あの白い壁の全貌を見てしまったこと。

　白い壁は、正方形で影かげ見み山やまを取り囲むようにそびえ立っていた。影かげ見み山やまよりもはるかに大きく、薄雲を突き抜けておりどこまであるのか見当もつかない。その存在感は、慧けい吾ごたちに虚無感や閉塞感を抱かせた。

　もう、どこにも逃げる場所などないのだ、と。

　そして、最後に──これから向かおうとしている目的地そのものに、乗り気になれなかった。

　これは、事情を知る慧けい吾ごと儚はかなだけが抱いている懸け念ねんだろう。

　出来ることなら行きたくない。だが、現状を考えたときに、他に選択肢が浮かばないのも事実だった。問題がこじれる前に、その懸け念ねんをオルガと琉る璃りに伝えなければいけないのだが、なかなか言い出すタイミングがないまま、今に至っている。

　儚はかなからも『言わなくていいの？』という視線を何度も送られたが、目的地が変わるかもしれない危険を冒してまで、それを切り出すことはできなかった。

　結局、そんなことを頭の中でぐるぐると考えているうちに、目的地の近くまで辿たどり着つく。

　足元が土から砂利へと変わる。周りを木々に囲まれた砂利道は、巨大な白蛇のようにくねくねと曲がり緩やかな坂になっている。その向こうに建物が見えた。

　それが目的地──光こう晴せいの父親が営むペンションだった。

　何度もいうが他に選択肢がなかったのだ。当初、慧けい吾ごの家に行く案も出た。周囲には、儚はかなの家も含め、いくつか建ち並んでいる。だが、それは激しく儚はかなに否定された。あの〈クチダケ〉が徘はい徊かいしているかもしれない、というのが理由のようだった。

　オルガの祖父、霜しも月つきのじいさんの家はどうかと一瞬頭に過よぎったが、車が故障した場所からあまりに遠く（山を越えた反対側にあった）、結局口にすらしなかった。

　となれば、確実に協力者になりえる人間がおり、確実に一息つける場所は影かげ見み山やまにはここしかなかったのだ。

　砂利の坂道を登りきったところで、皆の足が止まる。

　事情を知らないオルガや琉る璃りですら、その異様さをすぐに察知したようだった。

　慧けい吾ご自身も、それを見て思わず息を吞のんだ。話には聞いていたが、このあたりに来るのは久々で見るのは初めてだったのだ。

　ペンションの周囲に、尋常じゃない高さのフェンスが張られていた。

　オルガがそれを見上げながら慧けい吾ごに言う。

「ここはなんだ？　このあたりは、害獣が出ないはずだが──」

　フェンスの高さは、もちろん影かげ見み山やまを取り囲む白い壁ほどではないが、野球場と同じくらいはありそうだった。しかもそのてっぺんには有刺鉄線が巻きつけられていて、防犯にしてはいささか行き過ぎており、まるで収容所のような物々しさだ。角には、監視カメラまで取り付けられている。

　確かにこれは、対害獣を目的に張られたものではない。さらにいえば、今この山で起きている何かを防ぐためのものでもない。

　やはり先に事情を説明しておくべきだった、と慧けい吾ごは即座に後悔した。

　と、琉る璃りが小さく悲鳴を上げる。フェンスの高さに目を奪われ、足元まで目がいかなかった。

　フェンスのすぐ下に──朱色の作務衣を着た四十代くらいの中年女性の死体が横たわっていた。

「木き永ながさん」

　と琉る璃りが脅おびえた表情で呟つぶやく。

　儚はかなが、心配そうに琉る璃りを見つめて言う。「知り合いなの？」

「うん、わたしに勉強を教えてくれていた人」

　死体は、腐敗からか少し黒く変色しており、顔は苦しそうに目と口を開いている。さらに、作さ務む衣えの胸のあたりが少し破れていた。

　オルガが、その死体の上方に目を向ける。フェンスの頂上に巻きつけられた有刺鉄線にその作さ務む衣えの切れ端がついていた。

「これはショッピングモールの死にかたと違う。毒で死んでいる。あそこに塗られているんだ。おい慧けい吾ご、一体どうなっている？　鳥頭の父親は、何者なんだ？」

　さらに、琉る璃りが何かに気づいた顔をする。

「ちょっと、もしかしてここって、乾いぬいのペンション？」

　オルガが琉る璃りに尋ねる。「知っているのか？」

「話を聞いていただけ。ここには近づくなって」

　慧けい吾ごは、自分の考えの甘さを悔やんだ。やはり先に話しておくべきだったのだ。大きく一度息を吐いてから素直に謝る。

「悪かった。もっと早く話しておくべきだった。光こう晴せいさんの父親、ここのペンションの管理人乾いぬいさんは、一年ほど前に〈キョウシン教会〉と揉もめ事ごとを起こしてから、過剰に警戒してるんだ」

　──有刺鉄線に毒まで塗りつけているとは思わなかったが……。

　オルガがキッと猫のように目を鋭くさせ、こちらを睨にらみつけてくる。

「どうして琉る璃りがいるのに、こんなところに連れてきた？」

　さらにその非難の目を儚はかなにも向ける。「儚はかな、お前も知っていたのか？」

　儚はかなも素直に「ごめんなさい」と謝った。

　琉る璃りは、怯おびえを悟られまいと、必死にペンションを睨にらみつけていたが、頰が引ひき攣つっていた。

　オルガがその手を強引に引き、来た道を引き返そうとする。

「帰るぞ」

「待て」慧けい吾ごが即座にそれを止める。「帰るって、どこに？　ここを離れるほうが危険だ」

「お前は、わたしや琉る璃りのことを馬鹿だと思っているのか？　琉る璃りにとって、この場所以上に危険なところなどない」

「いや、そんなことはない」

　これは、その場を取り繕うための方便ではない。一つ気づいたことがある。

「おそらく、この木き永ながって人は〈クチダケ〉だった。あの化け物を一度見たことがあるから分かる。あれになれば、理性や知性が消える。だから、フェンスを上ったんだ。上って、毒で死んだ。なぁ、琉る璃り、この人は異教徒と認定されたのか？」

　皆の視線が琉る璃りに集まるが、琉る璃りはうつむいたまま答えない。儚はかなが、気を使ってしゃがみ、同じ目線にして代わりに尋ねてくれる。

「ねぇ、木き永ながさんは、何かしちゃったの？」

　琉る璃りは言うべきかどうか迷っていたようだが、結局答えてくれた。

「分かんない。でも一度、わたしに施設を出ようって言ってきた。皆のことを変だって。わたし、それを──」

　琉る璃りは、そこまで言うと、リスのリュックの肩掛けをぎゅっと握って、続ける。

「ファーザーに言ったの。そしたらそれから見なくなった。それだけ」

　琉る璃りにもそれが何を意味しているか分かっているはずだ。ただ、認めたくないのだろう。

　慧けい吾ごは、オルガに言う。

「つまり、〈クチダケ〉はこのあたりまできている。いつ襲われてもおかしくないんだ」

　と、そこで背後から「おい」と声をかけられる。

　振り向くと、光こう晴せいと大た丘くが立っていた。
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「なんだよ、お前ら、結局うちに来たのか？」

　光こう晴せいは、嬉うれしそうに笑う。リーゼントがその度に揺れる。

　慧けい吾ごは、それと真逆の反応、やや戸惑いを見せた。予測では、光こう晴せいと大た丘くの二人は先にペンションに到着しているはずだったからだ。

「俺たち、いつの間に追い越していたんですか？」

「あぁ」と光こう晴せいは、少し言いい淀よどんだあと、大た丘くの背中を叩たたく。

「こいつの体力がなくて、ちんたらしてたからだろ」

　その力が強かったからか、大た丘くはむせながらも、不満そうに小声で愚痴る。

「……そうだよ。車に乗ればよかったのに」

「あん？　何言ってんだお前！　世界がでたらめになったからって、自分まででたらめなことしてどうする。だろっ」

　ショッピングモールでも同じようなことを言っていたが、本当に歩いてここまでくるなんて。

　確かにそれは光こう晴せいが言いそうなことではあったが、やや疑問を抱く。慧けい吾ごには、光こう晴せいが、何かをごまかしているように見えた。

　その疑念は間違いないようで、光こう晴せいはすぐに話題を変えようとする。

「と、いうか、なんでこんなところで突っ立ってるんだよ。さぁ、早く中に入ろうぜ」

　そう言って、両腕を広げ無理やり前へ押し出そうとする。

「いえ、あの──」

　と慧けい吾ごは、フェンスのすぐ近くで横たわっている〈キョウシン教会〉の信徒に目を向けた。

　その視線誘導で、光こう晴せいと大た丘くも気づいたようだ。

　光こう晴せいは、眉間に強い皺しわをよせその死体を睨にらみつける。

　大た丘くにいたっては、「うわぁぁぁ！」と琉る璃りよりも大きな悲鳴を上げて、腰を抜かした。ショッピングモールで見慣れているのかと思ったが、現実逃避で視界に入っていなかったのかもしれない。

　光こう晴せいが憎々しい声を出し呟つぶやく。

「こいつ、フェンスを上ったのか？」

　慧けい吾ごは、その発言でやはりてっぺんの有刺鉄線に毒が塗られていたのだと確証を得る。だから、あえて知らないふりをして尋ねる。

「フェンスに、毒、塗ってるんですか？」

　光こう晴せいは、やや申し訳なさそうな表情を作った。

「この山で採れる毒草を混ぜ合わせたやつだ。俺もやりすぎだと思ったけどよ。塗ってるのはてっぺんだけだし、こんな高ぇフェンス誰も上んねぇだろうと思って、えーっとなんて言うんだっけ、ほら国同士のやり取りでよ、ミサイルがどうのこうのって──」

「抑止力でしょ」と大た丘くが答える。

「あっ、そうだそれそれ。その抑止力ってやつだよ」

　慧けい吾ごは、オルガと琉る璃りに視線を向ける。──この会話を経て、さぁどうするか、と。

　と、オルガより先に琉る璃りが切り出した。

「ねぇ、ここでずっとおしゃべりする気？　疲れたから、早く休ませてよ」

　それが精一杯の強がりであることが、慧けい吾ごには分かった。

　オルガは、そんな琉る璃りに何か言おうとしたが、琉る璃りが反対に手を伸ばしオルガのホットパンツの端をぎゅっと握って、それを制する。

　慧けい吾ごと儚はかなは、視線を交える。やはり、〈クチダケ〉がこのあたりまで来ているのは確かだろうし、今はこの琉る璃りの思いに甘えるしかない。

「お邪魔させてもらっていいですか」

　と慧けい吾ごは改めて光こう晴せいに頭を下げる。

　光こう晴せいは、慧けい吾ごたちの複雑な心境など知る由よしもなく、「チビのくせに言うじゃねぇか。二代目雷神、襲名か」と豪快に笑う。

　儚はかなが即座に「まず初代がいないですから」と否定したが、光こう晴せいの耳には届いていないようで、そのままズカズカと皆の前を通り過ぎ、フェンスまで行くと、そこに設置されているインターフォンのスイッチを押した。

　だが、フェンスから三十メートルほど離れた場所にあるペンションからはなんの反応もない。

　少し嫌な予感がしたが、光こう晴せいが「そうだ」と自分の頭をポンと叩たたく。

「電気止まってるんだった」

　その間の抜けた声に、思わず皆の緊張の糸が解ほぐれる。

　が──。

「動くな！」

　ペンションから鋭い声が飛んでくる。それは、光こう晴せいの父、乾いぬいさんのものではなく女性の声だった。

「おい」と隣のオルガが囁ささやいてくる。

「一階の玄関、扉横の窓から人影が見えた。おそらく銃を持っている」

　慧けい吾ごは、オルガの視線を追う。確かに、人影が見えた。先程の声の主だろう。シルエットから女性であることが分かる。だが、銃を持っているかは確認できなかった。

「……どんな銃だ？」

　オルガに合わせて慧けい吾ごも声を潜めて尋ねる。

「拳銃」

　慧けい吾ごは少し驚いた。今この世界で何が起きているにせよ、やはりここは日本だ。

　慧けい吾ごの刀〈郷ごう暗あん〉も、オルガの猟銃も特殊ではあるが、法律で所持することが許されているものである。だが、拳銃はどんな理由であれ、一般人は持てない。

　慧けい吾ごは、光こう晴せいに尋ねる。

「今の声、誰ですか？」

　光こう晴せいはそれには答えず、ペンションに向かって大きな声を張り上げる。

「おい、親おや父じ俺だ。開けろよ！」

　今度は、窓からこちらを窺うかがっている女性は何も言わなかった。ただこちらを見つめているだけだ。中で話し合いがおこなわれているのかもしれない。

　そこでようやく、光こう晴せいが慧けい吾ごの質問に答えてくれた。

「さっきの声は、分かんねぇ。俺と大た丘くが、ペンションを出たときには、客は二人しかいなかったが、そのどちらでもねぇな」

　再び、嫌な想像をかき立てられる。中はどうなっている？　もしかして、乾いぬいさんはもう──。

　永遠とも思える長い沈黙の後、ペンションの扉がゆっくりと開く。

　現れたのは、白髪に顎あご鬚ひげを蓄えた初老の男性。

　慧けい吾ごは、思わずホッと胸を撫なで下おろす。まさしく光こう晴せいの父、乾いぬい栄えい治じだった。

　だが即座に、架空の頭を振る。まだ、安心はできない。

　乾いぬい栄えい治じは、見知らぬ顔があるはずなのに、躊躇ためらいなくやや早足で慧けい吾ごたちに近づいてくる。光こう晴せいがいるからかもしれない。

　オルガがまたしても囁ささやき声ごえて尋ねてくる。

「あれが、ここの管理人か？」

　少し驚きが含まれていた。

「あぁ」と慧けい吾ごは小さく頷うなずく。

　オルガが驚く理由は分かる。乾いぬい栄えい治じの表情は、遠くから見ても分かるほど柔和なものだった。この威圧的なフェンスを張るような男にはとても見えない。実際のところ、慧けい吾ごにもそれほど乾いぬい栄えい治じに悪い印象はない。少なくともオルガの祖父よりかははるかに話しやすく、近所の優しいおじさんといった感じだ。

　だがもちろんそこには──『〈キョウシン教会〉以外』という注釈がつく。

　乾いぬい栄えい治じは、フェンスを挟んですぐのところまで来ると、真っ先に慧けい吾ごに目を向けた。

「おぉ、慧けい吾ご君じゃないか」

　慧けい吾ごは、「お久しぶりです」と頭を下げる。

　乾いぬい栄えい治じの表情からは、やや驚きが見て取れた。

「……目を、覚ましたのかい？」

　──俺が眠っていたことを知っているのか？

　慧けい吾ごは、光こう晴せいと大た丘くにちらりと目を向ける。だが、二人は何を言っているのか分からないといった表情だった。

　田舎は、コミュニティの結びつきが都会よりも強く、情報が回るのも早い。だが皆の反応を見る限り、俺が洞窟で意識を失っていることを知るのは、まだ一部のようだ。

　慧けい吾ごは答える。

「はい。今日、目が覚めました」

　と、光こう晴せいが話に割り込んでくる。

「おい、親おや父じ。早くここを開けろよ」

　だが、乾いぬい栄えい治じはそれを無視して、今度は儚はかなに目を向ける。

「儚はかなちゃんも一緒か」

「お久しぶりです」と儚はかなは頭を下げる。

「おい」とまたしても光こう晴せいが口を挟む。

　と、今度は乾いぬい栄えい治じの表情が一瞬にして変わる。

「うるさい！」

　皆に緊張が走った。特にオルガと琉る璃りに。

　乾いぬい栄えい治じは、すぐに穏やかな表情に戻ったが、逆にそれが怖かった。そして視線は、オルガと琉る璃りへ。

「そちらは？」

　儚はかなが代わりに答える。まずはオルガに手を向ける。

「この子は、霜しも月つきのおじいさんの孫ですよ」

　乾いぬい栄えい治じの目が再び鋭くなる。だが、それはオルガを怪しむものではなく、その肩にかけられた猟銃に対してだった。

「若いのに、またえらいものを持ってるな」

　今度は慧けい吾ごが間かん髪はつ入いれずに言う。

「あの、なんかとんでもないことが起きてるんです。この山でなのか、日本でなのか、世界でなのか分かりませんが、どう説明していいか、信じてもらえるかも分かりませんが……。これがないと俺たち死んでました。自己防衛で持ってるだけで、誰かを傷つけるつもりは──」

「あぁ」と乾いぬい栄えい治じは両手のひらを慧けい吾ごに向け、落ち着けというジェスチャーをしてみせる。

「それは分かっているよ。わたしの身にも、このペンションにも色々と起きたからね。ほら、そこの──」

　そう言って、乾いぬい栄えい治じは慧けい吾ごの足元で横たわる死体に目を向ける。その表情は、これまでの穏やかなものでも厳しいものでもなく、侮蔑的で冷たい表情だった。声も少し鋭くなっていた。

「こいつらはね、やっぱり悪魔だったんだ。わたしが思った通りだった。全部、こいつらの仕業だよ」

　琉る璃りの脅おびえが気配で伝わってくる。慧けい吾ごは乾いぬい栄えい治じの何か知っていそうな口ぶりが少し気になったが、今は説得に集中する。

「お願いです、乾いぬいさん。少しだけでいいんで、休ませてください」

　乾いぬい栄えい治じは、「うん、そうしたいんだがね」と顎あご鬚ひげを触りながら改めてオルガと琉る璃りに視線を向けた。

「確かにその銃は、霜しも月つきさんのだな……。そういえば、霜しも月つきさんとこの長男、ロシアに住んでいるって聞いたことあるな。君がそう？」

　オルガが小さく頷うなずく。「オルガだ。霜しも月つきオルガ」

「そちらは？」

　乾いぬい栄えい治じは、琉る璃りに視線を移す。

　慧けい吾ごは琉る璃りがどんな顔をしているのか確認したかったが、あまりに皆で注目すると琉る璃りが緊張しそうだったので何もせずに、ただ心の中で祈った。

　少しの沈黙の後、琉る璃りが答える。

「わたしも、じいじの親戚。オルガちゃんの従妹。……琉る璃り。霜しも月つき琉る璃り」

　なかなか悪くないと慧けい吾ごは率直に思った。そして、どうだろう、と乾いぬい栄えい治じの顔を確認する。

　乾いぬい栄えい治じの表情がピタリと止まり、琉る璃りをじっと見つめた。その真偽を確かめるように。それは、何時間にも感じるほど、長い間だった。できるならば、鍔つばのところに手を置き落ち着きたかった。だが、ぐっと堪え、あらゆるところからこだましていた蟬せみの鳴き声も全く聞こえないほど、乾いぬい栄えい治じの反応に集中した。

「──分かった」

　乾いぬい栄えい治じはそう言って、ふっと息を吐きながら、ようやく優しい笑みを浮かべた。

「すまないね。さっきも言ったけど、おかしなことがこの山で起きている。だから、少し警戒させてもらったんだ」

　儚はかなとオルガから大きく息を吐き出す音が聞こえた。呼吸を止めるほど緊張していたのだろう。

　慧けい吾ごも表情にこそ出さなかったが、思わず肩の力を抜いた。

　乾いぬい栄えい治じは、ポケットから鍵を取り出すと、フェンスの南なん京きん錠じようを開け、グルグルに巻きつけられていた重そうな鎖を取り外す。

　慧けい吾ごは、ほんの一瞬、横たわる死体の苦く悶もんの表情に目を向け、覚悟を決めて、ペンションに向けて歩き出した。
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〈郷ごう暗あん〉やオルガの猟銃を取り上げられる覚悟をしていたが、敷しき地ち内に入っても乾いぬい栄えい治じから何か言われることはなかった。

　慧けい吾ごは、あえて自分から「大丈夫ですか？」と尋ねてみたが、乾いぬい栄えい治じは笑みを浮かべ「信念流を信じるよ」と言ってくれた。

　招き入れられ、ペンションの中へと入っていく。玄関から入ってすぐにロビーがあり、二階へと繫つながる螺ら旋せん階段が設置され吹き抜け構造になっていた。天井には、豪ごう奢しやなシャンデリアがあったが、やはり電気が通っていないのかついておらず、空が曇っていることもあり少し薄暗かった。

　ロビーには、男女三人が待ち構えていた。

　二十代半ばくらいの爽やかな印象を受ける男性、慧けい吾ごたちよりやや年上くらいに見える眼鏡をかけた女性、そして、仏ぶつ頂ちよう面づらの大人の雰囲気を漂わせた二十代後半くらいの女性。

　三人ともこの辺りでは見ない顔なので、ペンションの宿泊客だろう。

　先程、窓から見えた影は、大人の雰囲気を漂わせた女性だろうか。

　オルガが見間違えてなければ、この人が拳銃を持っていることになるのだが……。

　その大人の女性は、他の二人がロビー中央で出迎えてくれたのに対し、部屋の隅で壁に寄りかかり腕を組んで、こちらのことをじっと窺うかがっていた。

　慧けい吾ごは、乾いぬい栄えい治じに間に入ってもらおうと、目を向ける。

　だが、乾いぬい栄えい治じは玄関のところで儚はかなと何やらひそひそ話をしていた。何を言っているのかほとんど聞こえず、唯一聞きとれたのが儚はかなの「内緒にしてください」だった。

　慧けい吾ごの腹の中で黒い渦がつむじ風のように小さく渦巻く。なぜかは分からないが、自分についての話に思えた。それでも今は、互いの紹介が先だと気にしていないふりをしておく。自ら率先し名乗っていく。

「俺は静しず嶋しま慧けい吾ごと言います。この影かげ見み山やまに住んでいて、これは──」

　と三人の視線が俺の左腰に差してある刀〈郷ごう暗あん〉に真まっ直すぐに向かっていたので、説明しようとしたが、乾いぬい栄えい治じが後を引き取ってくれた。

「彼は、信念流という剣術を代々伝えている一家の人で、この山の守り主みたいなもんだ」

「えっ、信念流っすか」

　と即座に反応し、パンと手を叩たたいたのは、眼鏡をかけた女性だった。

　慧けい吾ごは「知っているんですか？」と素直に驚く。現代で信念流を継承しているのは静しず嶋しま家のみであり、地元以外でその名を知る者はほとんどいない。

「はい。自分、都市伝説とか伝承マニアなんすよ。で、この山に来るときに色々と調べたんす。その過程で、信念流のことも知りました。五い槌づち助たすけさんの伝説っす」

　女性はそう言って、眼鏡のブリッジを上げる。なぜか少し自慢気で、眼鏡のレンズもきらりと光ったように見えた。話してみると、この女性の印象ががらりと変わった。第一印象では、眼鏡ともっさりとした長い黒髪、地味な色のシャツにデニムのロングスカートという格好から内気な印象を受けたのだが、表情も声も明るくこちらと打ち解けようとしてくれているのが見て取れた。

　だが、いきなり自己紹介の流れを止めたことで、場に微妙な空気が漂う。眼鏡の女性もそれを感じ取ったのか、

「って、すいません。自己紹介続けてくださいっす」

　と手をひょいひょいと出して、後ろに下がる。

　乾いぬい栄えい治じは、それを見て苦笑いを浮かべたあと、紹介を続ける。

「で、隣の女の子が、澄すみ坂さか儚はかなちゃん。影かげ見み山やまの住民だ」

「すみませんお邪魔します」と儚はかなは、しっかりと頭を下げた。

　それに対し、爽やかな雰囲気の男性と眼鏡の女性は、「こちらこそ」と答えてくれたが、壁に寄りかかったままの大人の女性は、全く無反応だった。

　そして、オルガと琉る璃りの紹介へと続く。

「あとは、地元の子じゃないけど、この地元のもう一人の守り主ともいえる人でマタギの霜しも月つきさんっておじいさんがいるんだが、その人の親戚の子たちで、えっと名前は──」

　二人は促され、「オルガ」「……琉る璃り、です」とそれぞれ自分の名前を言う。

「ねぇ、オーナー」

　と、ようやくそこで大人の女性が口を開いた。こちらを──いや正確には慧けい吾ごの刀とオルガの猟銃を──睨にらみつけていた。

「なんか物騒なものを持っているんだけど、取り上げなくていいわけ？」

　それは、警戒心を超えた明確な敵意だった。乾いぬい栄えい治じは、困った顔で顎あご鬚ひげを触りながら言う。

「うーん。まぁ、いいんじゃないかなぁ。あんただって、持っておることだし──」

　慧けい吾ごは、その言葉に特になんの反応も見せず気づかないふりをしたが、内心でぐっと警戒心を高めた。

　──やはり『持っている』のか、と。

　女性を注視する。白のカッターシャツに黒のパンツ姿。あるとすれば腰に差しているのだろうか。だが、何者なのだろうか、顔は常に不機嫌そうで髪はやや明るいセミロング。

　服装と合わせて考えてみるが、やはりそれだけでは情報が乏しく決め手にはならない。

　──外見だけで特定するのは無理があるか。

　と、光こう晴せいが口を挟む。

「っていうか、あんた誰だよ。俺と大た丘くがここにいたときにはいなかっただろ」

　女性は、全く聞こえていないかのように目線を外して無視を決め込む。

　乾いぬい栄えい治じが、それ見て呆あきれたように吐息を一つ吐いてから、「光こう晴せいたちが出た後にやって来たお客さんだ」と間を取り持った。

　さらに「では、こちらの紹介もしようか」と宿泊客たちに目を向ける。

「まぁ、みんな知っていると思うがまずはわたしから。わたしは、乾いぬい栄えい治じ。このペンションのオーナーで、ここは妻と二人で始めたものだ」

　慧けい吾ごは、『妻』という言葉を聞き、ほんの少しではあるが、手に汗をかいた。事情を知っている儚はかなにも少し緊張が走ったようだった。

　なぜなら、乾いぬい栄えい治じが〈キョウシン教会〉と揉もめた原因が、その妻にあったからだ。

　すでに故人であるのだが、存命のような口ぶりであったことも少し引っかかった。

　だが乾いぬい栄えい治じに他意はないようだった。そのまま話を続ける。

「で、この人たちは、うちの客だ」

「あの」と慧けい吾ごは乾いぬい栄えい治じに尋ねる。

「避難してきたわけじゃなく、皆さん元から泊まっていたんですか？」

　どこまでこの現状を理解しているのかを軽く探るために聞いておいた。

　乾いぬい栄えい治じは、「あぁ、そうだよ」と頷うなずく。

　他の宿泊客も、『避難』という言葉にそれほど引っかかる様子が見られないので、現状をそれなりに理解しているようだ。そしてようやく、目の前の三人の自己紹介を聞くことができた。

　まずは、爽やかな雰囲気の男性。髪も眉毛もしっかり整えられており、清潔そうな白のシャツにクリーム色のチノパンを穿いている。

「天てん神じん嘉このむです。医者、じゃなくて正確にいうと研修医、だね。ちょっと休みを貰もらってリフレッシュでこの影かげ見み山やまに山登りにきてたんだ。よろしくね」

　天てん神じんは、そう言って好意的な笑顔を慧けい吾ごたちに向ける。第一印象通りの爽やかさだ。

　よく見ると、右の腰に小さなウエストポーチがあり、天てん神じんはそれをポンと叩たたく。

「ちなみに、薬も持っているから、何か調子が悪いときは気軽に聞いてよ」

　次に、眼鏡をかけた女性が手を上げる。

「じゃあ次、わたしいいっすか。名前は、茶ちや城しろ愛め依いです。二十歳で、コンビニで働くフリーターです。で、さっきも言いましたけど、都市伝説とか伝承とかが大好きっす。最近、この山が都市伝説のホットスポットになっていたんで、調査しにきてたんですけど、まぁ、この有あり様さまですね。ははっ」

　慧けい吾ごは、『ホットスポット』というキーワードが引っかかったが、今は黙っておくことにした。

　そして最後の一人──。

「奈な津つ麦むぎ千ち秋あき」

　奈な津つ麦むぎは、視線を窓の外に向けたままぶっきらぼうにそう言った。慧けい吾ごたちは、続きを待ったが、それ以上何も言おうとしなかった。

　儚はかなと光こう晴せいが露骨に眉間にしわを寄せ、オルガが冷たい声で呟つぶやいた。

「『グレゴリー』では、こういうタイプは真っ先に死んだ」

　だが、慧けい吾ごは奈な津つ麦むぎに全く怒りが湧かなかった。それよりも、『どうして？』が心を占める。

　──どうして、この人は拳銃を持っているのか？

　場の雰囲気が悪くなったのを感じたのか、都市伝説マニアの茶ちや城しろがわざと明るい声を出して言う。

「皆さん安心してください。奈な津つ麦むぎさんはですね、刑事さんなんですよ」

　一瞬、時間が止まったかのように場が凍りついた。

『刑事』だったのか、と奈な津つ麦むぎに対して警戒心が強まるのが分かる。

　その警戒心を感じ取った天てん神じんと乾いぬい栄えい治じも顔をしかめる。

　奈な津つ麦むぎが「余計なことを」と呟つぶやく。

　茶ちや城しろだけが、「えっ、あれ？」と戸惑いの声を上げていた。

　と、光こう晴せいが「あん？　刑事でその態度なのかよ」と悪態をつく。「皆、きちんと自己紹介してんのに、そんな簡単なこともできねぇのか？」

　奈な津つ麦むぎは、依然顔を背けたまま、言う。

「はっ？　あなたも自己紹介していないじゃない」

「今からすんだよ。俺は、『大雑把霊死悪ラフレシア』の元総長、『風神』こと乾いぬい光こう晴せいだ」

　刑事に向かって堂々と言うことではないような気がするが、光こう晴せいは胸を張った。

　だが奈な津つ麦むぎは、聞いておいてなんの反応も見せない。それでも光こう晴せいは、意地になって大た丘くの背中を叩たたき、一歩前に出させる。

「ほら、お前もしろ」

　大た丘くは促され、顔を真っ赤にしながら、虫の羽音ほどの声で言う。

「弘ひろ世せ大た丘くです」

　光こう晴せいが続きを引き取る。

「こいつは、俺が預かっている。舎しや弟ていみたいなもんだ」

　そして、奈な津つ麦むぎの前までズカズカと大股で向かっていくと、下から覗のぞきこむように奈な津つ麦むぎの顔を睨にらみつけた。

「おら、やったぞ。今度はあんたの番だ。もう一回ちゃんとやれ」

　それでも奈な津つ麦むぎは、目すら合わせようとしない。

「やだ」と短く答える。

「はっ？」と光こう晴せいは、その肩を摑つかもうとする。

　だが、それより素早く奈な津つ麦むぎは、光こう晴せいの腕を摑つかんだ。

　よほど握力が強いのか、光こう晴せいは顔を歪ゆがめる。奈な津つ麦むぎは、そこでようやく光こう晴せいに目を合わせ、少し顎を引き、上から見下ろすように言う。

「触ったら、公務執行妨害で逮捕するわよ」

　そして、すぐに腕を離し、また窓に視線を向けた。

　慧けい吾ごは、そのやり取りを冷静に観察していた。

　さすが刑事といった所作だ。だが、刑事と分かっても、拳銃を持っている理由にはならない。ドラマじゃあるまいし、刑事が普段から拳銃を携帯しているのは、やはり不自然だ。

　と、乾いぬい栄えい治じが場を取りまとめる。

「さぁ、自己紹介も終わったことだしリラックスしようじゃないか。今、コーヒーを淹いれるよ」
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　乾いぬい栄えい治じが、カウンターキッチンに入り、カセットコンロとコーヒーメーカーを取り出す。

　皆、促され、近くの椅子やソファーに腰掛けた。

　ただ一人、奈な津つ麦むぎだけをのぞいて。奈な津つ麦むぎは、壁に寄りかかり腕を組んだままだった。

　だがそれよりも、慧けい吾ごが少し気になったのは、琉る璃りだった。本来なら、自分のことを守ってくれるオルガの近くに座るはずなのに、一つ離れた場所に座る。

　常に俯ふ瞰かんで周囲の状況を確認しようとする慧けい吾ごには、その意図がすぐに分かった。

　琉る璃りが選んだ椅子が、最も皆を見渡せる位置にあったのだ。ショッピングモールでも感じたが、時折その挙動で引っかかるものがある。

　いや、考えすぎか、と慧けい吾ごは首を振る。

　自分が思っている以上に、疲れていたのかもしれない。コーヒーの匂いがほのかに香ってくると、失いかけていた日常を少し取り戻せたような気がした。常に表情に変化がない、あのオルガでさえ、乾いぬい栄えい治じから「砂糖は？」と聞かれ、「ダクダクだ」とリラックスした表情で答えていた。琉る璃りが、ブラックを頼んだのでその対比で皆も笑みを浮かべていた。

　と、一人張りつめた表情を崩さない儚はかなが口火を切って話し出す。

「あの……皆さんは、この山で何が起きているのか知っているんですか？　わたしたち、ここに来るまでに──」

　その質問は慧けい吾ごにはやや早すぎるようにも思えたが、同時にその気持ちは痛いほど理解できた。少しでも早く、不安定な気持ちに落としどころを見つけたいのだ。俺たちは、大海にいきなり投げ出されたようなものだ。木の板でもいい摑つかまるものが欲しかったし、小さな島を見つけてそこを目的地にしたかった。

　真っ先に儚はかなの質問に答えたのは、研修医の天てん神じんだった。

「実はね、この三日間の間に、僕たちでそのことを何度も話し合ったんだ。それで一応の結論は出た。けれど、それが正解とは限らない。それでも聞くかい？」

　儚はかなは、「お願いします」と強く頷うなずいた。

「そうか、じゃあまずは、君たちがこれまでに何を見たのか正確に教えてくれないか？」

「あぁ、じゃあ、俺が」と慧けい吾ごは手を上げる。

　儚はかなはまだ両親の安否が分かっておらず、あのショッピングモールでのことをなるべく思い出したくないだろうと思ったからだ。

　そこからなるべく正確に、これまでにあったことを話した。

　自宅に現れた〈クチダケ〉。ショッピングモールでのグレゴリー、火の雲、強大な白い壁。さらに、光こう晴せいが、巨大な生首とコウノトリの話をつけ加えてくれた。

　あまりに奇想天外で滅め茶ちや苦く茶ちやな話であるはずなのに、誰も馬鹿にする者はいなかった。奈な津つ麦むぎでさえ、顔こそ向けないものの興味深そうに耳を立てているのが分かった。

　話を聞き終え、天てん神じんが「うん」と一度頷うなずく。

「それを聞いて、ますます僕たちの仮説で間違いないように思えるな」

「その仮説とは？」と慧けい吾ごは尋ねる。

　天てん神じんは、一呼吸空け、慧けい吾ごの目をしっかりと見つめて言う。




「この現象は、おそらくこの影かげ見み山やまに本部を構えるカルト宗教〈キョウシン教会〉が起こしたテロだ」




　それは、およそ慧けい吾ごたちが漠然と抱いていた仮説でもあった。だが──。

「何をどうやって……」

　天てん神じんは首を振る。

「それは、僕たちにも分からない。でも、状況証拠だけ見れば間違いないんだ」

「状況証拠？」

「まず、〈キョウシン教会〉には教典があるんだが、そこに記されている予言通りの内容が起こっている」

　慧けい吾ごは少し驚いた。教典については、琉る璃りから聞いていた。だから、その驚きの半分は演技だ。だが、もう半分は「どうして、天てん神じんさんは教典の内容を知っているんですか？」という疑問から生まれていた。

　それには、茶ちや城しろが「いいっすか」と答えてくれる。

「それを知っていたのは、わたしなんす。実は、影かげ見み山やまでＵＭＡの目撃情報が相次いでいましてですね」

　先程の『ホットスポット』というのはそういう意味だったのだろう。

「それと時期を同じくして、〈キョウシン教会〉の人たちがそのＵＭＡのことを【悪夢ナイトメア】と呼び始めたんす」

　──【悪夢ナイトメア】。

　自ら頭の中で唱えてみると、それは妙な響きかたをしてずっと残り続けた。そのせいか、直感的に、とても重要な言葉であるように思える。

　少しずつだが、点と点が繫つながり始める。

「で、何か関係あるのかと思って、この山に来る前に〈キョウシン教会〉の教典を読み込んだというわけです」

「話を戻すけど」と天てん神じん。「本当に、〈キョウシン教会〉の教祖に予知能力があったと僕は思わない。僕はやはりそれは予言ではなく予告だったんじゃないかと思うんだ」

　琉る璃りが少し不満げな表情を浮かべる。琉る璃り自身は、『予言』であることを信じているのだろう。

「それに」と天てん神じんは一度唾を飲み込んで続ける。

「こちらのほうが確かな決め手となるかもしれないが、影かげ見み山やま周辺のライフラインを破壊したのも、〈キョウシン教会〉の仕業だ」

　これは初めて知る情報だった。

「三日前に水道が止まった際、どこで止まっているのか僕と乾いぬいさんで確認に出たんだが、地中の本管が爆発物のようなもので破壊されていた。そして、その周辺に朱色の作さ務む衣えを着た信徒たちの死体も横たわっていた。死因は自殺、首を搔かっ切きっていた」

　慧けい吾ごは、送電線の鉄塔が破壊されていたのを思い出した。

　ドンッ、とカウンターから大きな音が聞こえてくる。乾いぬい栄えい治じが、コーヒーカップを乱暴に置いた音だった。憎しみのこもった目でそれを見つめている。

「だから、わたしは何度も言ったんだ、警察に。あいつらを排除しろ、と。放置していたからこうなったんだ」

　慧けい吾ごは思わず視線を琉る璃りに飛ばしてしまう。自分の家や家族のことを、ここまで憎む人間を間近で見るのは、さすがに辛つらいだろう。ましてや彼女はまだ子どもなのだ。

　琉る璃りは、嵐が過ぎ去るのを待つかのように、ギュッと両目を閉じて、前に持ってきていたリスのリュックを握りしめていた。

　と、同じように琉る璃りのことを見つめている人物がいることに気がついた。

　刑事の奈な津つ麦むぎだ。

　それは、対たい峙じする剣士の目に近かった。相手の微かすかな仕草も逃すまいと集中している目。

　──なぜだ？　どうして、琉る璃りに注目する？

「あの」とそこで大人しく皆の話を聞いていた大た丘くが手を上げる。

「壁の向こうはどうなっているんですか？　僕、家に帰りたいんですけど」

「お前、まだそんなこと言ってんのか」と光こう晴せいに頭をはたかれるが、優しい声で天てん神じんが答えてくれる。

「それも分からない。壁は高いけど、ヘリならば越えられなくはないはずだ。だが、救援が来る様子はない。入ってこられない理由があるのか、もはや壁の向こうも同じなのか……」

「そんな」と大た丘くは頭を抱える。さらに、「ライムとラスボスを倒しに行かなくちゃいけないのに」と訳の分からないことを呟つぶやく。

「なぁ」と光こう晴せいがそこで奈な津つ麦むぎに声を飛ばす。「あんたの意見を聞かせてくれよ」

　だが奈な津つ麦むぎは、何も答えようとしない。

　慧けい吾ごは、妙な胸騒ぎを覚えた。この場に致命的な何かをもたらすような気配があった。できることならそれ以上何も言わせないように光こう晴せいの口を閉じさせたいくらいだった。

　だが、慧けい吾ごに口を挟ませる間も与えず、光こう晴せいは続ける。




「あんたさ──公安だろ」




　奈な津つ麦むぎは大きな舌打ちを一つした。

　天てん神じんと茶ちや城しろは同時に「えっ」と声を漏らした。どうやら二人とも刑事ということしか知らなかったらしい。もちろん、慧けい吾ごたちも知らないことだった。

　光こう晴せいは、皆のそんな反応こそが予想外だったようだ。

「なんだよ、お前らみんな知らなかったのかよ。俺は何度もお世話になっているから分かんだよ。この人、公安だぞ。なぁ、そうだろ」

　儚はかなやオルガや琉る璃りは、いまだぴんときていないようだった。

　──公安警察。

　全てが繫つながる。どうして拳銃を持っているのか？　どうしてここにいるのか？　どうして琉る璃りを見ていたのか？

　悪い予感は当たっていた。

　前も後ろも道が崩れていく。自分の足元も崩れ、全てが落ちていくのを待っているだけだった。

　奈な津つ麦むぎは、大きくため息を一つつくと、光こう晴せいを睨にらみつける。壁から背中を離し、体をこちらへ向けた。

「あのね、もう少し頭の中で色々考えてから話しなさいよ、あんた」

「あん？　なんだよ、喧けん嘩か売ってんのか？」

　奈な津つ麦むぎは、はぁ、ともう一度ため息をついて、「せっかく泳がせてたのに──」と、うんざりした顔で首を振る。

　──ダメだ。

　慧けい吾ごは心の中で叫ぶ。

　奈な津つ麦むぎは、皆に向かって言う。

「そうよ。この元不良が言った通り、わたしは公安よ。監視と捜査のためにこのペンションにきたの。うちに、〈キョウシン教会〉が何かやりそうだってタレこみが入ったから」

　皆、その発言に驚き目を丸くさせ奈な津つ麦むぎの顔を見つめた。

　そこでようやくオルガもこの状況のやばさに気づいたらしい。隣に置いていた猟銃に一瞬ちらりと目を向けた。

　奈な津つ麦むぎは、ゆっくりとこちらに向かって歩いてきて、琉る璃りの前に立つと見下げながら言う。

「さぁ、わたしが話すよりもあんたが話したほうが早いでしょ。陽奏ひなた琉る璃り」

　やはり、もう何も隠すつもりも遠慮するつもりもないようだ。

　慧けい吾ごと儚はかなとオルガ以外の人たちは、まだ奈な津つ麦むぎの行動の意図が分かっていないようだった。

　琉る璃りは怯おびえ、席を立とうとしていた。

　だがその肩を強引に摑つかむと自分のほうへ体を向かせる。

「キョウシンは、本当に閉鎖的でね。教祖が誰なのか一般的には一切知られてない。まぁ、内部では『ファーザー』とかってくだらない呼ばれかたをしているみたいだけど。でも、公う安ちはもちろん摑つかんでいる。元々、〈キョウシン教会〉の『キョウシン』というのは、教祖の名前から取られたものだった。──陽奏ひなた京きよう真しん」

　その名前に、琉る璃りがビクリと肩を揺らす。

　奈な津つ麦むぎは、そんな琉る璃りに冷たい視線を向けながら言う。

「ねぇ、あなたにとっては二重の意味で、ファーザーなのかしら」
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　慧けい吾ごは、驚きながらも、どこか腑ふに落ちるところがあった。琉る璃りには、何かしらの秘密が隠されていると思っていた。

　儚はかなはもちろんのこと、オルガさえもその表情を見る限り知らなかったようだ。

　だが、それについて考えることはとりあえず後回しにした。

　琉る璃りは、今にも泣きだしそうになっていた。だが、奈な津つ麦むぎは、刑事の本領発揮といわんばかりに、追及を緩めようとはしなかった。

「あなたのお父さんが、今回のテロ事件の首謀者ということは知ってるの。ねぇ、あなたのお父さんは、ファーザーは、一体、何をしたの？」

　琉る璃りは、自分の父親を侮辱されたことに対する怒りと、責められている恐怖とで、遂ついに堪え切れず、大粒の涙をぽろぽろと零こぼし、「知らない」とだけ呟つぶやいた。

　それを見てオルガがいよいよ我慢できず、猟銃に手をかけようとする。

　だが、即座に奈な津つ麦むぎがそれに反応し、腰の拳銃を抜いてオルガに向けた。

「やめなさい。これは、お遊戯会じゃないの。泣いたからってすまされないのよ。一刻も早くどうにかしないと、本当にこの世界は、わたしたちは……終わる。それぐらい切羽詰まった状況なのよ！　さぁ、答えなさい、陽奏ひなた琉る璃り!!」

　だがやはり琉る璃りは、何も答えなかった。ただただ泣いて震えているだけだった。

「…………なのか」

　その声を聞いて、慧けい吾ごも思わず刀に手が伸びた。それほど、その声は殺気に満ちていた。相手を制するために、気を張り合う奈な津つ麦むぎやオルガのものとは明らかに質の違うものだった。

　発したのは、乾いぬい栄えい治じだ。あまりに憎ぞう悪おが込められすぎて、唸うなり声のように喉の奥から漏れていた。

「キョウシン……なのか？」

　乾いぬい栄えい治じは、血走った目を琉る璃りに向ける。

　先程、奈な津つ麦むぎは光こう晴せいに考えて話せと言ったが、慧けい吾ごはよっぽど奈な津つ麦むぎに対してそう言いたかった。こうなることは安易に想像できたはずなのだ。

　あの異様なフェンスを見れば。

　光こう晴せいが、その変わり様に慌てて立ち上がる。

「おい親おや父じ、落ち着け。まだ子どもじゃないか」

　だが、乾いぬい栄えい治じにはその声はおろか姿すら目に入っていないようだった。息を荒れさせ、両手で顔を覆う。指に力が入っていて、瞼まぶたや頰がずり上がり異常な顔になっていた。

「あぁ……スミレの中に、キョウシンが」

　光こう晴せいは、なおも呼びかける。

「そりゃ、お袋の名前だろ。お袋は死んだんだ」

　慧けい吾ごも椅子から腰を上げようとする。それほど切迫した状況だった。

　だが、それよりも一瞬早く──椅子が一瞬傾いた。

　さらに、ポタポタと肩に水滴が落ちてくる。触ると粘り気があり、臭かった。

　いや、臭いは水滴からではない。部屋全体に充満していた。

「何これ」と儚はかなが周囲を見渡す。

　ペンションの壁が、床が、全て肉になっていた。

　平たく硬質な木材であったはずなのに、今では真っ赤で押せば簡単にへこみそうなほど柔らかくなっている。ぬめぬめと濡ぬれて、脈打っている。まるで臓器の内部のように。

　いや、まるでではない。そこは、まさしく何かの腹の中であった。

　よく見れば、家具までもが肉になっている。

「うわぁぁぁ！」

　と真っ先に声をあげたのは、大た丘くだ。

　それに続いて、天てん神じんと茶ちや城しろが声を上げる。

　だが乾いぬい栄えい治じは、この生き物と化した建物に対し、気遣いを見せる。

「あぁ、異物を入れたから気持ち悪くなったんだね」

　そう言って、肉の壁を撫なで琉る璃りを睨にらみつける。

「おい、親おや父じしっかりしろ」と光こう晴せいが呼びかけるが、今や乾いぬい栄えい治じは先程までとは別人になっていた。

「大丈夫、排除する」

　乾いぬい栄えい治じはそう言って、琉る璃りに一歩一歩と近づく。

　オルガが琉る璃りを守るように前に立ちはだかり猟銃を構える。

　と、ガチャリと背後で音が鳴る。

　取り乱した大た丘くが、玄関の扉を開けて外に飛び出すところだった。

　よく見れば空間が狭まっていた。

　肉の壁が、床が、収縮していた。

　慧けい吾ごは皆に声をとばす。

「俺たちも出ましょう！」

　言うまでもなく、皆立ち上がり出口へと駆け始めていた。

　唯一光こう晴せいだけが、父を気遣い呼びかけていた。だが乾いぬい栄えい治じは肉の壁を擦りへらへらと笑っている。もう、誰の声も届いていないようだった。

　慧けい吾ごは、光こう晴せいの肩に手をかけもう一度「出ましょう！」と呼びかける。

　光こう晴せいも迫る肉壁に気づき、「くそっ！」と叫ぶと、慧けい吾ごと共に外へと飛び出した。
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　なんとか外に出て、改めて振り返り建物を見上げると外壁まで肉になっていた。

　ペンションは、大きな肉の塊として胎動していた。

「慧けい吾ご、やばいよ！」

　と儚はかなが呼びかけてくる。

　儚はかなの視線を追うと、一足早く飛び出していた大た丘くが、フェンスのゲートに取りつけられた南なん京きん錠じようを開けようとした。いつの間にか、鍵を持ち出していたらしい。

　だが、フェンスの向こう側には──あれが迫っていた。

　茶色く濁った肌に一切の毛がない、不気味な姿。そして、口。無数の口がその体のいたるところに傷のようについている。慧けい吾ごの家に現れたあの化け物──〈クチダケ〉だ。

　家にいたのは二十代前半の男性だったが、それは三十代半ばくらいの女性だった。

　嘆き声がここまで聞こえてくる。

「あぁ、許してください」「心は一つです」「今なら震えることができます」「ファーザー……」

　一心不乱にここから出ようとしている大た丘くには、その化け物の姿が見えていないようだった。

〈クチダケ〉は一体ではない。フェンスの向こうの木陰からゆらゆらと一体、また一体と姿を現す。

　ペンションはいつの間にか取り囲まれていた。

「やめろ、開けるな！」と光こう晴せいが叫ぶが、大た丘くは手を止めない。

「ふざけんな。僕はもう家に帰るんだ！」

　拳銃を手にしたままだった奈な津つ麦むぎが両腕を伸ばし構える。銃口はしっかりと大た丘くのほうを向いていた。

「やめろ！」

　光こう晴せいが飛びかかり、その手を押さえる。その衝撃で、思わず奈な津つ麦むぎは発砲してしまう。弾丸は、空に向けて飛んでいく。

「放しなさい。わたしたちも死ぬわよ」

「ふざけんな！　あいつは俺の舎しや弟ていなんだよ」

　二人は揉もみ合あいとなる。他の人たちはなんとか二人を引き剝がしたいが、いつ発砲されるか分からずうかつに近づけない。銃を持つもう一人のオルガは、琉る璃りを守ることで精一杯のようだった。

　琉る璃りは、「みんな」と声を震わせ〈クチダケ〉を見つめていた。知った顔がいくつかあるようだ。

「あっ、開いた！」

　そんなやり取りなど知る由よしもない大た丘くは、ついに南なん京きん錠じようを開けてしまう。

　大た丘くを撃たせないようにしていた光こう晴せいも「馬鹿野郎！」と怒鳴る。

　大た丘くは、巻かれた鎖を外しフェンスのゲートを開けようとしたところで、ようやく〈クチダケ〉の存在に気がついた。

「うわぁ、なんだよこいつ！」

　と叫んで尻餅をつく。

〈クチダケ〉が、開いたゲートに群がり始める。

　慧けい吾ごは、後ろを振り向く。

　肉の塊となった建物には戻れそうにもなかった。さらに、皆に叫ぶ。

「こいつに嚙かみつかれたら、俺たちもこれになります。気をつけてください！」

　光こう晴せいが、建物の脇に立てかけていた金属バットを手に取る。

　武器を持たない儚はかな、天てん神じん、茶ちや城しろ、琉る璃りは後ろへと下がり、慧けい吾ご、オルガ、光こう晴せい、奈な津つ麦むぎが前線へと立った。

　腰を抜かした大た丘くが、犬のように四よつん這ばいでこちらへ向かってくる。

　その背後には、何体もの〈クチダケ〉がおぼつかない足取りで向かってきていた。

　オルガが呟つぶやく。

「いただきます」

　直後、猟銃が火を噴く。

　オルガの体が大きくのけ反る。

　向かってきていた〈クチダケ〉の一体の頭が吹っ飛んだ。

　銃口から煙が上がっている。

　素早くボルトアクション。

　薬やつ莢きようが飛び出す。

　オルガは、もう次の射撃体勢に入っていた。

「いただきます」

　そう言ってもう一発。

　そのオルガを見て、奈な津つ麦むぎも拳銃を発砲する。

　こちらも腕がよく、〈クチダケ〉の眉間を撃ち抜く。

　それでも数が多く、二人の的にならなかった〈クチダケ〉が向かってくる。

「うりゃぁぁ！」

　金属バットを持つ光こう晴せいがフルスイングで〈クチダケ〉の頭を振り抜く。

　慧けい吾ごは、大きく息を吐きだす。

　自宅で斬ったときは、人が成り果てた姿とは知らなかった。

　そう、あれは化け物ではない。人なのだ。

　オルガの一発目で、頭を失った〈クチダケ〉は、瞬時に朱色の作さ務む衣えを着た人間に戻っていた。

　だが、斬らなければいけない。皆を守るために。

　儚はかなの言葉が頭に過よぎる。『慧けい吾ご、もっと自分を信じて』

　その真意は、分からない。分からないが、なぜか剣を鈍らせる。

　更には、別の声。あの自宅で聞いた謎の声。『だからお前は、天二才』

　それらを全て頭から追い払う。

　──明めい鏡きよう止し水すい。

　やらねばならい。

　肩の力を抜き、左手で鞘さやを握り、右手で柄つかを。

　素早く〈郷ごう暗あん〉を抜く。黒光りの刀が姿を現す。

　煌きらめき。

　目の前の〈クチダケ〉が自分の身に何が起こったのかも分からず慧けい吾ごに摑つかみかかろうとする。

　その上半身だけがボトリと地面に落ちる。

　姿が、〈キョウシン教会〉の信徒に変わる。

　慧けい吾ごは、それについて何も考えないことにした。

　呼吸を整え、次に来る〈クチダケ〉に備える。

　と、背後で叫び声が聞こえた。

「た、助けてくれ！」

　慧けい吾ごたちの防衛線をすり抜けた〈クチダケ〉の一体が天てん神じんに摑つかみかかろうとしていた。

　即座に奈な津つ麦むぎが銃を撃つ。〈クチダケ〉の眉間を撃ち抜く。

〈クチダケ〉は、信徒に戻り、そのまま前のめりに倒れ、摑つかんでいた天てん神じんの腰のポーチを引きちぎった。

　宙にいくつもの薬が撒まき散ちらされる。

　周囲を見ると、まだまだ〈クチダケ〉は増えようとしていた。

　慧けい吾ごは光こう晴せいに言う。

「正面のゲート意外に出口はないんですか？」

　光こう晴せいが金属バットを振って迫りくる〈クチダケ〉を食い止めながら言う。

「裏手だ。裏手に、もう一つある」

　もう、限界だった。皆に言う。

「逃げましょう！」

　慧けい吾ごは、納刀し、腰を抜かしたままの大た丘くに駆け寄る。

「立てるか？」

　涙と鼻水を垂らし、恐怖で顔を引ひき攣つらせていた大た丘くは、素早く顔を上下させる。

　慧けい吾ごは大た丘くの腕を摑つかんで強引に立たせる。

　そして、裏手へと駆けた。

　皆も、一斉に駆ける。

　肉の塊となったペンションを横切る。

　肉の塊の中から乾いぬい栄えい治じの「あっ、あっ」という声が漏れ聞こえてくる。すでに、中のスペースはほとんどなくなり乾いぬい栄えい治じは押し潰されようとしていた。

　慧けい吾ごは、ほんの何分か前に嗅いだコーヒーの匂いを思い出し、首を振った。

　やはり、もう、どこにも安全圏などないのだ。
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[image: habe a nightmare　──乾スミレの悪夢──]

　乾いぬいスミレは、首を振りたかった。否定したかった。

　だが、もはやそんな余力は残されていなかった。最新医療によってなんとか延命されているだけで、何もかもが疾とうに尽きていた。ギリギリのところで意識が保たれているだけだった。

　スミレの夫、乾いぬい栄えい治じが傍かたわらで手を取り、涙を流しながら懺ざん悔げしている。

　スミレは、その全てを否定したかった。こうなってしまったのは、あなたのせいじゃない。

　病は、人を選ばない。自分を責めることなんてないのだ。

　それは、スミレの本心であった。

　本当に、栄えい治じには感謝していた。自分の無茶を全て聞き入れてくれた。

　栄えい治じは、一人息子の光こう晴せいがぐれたのも自分のせいだと言っているが、そんなこと考えたこともない。第一、スミレは、光こう晴せいの育てかたを間違えたと思ったことは一度もなかった。むしろ、男気のある立派な人間だとすら思っている。

　栄えい治じの懺ざん悔げは続いているが、耳がだんだんと遠くなっていく。だが目つきが鋭くなったことで、何を言っているのか自おのずと分かった。

　──それも違う。

　スミレは、否定したかった。

　わたしがこうなってしまったのは、〈キョウシン教会〉のせいではない。あのお方のせいでもない。ファーザーのせいでもない。

　わたしが正しくなかっただけだ。共に震えることができなかっただけだ。

〈キョウシン教会〉では、心を一つにできない者は、来るべきときに〈クチダケ〉という化け物になると教えられている。そんなものにならずにすんだだけでも、わたしは救われている。

　ただ、もう少し彼らと共に、過ごしたかった。彼らと心を一つにしたかった。

　彼らは、自分たちの神様を作ろうとしていた。自分たちの世界を作ろうとしていた。

　信じる力を信じていた。とても純粋に。

　──あなたは、わたしが最後まで騙だまされていると思っていたみたいだけど、そうじゃないの。あなたが信じていなかっただけなのよ。

　蠟ろう燭そくの火が最後に一度大きくなるように、尽きる寸前、意識が少しだけはっきりとする。

　栄えい治じの声が聞こえた。

「あのペンションは、君との思い出だ。君の念願だ。あそこに宿るといい」

　それも違う、とやはりスミレは否定したかった。

　わたしの魂は、〈キョウシン教会〉のものだ。

　それが叶かなうように、命尽きるまで、唱えておく。始まりと終わりの言葉を。

　──『ネル・シス・カサハラク』
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[image: Chapter 4　『恐森』]
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　皆の荒れた呼吸音が、深い森に反響する。

　慧けい吾ごは、信念流の呼吸法で瞬時に呼吸を戻すと、耳を澄ます。

　どうやら撒まいたようだった。〈クチダケ〉の呟つぶやきは聞こえてこない。

　普段から陸上部で走り込んでいる儚はかなも、呼吸を落ち着かせたようで、真っ先に皆を気遣う声をかける。

「大丈夫ですか？」

　一番心配だったのが、〈クチダケ〉に体を摑つかまれた研修医の天てん神じんだったのだが、どうやらどこも嚙かまれていないようだった。ただ、薬を失ったことが相当こたえているようで、何度も「くそっ」と呟つぶやき、破れたポーチに手を当てていた。

　と、光こう晴せいが、地面に向かって思いきり金属バットを振り降ろしたかと思えば、大た丘くに怒鳴りつける。

「てめぇ、何をしたのか分かってんか!?」

　引き籠もりだった大た丘くは、誰よりも疲れ果てており、地面にへたれこんでいた。それでも、その体勢から光こう晴せいを睨にらみつける。顔は、涙と汗と鼻水でグシャグシャになっていた。

「うるさい！　あんたが僕をあんな化け物屋や敷しきに連れてきたのがいけないんだろ！」

「なんだとてめぇ」

　と光こう晴せいは再び金属バットを振り上げようとするが、そこでパンッと銃声が一つ鳴り響く。

　奈な津つ麦むぎが、空に向かって威嚇射撃をおこなっていた。だがそれは光こう晴せいを落ち着かせるためというよりも、自分に視線を集めるためのようだった。眼めを血走らせ、その銃口を琉る璃りに向ける。

「ねぇ、あれはなんなの？　あんたたち、一体何をしたのよ？」

　琉る璃りは、その勢いに恐怖を感じ、首を激しく横に振る。

「わたしは、何もしてない」

　いつもの強がりが出ないほど、怯おびえていた。

　オルガが間に入り、猟銃を構えようとする。さらに、都市伝説マニアの茶ちや城しろが、引き攣つった笑みを浮かべながら、両手を前に出して落ち着けというポーズを取る。

「ちょっと、皆さん落ち着きましょうよ」

　その茶ちや城しろにしても、眼鏡がずれており、やや冷静さを欠いているようだった。

　慧けい吾ごは、ほぼ無意識に鞘さやに手を伸ばす。

　爆発寸前だった。いつ、殺し合いが起きてもおかしくない。

　と、儚はかながぼそりと呟つぶやいた。

「考えませんか？」

　さらに、皆の顔を見渡し続ける。

「そう、それですよ！　今、やるべきことはそれじゃないんですか。皆、納得しているんですか？　ペンションが突然生き物になったり、口だらけの化け物が襲ってきたり、あんな夢みたいなことが起きて、納得しているんですか？　わたしは、してませんよ。──皆で話し合いましょうよ。この訳の分からない世界について、考えましょうよ。まずするべきことは、それでしょ。じゃないとわたしたち────死んじゃいますよ」

　儚はかなの思いは、全員にしっかりと届いたようだった。黙り込み、うつむき、改めて呼吸を整える。それは、儚はかなの本心から漏れた心の叫びであったのだが──いやそうであったからこそ──皆を冷静にさせることに成功したようだった。慧けい吾ごは、心底、儚はかなに感心した。素直であればあるほど、最短距離で相手に届く。まるで剣術の真理を見ているかのようだった。

　と、頰が濡ぬれる。

　──雨だ。

　まるで、神が皆の頭を冷やそうとしているかのようだった。

　まだ、存在しているのかは分からないが……。そもそも、存在していたのかすら分からないが……。
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　暑さもあったのだろう、すぐに本降りとなったが皆その場から動こうとはしなかった。

　ただオルガだけが、猟銃が濡ぬれるのを嫌ってか、木陰に入った。

　先程の儚はかなの言葉を受けて、まず口を開いたのは天てん神じんだった。

「実はね、最近僕の病院で、変なものを見たという患者が急増していたんだ」

「変なもの？」と儚はかなが問う。

「そう。見たというだけじゃなく、襲われたと訴える人までいた。さらに言うとね、僕もそれを見た。患者が話すものと全く同じものをね。何を見たかというと、血まみれの赤ちゃんと顔のないスーツの男だ。僕は疲れているんだと思った。実際、かなりオーバーワークだったし。それで休みを貰もらって、この山に来たんだよ……。ねぇ、先にこの現象に対する僕の仮説を言ってもいいかい？」

　慧けい吾ごと儚はかなは頷うなずいてみせる。他の皆も返事こそしなかったが、天てん神じんに注目していた。

　天てん神じんは、一呼吸空けて言う。




「僕は全部──幻覚だと思う」




　──『幻覚』？

　口がたくさんついた化け物や、肉の塊となったペンションが頭の中でフラッシュバックする。

「あれが、幻覚？」

　とても信じ難がたかった。

　天てん神じんは、慧けい吾ごの考えを読み取ったのか、小さく頷うなずいてみせる。

「言いたいことは分かるよ。でも、そうとしか説明できない。〈キョウシン教会〉が名づけた通り、この現象を【悪夢ナイトメア】と呼ばせてもらうが、【悪夢ナイトメア】とは、誰かが見ている幻覚を共有してしまうことだと思う」

「でも……」慧けい吾ごは、喉が渇き、うまく言葉が出てこなかったが、必死に頭を回転させ続けた。「じゃあ、〈キョウシン教会〉は何をしたんですか？　集団催眠とか？」

「どうだろう。似ているけれど、少し違うかもしれない。多分ね、僕たちは覚醒したんだ」

「覚醒！」と声をあげたのは茶ちや城しろだった。「あぁ、すいません。でも、それは面白い仮説ですね」

　不謹慎だと思ったのか、奈な津つ麦むぎが、冷たい視線を向ける。

　茶ちや城しろはそれでハッとしたのか、一度咳せき払ばらいをしてから続ける。

「……これは、都市伝説の話ですけど、人類には元々そういう能力があったと言われています。ミラーニューロンとか共感能力とかそういうやつっす。もっと簡単にいえば、テレパシーです。天てん神じんさんが言いたいことはそういうことっすよね。誰かが作り出したイメージをテレパシーで感じ取って見てしまっていると」

　天てん神じんは、茶ちや城しろの勢いにやや戸惑いながらも頷うなずく。

「さっき話した患者の話だけど、精密検査をしたときに脳を調べてみたんだけど、ある分野が活発に動いていたんだ。──松しよう果か体たい」

『松しよう果か体たい』──その言葉で、茶ちや城しろのテンションがさらに上がる。

「またまた都市伝説の話で申し訳ないんですけど、松しよう果か体たいは、うちら界かい隈わいでは、めちゃくちゃ有名で、今はあんまりつかわれていない脳の器官なんすけど、そこを解放すると、第三の目、チャクラが開くと言われているんですよ！」

　一気に分からない言葉が溢あふれ、頭が混乱する。他の皆も同様のようだった。慧けい吾ごは整理する。

「つまり、〈キョウシン教会〉はなんらかの方法で、皆の脳を覚醒させ、それによって共感する能力が拡張され、誰かが見ているイメージを共有できるようになったってことですか」

　天てん神じんは、しっかりと頷うなずく。

　紙に水滴を一つ落とすように、少しずつだが『幻覚』という言葉が頭に浸透していく。だが同時に疑問も増えていく。

「じゃあ、今俺がリンゴをイメージすれば、皆に見えますか？」

　天てん神じんは首を振る。

「いや、多分できない。僕も同じようなことを考えて、何度かやってみたけどできなかった。おそらく、イメージにはリアリティがないといけないんじゃないかな。なんだか矛盾しているようなことを言うようだけれどね。何度も繰り返し時間をかけて思い描いたものじゃないといけないんだ」

　と、光こう晴せいが口を開く。

「親おや父じは、あのペンションにお袋の魂が宿っていると思い込んでいた。それで、ペンションが生き物みたいになっちまったのかもしれねぇ」

　さらにオルガが呟つぶやいた。

「わたしが見た金色の熊も、じいじの幻覚だったのかもしれない」

　慧けい吾ごは、思い出す。

　ショッピングモールで見た、グレゴリーを。白い壁を。空を覆い尽くした炎の絨じゆう毯たんを。

　そういえば、我を失っていた女性の顔には火傷やけどの痕があった。慧けい吾ごたちはその女性をエレベーターの中に閉じ込め、女性は更に気を動転させていた。その直後、炎の絨じゆう毯たんが現れた。

　──あれは、あの女性の幻覚？

　さらに、グレゴリーは遠くで大きな音が聞こえた後、消えた。あれは、影かげ見みタワーから突き落とされた女の子が地面に叩たたきつけられた音だった。となると、女の子がグレゴリーを生み出したのか。

　そして──。

　自分自身のことを振り返る。

　二週間前に俺が意識を失ったのは、【悪夢ナイトメア】が関係しているのかもしれない。真っ暗闇の極限状態であれば、幻覚を見てもおかしくない。【悪夢ナイトメア】によって生み出された己の影と戦い、そこで意識不明となったのではないだろうか。

　奈な津つ麦むぎが、歯をギリッと鳴らす。見ると顔が怒りに満ちていた。

「ファーザーは、信徒を洗脳して、教典と同じ世界を幻覚によって再現させた。神の首、コウノトリ、白い壁、〈クチダケ〉……」

　そう言って、その怒りの表情を琉る璃りに向ける。

「ねぇ、あなた本当に、心当たりはないの？　ファーザーが何をしたのか？」

　オルガは、雨を避けるために琉る璃りから少し離れており、「おい」と声を飛ばすことしかできなかった。

　だが琉る璃りは、これまでとは違い、なんとか立ち向かおうとしていた。自分が置かれている立場を真摯に受け止め、向き合おうとしていた。リスのリュックをギュッと握り、必死に記憶を辿たどろうとする。

　いつの間にか雨が止やんでいた。晴れ間が現れ、琉る璃りの顔を照らす。

　そして、琉る璃りがぼそりと言った。

「あの人が現れてから、色々起きた」

「あの人って？」と奈な津つ麦むぎが問う。

「──マツギって名前のおじさん」




　　　　３




　真ま継つぎ静せい正しよう、と奈な津つ麦むぎが呟つぶやく。

　その名前に、天てん神じんと茶ちや城しろが反応する。心当たりがあるようだった。だが、それ以外は慧けい吾ごも含め、顔を見合わせて頭上にクエスチョンマークを浮かべる。天てん神じんと茶ちや城しろが説明してくれる。

「それなりに名の知れた考古学者だ」

「テレビにも何度か出たことがありますよ。確か、言葉の研究をしていたっす。どうして、世界には、こんなに言語がたくさんあるんだろう、始まりの言語は何だったんだろうって」

　──始まりの言語。

　さらに奈な津つ麦むぎがつけ加える。

「うちにも真ま継つぎが〈キョウシン教会〉と接触したという情報が入っていた」

　うちとは公安のことだろう。

　琉る璃りがまたしても間をおいて言う。

「真ま継つぎさんがファーザーに渡したの。……石を」

「石？」と奈な津つ麦むぎが鋭く反応する。

　琉る璃りが脅おびえながら頷うなずく。

「お父さんは、『バベルの石』って呼んでた」

　今度は皆黙った。『バベルの石』という言葉から読み取れる情報を頭の中からひねり出そうとしているようだった。

　奈な津つ麦むぎが顎に手を当てて呟つぶやく。

「それか」と。

　言葉が続くのを待っていると、自分でも考えをまとめるようにこう続けた。

「公安の資料には、真ま継つぎが南アフリカの遺跡から何かを持ち出したことが記載されていた。南アフリカにある人類化石遺跡群の周辺にある未開の洞窟を発見し、そこから運び出したって。公安は殺人ウイルスのようなものを疑っていたけど、その『バベルの石』がそうなのかも。それは、何ができるの？」

　琉る璃りは一度首を振ってから答える。

「分からない。でも、その石には、穴がたくさん開いていて、振ったら音が鳴った。笛みたいに。それは、女の人の声みたいで。真ま継つぎって人が『始まりと終わりの言葉』だって。それを聞けば、皆変わるって」

　奈な津つ麦むぎが、「言葉？」と琉る璃りに詰め寄る。

「ちょっと待ちなさいよ。その言葉で、こんなことになったっていうの？」

　琉る璃りは、肩をすくめて目に涙を浮かべる。

　儚はかなが、怯おびえないように優しく呼びかける。

「その言葉って覚えている？」

　琉る璃りは恐る恐る言う。

「皆も知っていると思う。あの、呪文みたいなの」

　ほぼ同時に、何人かが呟つぶやいた。




　──『ネル・シス・カサハラク』




　茶ちや城しろが、「そうっすよ、そうっす」と自らを鼓舞するように興奮していく。

「さっきの松しよう果か体たいの話ですけど、都市伝説マニアの間では、元々人間に備わっていた力を誰かが大昔に取り上げたってことになっているんです。管理しやすくするために。取り上げた人は誰なのか、それは色んな説があって、宇宙人という人もいれば、秘密結社という人もいます。まぁ、それは誰でもいいんですけど、その話とバベルの塔の話をくっつけた人がいるんです」

　真ま継つぎって考古学者が〈キョウシン教会〉に持ち込んだ不思議な石の名も『バベルの石』だ。

「バベルの塔は、人間が神に近づくために天高く作り上げていたんですけど、神がそれに怒って元々一つだった言葉を分けたといわれているんです。でも都市伝説では、言葉を奪ったんじゃなくて、言葉を与えたんじゃないかといわれています。つまり、松しよう果か体たいが機能していた時代には、テレパシーがあったため、言葉そのものが必要なかった。だがあるとき、誰かが（神でも宇宙人でもいいんですが）その力を取り上げた。バベルの塔で──。

　そこから、人は言葉を使うようになった。その封印を、その『始まりと終わりの言葉』が解いたんじゃないんですか！」

　あの言葉が、原因であることはほぼ間違いないだろう。

〈キョウシン教会〉は、ずっと大人しくしていたのに、ここ最近その言葉を呟つぶやきながら練り歩いていた。〈クチダケ〉も呟つぶやいていた。

　茶ちや城しろは、まだ話したりないのか、興奮そのままで続ける。

「サブリミナルみたいな感じで、色んな所にその音、言葉を紛れ込ませて、皆に広めていったんじゃないっすか。ウイルスみたいに。キョウシンは、動画を出してたんっすよ。ほとんど陰謀論の話だったんですけど、割と都市伝説マニアの間では人気だったんです。その動画にも入っていたのかも。その『始まりと終わりの言葉』が」

　慧けい吾ごは、頭の中で恐ろしい想像を膨らませる。

　ショッピングモールで、マスコミのヘリが墜落しているのを目撃した。今頃、白い壁の向こうでは、大騒ぎになっていることだろう。〈キョウシン教会〉についても報道されているはずだ。

　その過程で、『始まりと終わりの言葉』が爆発的に広まっているのではないか。

　それが、ファーザーの狙いだったとしたら……。この世界はもう──。

　奈な津つ麦むぎが琉る璃りに再び問いかける。

「そのバベルの石ってのは、まだ施設に残されているの？」

　琉る璃りは、少し自信なさげに頷うなずく。「多分」

「だったら、施設に行きましょう」

　奈な津つ麦むぎはそう言って、皆に呼びかける。

　だが、「いやだね！」と間かん髪はつ入いれずに大た丘くが否定する。

「なんで、そんなとこ行かなきゃいけないんだよ。僕は家に帰るよ」

　奈な津つ麦むぎは、そんな大た丘くに冷たい目を向けた。

「えぇ、あなたは帰りなさい。別にあなたについてきて欲しいなんて思ってないわ。さっきも皆を危険にさらしたんだし」

　大た丘くは、露骨に舌打ちし、奈な津つ麦むぎを睨にらみつけるが、逆に睨にらみ返されるとすぐに伏し目になり、爪を嚙かむ。

「──俺も反対です」

　慧けい吾ごも待ったをかける。大た丘くの態度には問題があるが、今はそんなことどうでもいい。

「石が本当にあるとは限らないし、あったとしてもこの状況が改善されるかどうかは分からないんですよ。あの化け物がいっぱいいるかもしれない施設にわざわざ行く理由がないんじゃないですか？」

　奈な津つ麦むぎは、慧けい吾ごに体を向け、両腕を組んで答える。

「いや、多分『バベルの石』があれば、この現象は終わる」

　天てん神じんが言う。「その根拠は？」

「『始まりと終わりの言葉』って真ま継つぎは言ってたんでしょ。なら、これを終わらせる言葉がその石にあってもおかしくないじゃない」

　天てん神じんは、少しだけ嘲笑のような笑みを浮かべ、手を顔の前で振る。

「いや、それじゃ十分な根拠になってないですよ」

　そんな天てん神じんを奈な津つ麦むぎは睨にらみつける。さらには、ぐるりと見渡し、皆にその鋭い視線を向ける。

「じゃあ、どうするわけ、あなたたち？　ずっと隠れているの？　白い壁が幻覚だったとしても、この現象の真っただ中にあるわたしたちには、本物と何ら変わりないのよ。ここからは、どうしたって出られないの。だったら、少しでも元に戻せる可能性があるんだったら、それに懸けるしかないじゃない」

　反論の余地がない、正論だった。皆、言葉を失って、うつむいた。

　と、琉る璃りがぼそりと呟つぶやいた。

「二つ音がした」

「えっ？」と皆一斉に琉る璃りの顔を見る。

　琉る璃りは恥ずかしそうに顔を赤らめながらも、勇気を振り絞って続ける。

「石を右に振るのと左に振るのとで、音が違ったから言葉は二つあると思う」

　慧けい吾ごは、頭の中でもう一度唱えてみる。

　──『始まりと終わりの言葉』
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　結局、奈な津つ麦むぎに押しきられる形で、慧けい吾ごたちは〈キョウシン教会〉の施設がある場所へと歩き始めた。

　それでも、納得しきれていないのか、疲れているからか、皆の足取りは重かった。

　特に大た丘くはずっと不満を述べていた。先程、奈な津つ麦むぎに付いてこなくていいと言われたことに、腹を立てているのだろう。

　森の獣道を抜け、車が通れる国道へと出る。

　慧けい吾ごは、歩きながら【悪夢ナイトメア】について改めて考えていた。

　これの恐ろしいところは、すでに全員が『始まりと終わりの言葉』をいつの間にか聞いてしまっていることだった。それは『感染』という言葉に置き換えてもいい。誰がいつ、どんな【悪夢ナイトメア】を発症するか分からないのだ。そして、その【悪夢ナイトメア】は人間を実際に殺す力を持っている。

　さらにもう一つ──。

【悪夢ナイトメア】について厄介な問題がある。

　それについて、この中で何人が気づいているだろうか？

　慧けい吾ごは、順番に顔を見返す。

　儚はかな、オルガ、琉る璃り、光こう晴せいさん、大た丘く、天てん神じんさん、茶ちや城しろさん、奈な津つ麦むぎさん……。




　一時間ほど歩いたところで、ピタリと皆の足が止まる。

　慧けい吾ごの隣に立った儚はかなが苦々しい声で呟つぶやく。

「あぁ、ここに出るんだった……」

　慧けい吾ごたちの目の前に立ちはだかったのは、古いトンネルだった。

　大た丘くも恐ろしげな声でそれを見ながら呟つぶやいた。

「お化けトンネル」

　慧けい吾ごが皆に説明する。

「ここは、地元では有名な心霊スポットなんです」

　茶ちや城しろはそれだけで分かったらしい。眼鏡のブリッジをあげながらトンネルの入り口を見入る。

「あぁ、ここがそうなんっすか。上半身しかないお婆ばあさんに追いかけられるやつっすね」

「別の道で行こうよ」と儚はかなが不安げな声で提案する。

　それを光こう晴せいが茶化す。

「おい、雷神、なんだよビビってんのか？」

「いや、ビビってるわけじゃないですけど、ほら誰かの【悪夢ナイトメア】が現れるかもしれないから言ってるんですよ」

　明らかに儚はかなは光こう晴せいの言う通りビビっていたわけだが、一理ある。

　これまでの経験からいって、【悪夢ナイトメア】は、恐怖によって発動しやすい。天てん神じんが【悪夢ナイトメア】を生み出す条件を『強く何度も思い描いたもの』と言っていたが、トラウマがまさしくそうだろう。〈キョウシン教会〉もそれを利用してこの状況を作り出したのだ。なるべく恐怖を感じやすい場所は、避けるべきだった。

　だが、奈な津つ麦むぎが「いや、あれを見て」と指さす。

　中が暗くて気づかなかったが、一台の車が止まっていた。

「あれが使えるんだったら、移動も楽になる」

　そう言って奈な津つ麦むぎは、一人ズカズカと前へ進んでいく。

　慧けい吾ごも気になったので、他の皆に「無理そうならトンネルの前で待っていればいい」と断って中に入った。

　結局、トンネルの前で待っている者は誰一人いなかった。

　意外にも琉る璃りが平然としていたため、大人たちは、恥ずかしくなったのかもしれない。儚はかなも、足がすくんでいたが、慧けい吾ごのシャツの背中のあたりをつまみながら、なんとかついてきていた。

　奥へと進むと、車の輪郭が見えてくる。

　それは──自衛隊のトラックだった。

　皆、口にはしないが、それがこんなところに無造作に止まっている意味を理解したようだった。

　国が動いている。だが、うまくいっていない。

　これはつまり、そういうことだった。

　トラックは、トンネルの壁にぶつかった状態で停止しており、運転席の扉が開いている。

　さらに、そこから足がはみ出ているのが見えた。迷彩服だったのでおそらく自衛隊員だろう。

　一気に皆に緊張が広がる。

　先頭を歩いていた奈な津つ麦むぎが皆に向かって手を広げ、銃を構える。

　そして忍び足で一歩ずつトラックへと近づいていく。

　だが、運転席を覗のぞきこむと、銃を下ろして、こちらに声を飛ばしてくる。

「大丈夫よ！　でも、死体があるから見たくない人は来ないほうがいい」

　皆、顔を見合わせたが、結局トラックのほうへと近づいた。死体を見ることに抵抗感が薄れているのもあるだろうが、それ以上にわずかな情報でも目を背けてはいけないという思いが強かったからかもしれない。

　──サバイバル。

　そんな言葉が慧けい吾ごの脳裏に過よぎる。

　運転席にいたのは、やはり自衛隊員のようだった。

　髪を短く刈り込んだ三十代くらいに見える体格のいい男が、首から血を流し死んでいた。開いたジッポライターのように、頭を大きく後ろに倒し、両腕をだらりとさせている。

　その右手には、十じつ徳とくナイフ。顔には、恐怖が張りついたままだった。

　その死体そのものにも怖さがあったが、自衛隊員がこんなところで死んでいるという事実がやはり恐ろしかった。

　自衛隊員でも【悪夢ナイトメア】には太刀打ちできないのだ。

　奈な津つ麦むぎは、運転席を覗のぞきこむと、舌打ちをする。

　キーが挿さっていなかったからだ。

　そのまま躊ちゆう躇ちよなく、死体のポケットをまさぐり始める。

　思わず儚はかなから「ちょっと」と声が出たが、すぐに奈な津つ麦むぎに睨にらみ返された。

「何？　わたしはこういうのも含めて、見たくなければ見なくていいっていったのよ。あんたの無駄な正義感や倫理観が皆の一つ一つの判断を遅らせているって、気づきなさい。じゃないと、あんた……誰かを殺すわよ」

　儚はかなは、反論したいようだったが、ぐっとそれを喉の奥にしまった。

　結局、車のキーは見つからなかった。どころか、車の中にはほとんど何も残されていなかった。あったのは、死体と懐中電灯くらいだ。

　その懐中電灯で、トンネル内も探してみたが、やはり何も出てこなかった。

　だが、車は動くようだ。

　光こう晴せいがボンネットを開けてそれを確かめてくれた。

「キーがなくても動かそうと思えば動かせるぞ。ちょっと、時間はかかるけどな」

　奈な津つ麦むぎが即座に答える。

「じゃあ、やってちょうだい。わたしも手伝うわ」

　奈な津つ麦むぎはそう言って、まるで物を右から左へ動かすように、死体を運転席から引きずり降ろした。何人かそれについて顔をしかめる者はいたが、もう誰も何も言ったりはしなかった。
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　光こう晴せいと奈な津つ麦むぎが、トラックを動かすための作業をしている間、慧けい吾ごたちは周囲を警戒することになった。

　二手に分かれてトンネルの出口を見張る。片側は、慧けい吾ご、儚はかな、天てん神じん。もう片側は、オルガ、琉る璃り、茶ちや城しろ。

　大た丘くだけは、まだ奈な津つ麦むぎに言われたことを引きずっているのか、いじけた子どものようにトンネル内で座り込み、一人ブツブツと何やら言っていた。

　儚はかなは、お化けトンネルの中にいるよりは、よっぽどいいらしく顔に活気が戻っていた。

　だが、それでもあの〈クチダケ〉がいつ現れるか分からず警戒心は緩まない。

　山全体に霧がたち込め始めていた。先程降った雨のせいだろう。

　慧けい吾ごは、周囲に気を配りながらも、天てん神じんに気になっていたことを尋ねてみた。

「あの、少し天てん神じんさんに医者としての意見を聞きたいんですけどいいですか？」

「僕が教えられる範囲ならね。医者と言っても研修医だから」

　天てん神じんはそう言って優しく微ほほ笑えみ返す。

「あの運転席にいた人は、やはり自殺ですか？」

　隣の儚はかなが、思わずトラックの横で放置されている死体に目を向ける。

　首が搔かっ切きられた死体。

「そうだね。僕は検死官じゃないから確かなことは言えないけれど、ほぼ間違いないだろう。慧けい吾ご君の見立ては違うのかい？　例えば、誰かに殺されてから右手にナイフを握らされたとか」

「いえ。俺が聞きたいのはそういうことじゃなく──」

　ここまではただの確認、ここからが本題だった。

「【悪夢ナイトメア】に傷を負わされたら、実際に傷つくのかなって……」

　あの自衛隊員が生み出した【悪夢ナイトメア】が首を搔かっ切きって殺したということはないのだろうか。

「あぁ」と天てん神じんさんはようやく質問の趣旨を理解したようだった。

「それは考えていなかったな、可能性はあるね。ただ、その【悪夢ナイトメア】が今も存在していた場合は、だよ。【悪夢ナイトメア】はやはり幻覚だからね。あの隊員が生み出した【悪夢ナイトメア】ならば、隊員が死んだと同時に消えているはずだから、僕たちには傷も見えないはずだ」

「なるほど」

　それは、概おおむね慧けい吾ごの仮説どおりだった。

　だが、隣で聞いていた儚はかなには理解できなかったらしい。

「何、どういうこと？　わたしにも分かるように言ってよ」

　勝手に会話に加わって何を、と慧けい吾ごは思うが、天てん神じんが、答えてくれる。

「【悪夢ナイトメア】が消えるまではね、その【悪夢ナイトメア】がおこなった行動の痕というのかな、そういうのは残るんだ。例えば、犬の【悪夢ナイトメア】に嚙かみつかれたら、その【悪夢ナイトメア】が消えるまでは、ずっとその痕が残る。嚙かみつかれた人は、実際に痛いし、周囲の人にもその傷は見えている。そして、もう分かっているだろうけど【悪夢ナイトメア】は人を殺すこともできる。犬の【悪夢ナイトメア】が頸けい動どう脈みやくを食いちぎれば、出血多量で死んでしまう。実際には血が流れていなくてもね。だから、自身が生み出した【悪夢ナイトメア】に殺されることもある。けれど、死ねばその人が生み出した【悪夢ナイトメア】も消える。消えれば、【悪夢ナイトメア】の痕も消える。だから、あの自衛隊員の首を搔かっ切きったのが【悪夢ナイトメア】であるならば、あの自衛隊員が自ら生み出した【悪夢ナイトメア】ではなく、別の人間が生み出した【悪夢ナイトメア】でなければならないという話だ。僕たちに自衛隊員の傷が見えているからね」

「あぁ、なるほど」と儚はかなは、おそらく分かっていないのに頷うなずく。もう理解することを諦めたらしい。

　だが慧けい吾ごには、十分に実りある会話だった。

　一つ危惧していたことに確信を得た。

　と、儚はかながこれ以上置いてけぼりにされたまま会話を続けられたくなかったからか、「ねぇ、ところで」と話題を変えてくる。

「大た丘くのこといいの？」

　確かに慧けい吾ごも気にはなっていた。ペンションのフェンスを開けたことで、皆から反感を買ったままなのに、本人にはその自覚がなく身勝手な行動をとり続けている。このままいけば、いずれ排除されてしまうかもしれないし、その前に大た丘くが内に秘める【悪夢ナイトメア】を呼び起こしてしまう可能性もあった。

「ちょっと声かけてきてあげたら」

「いや」と慧けい吾ごは周囲と天てん神じんに目を向ける。

　そうしたいのはやまやまだが、この場を離れるのは危険な気がした。

　だが、天てん神じんが「ここは大丈夫だよ」とまたしても優しく微ほほ笑えみ返してくれる。

「そうだよ、わたしもいるしね」

　と儚はかなも笑う。

　慧けい吾ごは二人の気持ちを汲くみ、「分かった」と大た丘くに声をかけることにした。




　トンネル内に戻り、壁に背を預けた体勢で座り込む大た丘くに近づく。中は薄暗いこともあり大た丘くの陰険さが強調されているような気がした。

「大丈夫か？」

　大た丘くは、声だけで慧けい吾ごだと分かったらしい、立てた膝に顔をうずめたまま答える。

「お前はいいよな、刀持ってて。こんなメチャクチャな世界でも皆に頼りにされて、いつも儚はかなさんと一緒にいて……。マウントとれて嬉うれしいだろ。気持ちいいだろ」

　悪意を向けられているのは分かったが、特に怒りは湧いてこなかった。いきなりこんな過酷な世界に放り込まれて、辛つらいのだろうとむしろ同情してしまう。

「お前にだってできることはあるだろ」

　ハッと大た丘くは自虐的な笑い声をあげる。

「教えてくれよ、僕に何ができるんだよ。中二からずっと引き籠もってゲームしかしてこなかった僕にさ」

「でも、お前にも家族がいるだろ。家族のことを心配しているからこそ、家に帰りたいといったんじゃないのか？　その人たちのためにも前向きに生き抜こうと思わないのか？」

「別に家族のことなんか、何も思ってないよ。ジジイもババアも僕をあの暴力的な男に売ったんだぞ。僕はただ家に帰りたいだけなんだよ。帰ってまた引き籠もりたいんだよ。っていうかさ……」

　とそこで大た丘くはようやく顔を上げる。なぜかその顔は笑っていた。悪意に満ちて口と目が醜く歪ゆがんだ笑みだった。

「そうだよ。お前とそこだけは一緒だったな」

「なんだ、どういうことだ？」

「僕の両親もクソだけど、お前の親おや父じもたいがいだったな」

　その言葉と同時に、慧けい吾ごの頭をパシンと竹刀しないで叩たたく親おや父じの姿が蘇よみがえった。

　体全身がビリビリと痺しびれる。




　──なぜか、今の今まで親おや父じのことを一切忘れていた。




　慧けい吾ごが失った記憶は、洞窟での修行だけではなかったのだ。

　一度、思い出すと洪水のように記憶が蘇よみがえる。

　慧けい吾ごが物心ついたときには、母と離婚しており慧けい吾ごはずっと父親と二人で生きてきた。

　厳しくも優しい親おや父じ。そして、俺の憧れ──。

　そうだ、俺のことを『天二才』と呼んでいたのは、親おや父じだ。

　あれは、親おや父じの声だったんだ。

　──なぜだ、なぜ、俺は親おや父じのことを忘れていた。

　というか、親おや父じは今、どこにいるんだ？

　途端に気になる。家にはいなかった。……はずだ。

　どこにも見えなかった。そうだ、道場の扉が閉まっていた。親おや父じは、毎朝、俺よりも早く起きて道場の掃除をして、換気のために扉を開けていた。

　会話を切り上げ、すぐに儚はかなに聞きに行きたかった。

　だが、それより先に大た丘くが悲鳴を上げた。

「うわぁぁ！」

　その声に、皆の視線が一気に集まる。

　大た丘くは、恐怖で顔を凍りつかせ、トンネルの壁を指さしていた。

「──ナッ、【悪夢ナイトメア】だ！」

　その視線の先で影が蠢うごめいていた。闇よりもずっと濃い影。それがユラユラと揺れていた。

　さらに、右の肩にぽたりと何かが落ちてくる。

　よく見れば、それは一匹のムカデだった。

　慧けい吾ごは素早くそれをはらい落とす。

　だが、ポタポタと何匹も落ちてくる。大た丘くの頭にも。

　大た丘くは、「ぎゃぁぁ!!」と先程よりも大きな叫び声をあげて、腰を抜かしたまま足をバタバタさせ虫を必死に払いのける。

　さらに狂ったように喚わめく。

「なんでこんなことになるんだよ！　だから僕は家にいたかったんだ！　僕はライムと『神界ラビリンス』をクリアしなくちゃいけないんだ。僕の光戦士……僕は光戦士だったのにぃ！」

『神界ラビリンス』とはおそらくゲームの名だろう。

「黙りなさい！」

　そう言ってトラックの中にいた奈な津つ麦むぎが飛び出てくる。

　手には、拳銃が握られており、銃口は大た丘くのほうを向いていた。

「これは、あなたの【悪夢ナイトメア】なの？」

　と、大た丘くが瞬間的に右手を後ろに回した。

　それは少し違和感のある動きだった。

　それに……。

　ほんの一瞬だったが、慧けい吾ごにはその手が──光っているように見えた。

　だが、今はそれどころではない、咄とつ嗟さに大た丘くの前に立ち壁になる。

「やめてください！」

　先程の天てん神じんとの会話で得た確証が頭の中で蘇よみがえる。




　──【悪夢ナイトメア】は、それを生み出した人を殺せば消える。




　慧けい吾ごは、これを危惧していた。これに何人の人が気づいているのか気になった。おそらく、天てん神じんは気づいている。実際に視界の端で見える天てん神じんは、奈な津つ麦むぎの行動に顔を青くさせ、冷や汗までかいていた。さらに、奈な津つ麦むぎも気づいている。そして、遅かれ早かれこれがきっかけで皆も気づくことになるだろう。

　これこそが【悪夢ナイトメア】の真の恐ろしさだと慧けい吾ごは思う。

【悪夢ナイトメア】は存在しないが人を殺すことができる。そんなものに現実の慧けい吾ごたちが対抗することはできない。

　やれるのは、【悪夢ナイトメア】を生み出した者を殺すことだけ。

　それが分かれば、きっと殺し合いが起きる。

　現に奈な津つ麦むぎは、大た丘くを殺そうとしている。

　慧けい吾ごは両手を広げたまま、奈な津つ麦むぎに向かって一歩前に出る。

「大た丘くが生み出した【悪夢ナイトメア】だとは、限りませんよ」

　正直言うとそれは半分噓うそだった。先程、大た丘くの手が光ったのを見た。それまで大た丘くが取り乱すのも見た。タイミングを考えれば、大た丘くが生み出した可能性が最も高い。

　だが、１００％ではない以上、いやたとえ１００％でも殺させたくはなかった。

　トラックの中で作業していた光こう晴せいも顔を出す。

「おい、あんた俺の生徒に何しようとしてんだよ！　傷つけるつもりなら、俺はもう作業しねぇぞ、くそったれ！」

　と、すぐ近くでガサガサと耳みみ障ざわりな音が聞こえる。

　それは、とてつもなく大きなゲジゲジだった。

　トラックのほぼ半分くらいのサイズで、体の表面に白い水玉模様がついており、見ているだけで不愉快にさせる姿をしていた。

　奈な津つ麦むぎは、即座に狙いをそちらに向け、躊ちゆう躇ちよなく一発銃弾を撃ち込む。

　銃声がトンネル内に響き渡る。

　銃弾は、見事に巨大ゲジゲジの体に命中し、大きな弾痕と共に黄色い液体がはじけ飛ぶ。

　ギュルルと大きなゲジゲジから聞いたこともない音が聞こえ、そのまま息絶える。

　慧けい吾ごは、それを見て即座に腰の〈郷ごう暗あん〉を抜く。そして、足元に落ちていたムカデに刃を突き立てる。すると、ゲジゲジと同じように、黄色い液体を吹き出してムカデも死ぬ。

　──死ぬのだ。

　そういう【悪夢ナイトメア】なのだ。誰かが、そういう【悪夢ナイトメア】を生み出したのだ。

　慧けい吾ごは皆に声をかける。

「この虫、殺せます」

　そう言って虫に向かって刀を振る。人と違って心構えはいらなかった。だが、協力してくれたのは、儚はかなとオルガだけだった。どうやら他の人たちは虫が苦手らしい。

　小さいものは足で踏んづけ、大きなものはそれぞれ持っている武器を使った。

　奈な津つ麦むぎが光こう晴せいに檄げきを飛ばす。

「今のうちにメドつけて！」

「分かってるよ！」と光こう晴せいも答える。

　と、なんとか時間稼ぎをしようとする慧けい吾ごたちを見て、他の人たちも勇気を振り絞って虫を踏んづけ始める。なんと、大た丘くすらも立ち上がり、虫を殺していた。

「この虫けらっ！」

　皆とは違うベクトルに思えたが、立ち上がってくれたのならそれでいい。

「あっ、やばい……。やばいっすよ！」

　叫んだのは、茶ちや城しろだった。

　虫のことを言っているわけではないことはすぐに分かった。同時に聞こえてきたからだ。

　あの無数の囁ささやき声ごえが。嘆き声が。

　トンネルの出口の向こう側、たちこめた霧からゆらゆらと歩いてくる〈クチダケ〉が現れた。

　何体もいる。

　と、ドドドとエンジンが鳴る音がトンネルに響く。

　車が動き始めたのだ。

　奈な津つ麦むぎが叫ぶ。

「早く乗りなさい！」

　大た丘くが真っ先に駆け、トラックの荷台のカバーをめくりあげ、飛び乗った。それを見た他の者たちも後に続く。

　運転席では、奈な津つ麦むぎと光こう晴せい、どちらが運転するかで揉もめているようだった。二人の位置的に、先に運転席に座ったのは光こう晴せいだったが、渋っている。

「おい、俺は免停中なんだよ」

「ふざけないでよ。そんなこと、今はどうでもいいでしょ。席を代わっている暇なんてないじゃない！」

　慧けい吾ごは、心の中でこの争いにオルガが加わらなくてよかったと思った。

「くそっ」と光こう晴せいはハンドルを叩たたき、諦めがついたようだった。

　慧けい吾ごも刀を鞘さやに収め、荷台に飛び乗る。あとは、オルガと琉る璃りだけだった。

　オルガが琉る璃りの手を引っ張り荷台へと飛び乗る。

　だが、すぐそばまで迫っていた〈クチダケ〉が手を伸ばす。その手は琉る璃りのリスのリュックを摑つかんだ。

「あっ」

　とリスのリュックの肩掛けが千切れ、琉る璃りの背から離れる。

　琉る璃りは、それを見てまた荷台から下りようとする。だが、それをオルガが止める。

「諦めろ」

　だが琉る璃りは、首を振る。

「ダメ、あれ両親に初めて買ってもらったやつだから」

　そう言って琉る璃りは、荷台を下りた。そして、地面に落ちたリスのリュックを摑つかむ。

　運転席から光こう晴せいが叫ぶ。

「ダメだ、もう待てない出すぞ！」

　光こう晴せいがアクセルを踏む。

　琉る璃りが必死でこちらに手を伸ばす。

　慧けい吾ごは体をだし、その手を──。

　摑つかめたと思った。
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　だが、手はするりと抜けた。

　一瞬、スローモーションになった。

　琉る璃りは、何が起きているのか分かっていないようだった。

　琉る璃りは、〈クチダケ〉と虫の大群に囲まれていた。

「いやぁぁぁ[image: かんたんふ]」

　琉る璃りは群れに飲まれ、地面に押し倒される。

〈クチダケ〉と虫の大群が、琉る璃りの上に覆いかぶさっていく。

　その隙間から血が噴き出すのが見え、慧けい吾ごは思わず目を背けた。
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　トラックは、そのままトンネルを抜けひたすら国道を走り続けた。

　皆、しばらく茫ぼう然ぜん自じ失しつとなっていたが、オルガが慧けい吾ごの胸ぐらを摑つかんで飛びかかってくる。

「貴様、わざと手を離しただろ」

　そんなわけはなかったが、何も言えなかった。実際に琉る璃りの手を摑つかめなかったのは事実だ。

　天てん神じんと茶ちや城しろが、必死にオルガを引き剝がす。さらに、「彼がそんなことするはずないだろ」とオルガを宥なだめてくれる。

　と、大た丘くがへらへらと笑いながら独り言のように呟つぶやいた。

「でもさ、さっきの虫がこの車の中に現れないってことは、あの子の【悪夢ナイトメア】だったってことじゃないか。だったら結果オーライだな」

「貴様！」

　とオルガの怒りが大た丘くへと向く。それでも、天てん神じんと茶ちや城しろに押さえこまれたままであったため、ジタバタすることしかできなかった。

　オルガは、やがて疲れ果て動かなくなると、今度は何かを閃ひらめいたのか突然「そうだ」と呟つぶやいた。

「琉る璃りは、わたしと出会う前に洞窟で隠れていたと言っていた。もしあそこから逃げのびていたら、そこにいるかもしれない。このトラックをそこへ向かわせてくれ」

　信念流の修行で使われるあの洞窟のことを言っているのだ、と慧けい吾ごは即座に理解した。

　だが慧けい吾ごが何か言うより先に儚はかなが否定する。

「オルガ、それはダメだよ」

「なぜだ？」とオルガに鋭い視線を向けられる。

　儚はかなは絶句し、何も言えなかった。

　皆分かっていたことだ。あの虫と〈クチダケ〉の大群に囲まれて、十歳の女の子が助かる術などあるはずがない。だが、儚はかなはオルガにそれを伝えることができなかった。

　歯を食いしばってただ「ごめん」と呟つぶやいた。

　オルガもそんな儚はかなを見て、自分が感情的になっていることに気づいたらしい。

　力がフッと抜け、放心状態となった。そして「これがわたしの罪か」と呟つぶやくと、大きな瞳から一筋の涙を零こぼす。

　皆、それを見てまた言葉を失ってしまう。大た丘くでさえも気まずくなったようで、黙り込んでいた。

　琉る璃りの顔が浮かんだ。勝気でありながらも素直な少女の顔が。

　さっきまでそこにいたのに──。

　もう、どこにもその顔は見えなかった。




　琉る璃りは、死んだのだ。




　その事実が、慧けい吾ごに重くのしかかってくる。まだ、幼い少女だったのに。

　──お前だ、殺したのはお前だ。

　頭の中で誰かの声が鳴る。いや、誰かではない。大た丘くとの会話で気づいた今なら分かる。

　親おや父じの声だ。

　練習中に叱しつ咤たされたときと似ている。そうだ、自分の判断ミスで殺したのだ。手を摑つかめなかったのが問題なんじゃない。

　大た丘くを守ろうと奈な津つ麦むぎとの間に入ったあのとき──。

　あれが問題だったのだ。

　だがすぐに、いや、ともう一人の自分が否定する。

　だったら大た丘くを殺せばよかったのか、と。

　あれは、大た丘くが生み出した【悪夢ナイトメア】の可能性が高かったから？　それだけで？

「ちょっと、どうしたの？」

　意識が目の前に戻る。

　運転席のほうでも何か揉もめ事ごとが起きているようだった。

　一番運転席側に近かった大た丘くが、仕切られているシートについた小窓を開く。

　助手席の奈な津つ麦むぎが、運転する光こう晴せいの顔を心配そうに見つめていた。

　確かに光こう晴せいの様子は少しおかしかった。

　小刻みに震え、前を見つめたまま顔が動かず、余裕が一切感じられない。まるでペーパードライバーのようだった。

　今になって考えると、琉る璃りを置き去りにしたことも、光こう晴せいらしくなかった。光こう晴せいは、常に対場の弱い人間の側に立つし、面倒見だっていい。そんな光こう晴せいが、あの〈クチダケ〉と虫の大群が迫っていた状況とはいえ、琉る璃りを置き去りにするだろうか。そもそも、運転席に座った時点で、余裕がなくなっているようだった。

　光こう晴せいは、真まっ直すぐに前を見つめたまま言う。

「だから言っただろうが、俺は運転したくないって」

　奈な津つ麦むぎが言う。

「だったら、止めなさいよ。もう、虫も〈クチダケ〉も追っては来ていないみたいだし、わたしが運転代わってあげるわよ」

「おせぇんだよ！」

　バックミラー越しに、光こう晴せいの顔が見える。眼めが血走っていた。

「俺は、お袋が病気になったから更生したんじゃねぇんだよ。あの日、俺に喧けん嘩か売ってきたやつがいたんだよ。俺は、そいつと走りで勝負することになって……」

「ちょっと、あんた何言って──」

　光こう晴せいの耳には、奈な津つ麦むぎの声は全く届いていないようだった。独り言のように続ける。

「ギリギリだったんだ。向こうの腕もよかったんだ。だから、つい出しすぎちまって。あぁ……あの子、なんで……夜中に自転車になんか乗って……なんか、旅してるみたいだった。自転車にいっぱい荷物積んでいて。俺、怖くなって、埋めちまって──。だから、もう車も乗ってなかったし、やんちゃもやめたのに」

　光こう晴せいは、汗と涙で顔がぐちゃぐちゃになっていた。

　ヒタッ。

　おかしな音が聞こえた。

　光こう晴せいの顔に血ち塗まみれの手が優しく触れていた。まるで紅葉もみじのような血の手形が、光こう晴せいの頰に残る。

　慧けい吾ごは、バックミラー越しから、視線を直接光こう晴せいのほうへ向ける。

　その手の出所は明らかにおかしかった。光こう晴せいの背と運転席のシートのほんのわずかな隙間から伸びていた。

　真っ白い腕で、手だけが血で真っ赤に染まっている。

　ヒタッ。

　もう片方の手も伸びてきて、今度はハンドルを摑つかんだ。

　光こう晴せいの体の震えが大きくなっていた。

　ガタガタガタとまるで砂利道を走らせているかのように、分かりやすく体を上下させている。

「許してくれ、許してくれ」

　光こう晴せいの背とシートの隙間から、今度は頭が出てきていた。

　髪の長い女の子だ。頭が割れて、血と肉がダラダラと零こぼれている。

「あんた、前！」

　奈な津つ麦むぎが叫んだその瞬間、視界がぐらりと揺れた。

　大地がひっくり返っていた。

　車は、国道を外れ、ガードレールを突き破り、転げ落ちていく。
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　どれぐらい時間が経たったのか分からなかった。

　一時的に意識を失っていたのか、ただ目を閉じていただけなのか。

　それぐらいの強い衝撃だった。

　目を開けても真っ暗闇のままだった。

　背中にごつごつとした石の感覚がある。

　荷台を包んでいたシートの感触だ。車は、横倒しになっているらしかった。

「大丈夫か、皆！」

　声をかけてみるが返事はない。

　どうやら、意識を失っているらしい。

　這はって後方のシートを開く。

　光が差し込む。

　皆、それで意識を取り戻し始める。確かめてみるが、どうやら、全員、無事のようだ。

　慧けい吾ごは、無意識に受け身を取ったからか、体のどこも痛まなかった。そのまま、外に出る。

　立ち上がり、〈郷ごう暗あん〉を確認する。問題はない。鞘さやはひびが入っているが、それは元々だ。刀身を少し出してみるが、やはり傷一つついていなかった。

　次に、周囲に目を向ける。

　車は横転したが、それほど高低差のないゆるやかな坂から落ちたようだ。まだ、車の車輪がからからと回転している。

「すいません、すいません、すいません、すいません……」

　声がしたほうに目を向けてみると、先に車から這はい出でていた光こう晴せいが土下座していた。光こう晴せいは、ぬかるんだ地面に躊ちゆう躇ちよなく顔を擦なすりつけているため、顔が泥だらけになっている。車が邪魔で何に謝っているのか慧けい吾ごからは分からなかった。

　車の頭側まで回り込む。

　光こう晴せいの前には、血まみれの若い女性が立っていた。

　それが何か、慧けい吾ごはすぐに悟った。

　車中での光こう晴せいの話が本当なら、昔ひき殺してしまった女性を【悪夢ナイトメア】として生み出したんだろう。

　腹のところが破れていて、ドボドボと内臓が零こぼれ、土下座をしている光こう晴せいの頭に降り注ぐ。それでも、光こう晴せいは土下座をやめなかった。

　慧けい吾ごは、すっと息を吐いてから刀を抜く。

　──〈郷ごう暗あん〉。

　黒い鞘さやから黒い刃が姿を現す。

　女性がその音に気づき、こちらを振り向く。

　左目がなく空洞になっている。髪が血で濡ぬれ、脳が見えていた。

　それでも女性はとても悲しそうな顔をしていた。

　慧けい吾ごは、正せい眼がんの構えで、血まみれの女性と向かい合う。

　──これは、【悪夢ナイトメア】。幻覚だ。

　躊ちゆう躇ちよなく振れる。

　振る。

　振らなければいけない。

　息を止め、すっと前に出て──。

　女性の右わき腹を振り抜いた。

　確かな感触があった。

　女性の胴半分が切れていた。

　だが、女性は全く動じていなかった。

　振り向いてだらんとした手をこちらに伸ばす。

　予想外の反撃に、反応が遅れた。

　刀で受けることが間に合わず、肘のあたりでそれを受けた。

　体が飛ばされる。

　物もの凄すごい力だった。背後の大木に背中を打ちつけ、一瞬、呼吸ができなくなる。

　──これは、本当に幻覚なのか？　幻覚に殴られたと思い込んで、自分自身で飛んでいるだけなのか？

　頭がこんがらがる。

　見るからに現実ではないのに、一つ一つが現実と変わらない。

　倒せるのか？

　先程の虫の【悪夢ナイトメア】や〈クチダケ〉とは違う。刃は通るが、致命傷にはならない。これは、そういう【悪夢ナイトメア】なのだ。

　それはそうだ、光こう晴せいの中で、この女性は死んでいる。死んでいるのに現れている。だから、いつまでも死なない。

　慧けい吾ごは、助けを求めるために、トラックに目を向けた。

　だが助手席の奈な津つ麦むぎは、まだ気を失っているようだった。オルガも意識を取り戻しているようだったが、まだ外には出てこない。

　光こう晴せいとその【悪夢ナイトメア】に気づいているのは慧けい吾ごだけのようだった。

「やめろ、慧けい吾ご！」

　光こう晴せいが叫ぶ。

「悪いのは俺だ……俺なんだ。斬るなら俺を斬れ」

　泥と女性の臓物にまみれたぐちゃぐちゃの顔で、必死に訴えかけてくる。

　女性は、その声に反応し、まるでゾンビのように唸うなりながら光こう晴せいに一歩一歩と近づいていく。

　──〈鞍くら断だち〉

　信念流の秘技がふと頭に浮かぶ。心だけを斬る剣。

　やれるか……。光こう晴せいの心だけを斬れるか？

　俺は、修行で、会え得とくできたのか？

　懇願している光こう晴せいの顔が刀の先に見える。

　手が震える。汗をかいている。

　刀を落としそうだった。

　──お前は人殺しだ。

　またしても親おや父じの声。

　どうしてそんなことを言うんだ。俺が憧れていた親おや父じは、そんなこと言わなかったはずだ。

　ジャリ、と地面を踏みしめる音が背後から聞こえる。

　慌てて振り向くと、いつの間にか荷台から這はい出でていた大た丘くが立っていた。

　大た丘くは、光こう晴せいに刀を向ける慧けい吾ごを見て、驚き体を固めている。

「何してんだよ、お前……」

　切羽詰まった状況で説明している余裕はなかった。無視し、光こう晴せいに顔を戻す。

　だが、大た丘くはいまだ混乱しているのか、慧けい吾ごに呼びかけてくる。

「あれは、あの人の【悪夢ナイトメア】なのか？　【悪夢ナイトメア】を消すために殺そうとしているのか？」

　そうじゃない、だが結果的にそうなるかもしれない。だからこそ、その一振りに迷いを持ちたくなかった。少しでも集中したかった。その思いが、慧けい吾ごを苛いら立だたせる。

「大た丘く、頼むから今は黙ってくれ」

　だが、言ってすぐに後悔した。本当に大た丘くを黙らせたかったのなら、もっと言葉を選ぶべきだった。感情的になっていた。

　実際に大た丘くは、反発した。

「なんだよそれ、お前さっき僕にもできることがあるって言ったじゃないか。結局は、引き籠もりの役立たずだと思っているんだろ。くそっ、僕だって、僕だって──」

　もはや、子どもが駄々をこねているようにしか聞こえなかった。今度は本気で怒鳴ろうかと思った。関係性が崩れても仕方がない。

　だが、そこで大た丘くの声の様子が変わる。

「えっ、噓うそだろ。本当にできた。おい、まじかよ」

　そこには真に迫る驚きが含まれており、さすがの慧けい吾ごも気にかかる。少しだけ顔を大た丘くに向ける。

　大た丘くは自らの右手を見つめたまま、目を丸くさせていた。

　そして、その右手は──光り輝いていた。

　やはりトンネルの中で見たのは気のせいではなかったのだ。

「そのままだ」

　大た丘くは、そう呟つぶやいたかと思うと、右の掌てのひらからテニスボールくらいの光球を出す。

　そして、笑った。

　おかしくなったわけではなさそうだった。そういう笑みではない。

　それは、自信に満ちた笑みだった。

　大た丘くは言う。

「お前の言うとおりだ慧けい吾ご、僕にしかできないことがあったぞ」

　さらにこう呟つぶやく。

　──『バトルモード』

　大た丘くの掌てのひらの上で輝いていた光球が、風船が膨らむみたいに大きくなっていく。

　大た丘くの全身を覆う。

　そこまで大きくなると、今度は収縮を始める。

　ただ萎しぼむだけでなく、何かの形を象かたどりながら。

　それは、鎧よろいだった。

　大た丘くは、光の鎧よろいを纏まとっていた。
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　それは、金属の輝きではなく、まさしく光の粒子そのものが凝縮しているかのようだった。

　そうとしか形容できない。光を身に纏まとっているとしか。

　だが、確かな硬度があるらしい。大た丘くは、それを触り感触を確かめると、驚きから満足気な表情へと変えた。そして、さらに慧けい吾ごに向かって言い放つ。

「分かるか慧けい吾ご。これが僕の人生だ。家でずっとこればかりやっていたんだ。僕のリアルは、あのゴミだらけの部屋じゃなく、『神界ラビリンス』の中にあった。僕は、弘ひろ世せ大た丘くじゃなくて、光戦士だった。だから……だからだ！」

　トンネルでの会話を思い出す。

　光戦士とは、大た丘くがゲーム中で操っていたキャラクターのことだろう。ゲームにのめり込むあまり、そのキャラクターを自分自身だと思い込んでいたということ、か。

　だから──【悪夢ナイトメア】として現れたのだ。

　光こう晴せいは、光戦士となった大た丘くを見て驚きながらも懇願する。

「大た丘く、解放してくれ！　俺を助けてくれ！」

　完全に自我が崩壊しているようだった。犬のように這はいつくばりながら大た丘くの足元まで行って、すがるようにその足を摑つかむ。光の甲かつ冑ちゆうを身に纏まとったその足を。
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　血まみれ女性の【悪夢ナイトメア】が、光こう晴せいのすぐ背後まで迫っていた。

　だが、大た丘くは首を振る。

「何を言っているんですか！　これまで、散々、僕の弱い心を責めたじゃないですか。立ち向かってください。僕も変身できたんだから」

　演技をしているのではないかと思うほど、声量からその内容まで、これまでの大た丘くと何もかもが違っていた。そうだ、実際に演じているのだろう、夢見た自分を。

　言っていることは間違っていない。正義感に溢あふれている。

　だが、慧けい吾ごは違和感を抱かずにはいられなかった。

　血まみれ女性が光こう晴せいの首に両手を回す。

「何をしている化け物。光こう晴せいさんを放せ！」

　大た丘くは、そう叫んだかと思うと、右手を掲げて唱える。

　──『ライトソード』

　すると、またしても光球が右の掌てのひらから現れ、今度は光の剣を象かたどった。

　大た丘くは、自信に満みち溢あふれた動きで、その光の剣を目一杯振り上げると、容赦なく女性の腕に向けて振り降ろす。

　女性の腕が、切り落とされる。その断面に蛍のような粒子が纏まとわりついていた。

　だが腕は、独立したまま、光こう晴せいの首を絞め続ける。

　女性は、さらに肘から先を失った両腕を光こう晴せいの肩へと回し、おぶさるようにする。

　光こう晴せいは泡を吹き、白目を向いていた。

　慧けい吾ごは、改めて〈郷ごう暗あん〉を持つ手に力をこめる。

　やはり、やるしかない。このまま、見殺しにするくらいならば──。

　だが、振ろうとした瞬間、光の刃が鼻先まで伸びてくる。

　大た丘くが、こちらを睨にらみつけていた。

「何をする気だ。光こう晴せいさんを殺すつもりか！」

「馬鹿、そうじゃない。いや、そうなるかもしれない。だが、誰かが──」

「ふざけんな、僕でも光戦士になれたんだ。光こう晴せいさんだって……。光こう晴せいさん、そいつは幻覚です。光こう晴せいさんなら──」

　ボキリと嫌な音が鳴った。

　光こう晴せいの首がおかしな方向に曲がっていた。

　それと、同時に女性の姿は消えていた。

　光こう晴せいは、自分でも何が起きたか分からないといった顔で、ばたりと頭から地面に倒れる。
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　異様な光景だった。

　まったく光が差しこまない二十畳ほどの地下室に五十人ほどの人間がぎゅうぎゅう詰めにされ押し込められている。老ろう若にやく男なん女によ問わず、色んな人間がいる。皆、両膝を立て組んだ両手を胸の前に置いている。涙を流している。そして、朱色の作さ務む衣えを着ている。

　船せん道どう浩こう二じは、その中の一人に紛れ込んでいた。奴隷船の船室のようなひどい場所だが、ここに来るまでに二か月程かかった。ここは、選ばれた信徒だけが入れる場所なのだ。

　船せん道どうたちが入ってきた入り口とは真逆の扉が開き、光が差し込む。

　あまりに眩まぶしくて、目が慣れるまで時間がかかった。蠟ろう燭そくを持った信徒に両脇を挟まれ──教祖なる人物が立っていた。あのお方だ。

　船せん道どうは、ふとあの日のことを思い出していた。




　十字架に吊つるされた男とカラフルなステンドグラス。船せん道どうは、長椅子の一つに座って感慨もなくそれを見上げている。

　そこに、部下の一人がやってくる。船せん道どうのチームで最も優秀な部下だ。部下は船せん道どうの隣に並んで座る。二人で十字架に磔にされた男を見つめながら話した。

「なんですか、船せん道どうさん」

「昨日上から指示が出た。おそらく、これまでで一番難儀な作戦だ」

「どこです？」

　船せん道どうはすでに椅子に置いていた資料を部下のほうへ滑らせた。

　部下はそれを手に取らずに、船せん道どうの言葉を待った。直接船せん道どうの口から聞こうとしていた。

「キョウシンだ」

「キョウシン？　あいつらに何ができるんです？」

「テロの情報が入った。真ま継つぎって考古学者と繫つながっているらしい」

「真ま継つぎって、あの考古学者の真ま継つぎ静せい正しようですよね？　テレビとかでたまに見る」

「そうだ。南アフリカから何かを持ち出したらしい。奴やつらが、【悪夢ナイトメア】って呼んでるもんだ。もしかしたら、やばいウイルスかもしれないと上は考えている」

「わたしに行け、と」

「いや、俺が行く。お前は、連絡係になってもらう」

「どうしてですか？　本当は、わたしが行くはずだったんじゃないんですか？」

　何もかもお見通しらしい。だがそれでも船せん道どうは噓うそをつき通した。

「お前じゃ、力不足だからだ」




　船せん道どうの意識が現在に戻る。

　信徒たちが熱心に呪文のようなものを唱えている。唱えながら高揚している。

　室内の温度が上がり、汗が噴き出る。

　教祖が、近寄ってくる。膝をつく信徒の頭を優しく撫なでる。

　と、その足が船せん道どうの前でピタリと止まる。

　教祖は言う。

「あなたは、何を信じているのですか？」

　教祖の声は、これまでに聞いたことのない響きかたをする。直接脳を震わせているかのようだった。思わず、本音を言いそうになる。

　──俺が信じているのは、俺だけだ。

　だが、架空の頭を振り、思い直すと事前に用意していた言葉を頭に浮かべる。

『わたしは、〈キョウシン教会〉を信じます』と。

　と、ぽんと肩に手を置かれた。さらに、微ほほ笑えみかけられ、こう言われた。

「あなたは、〈クチダケ〉だ」

　──どうして、まだ何も言っていないのに。

　仕方がない。隠し持っていたナイフを突き刺そうと思った。

　だが、できなかった。すぐに、周囲の信徒に取り囲まれ、押さえ込まれた。さらには、口に手を突っ込まれる。最終手段に、と歯の裏に仕込んでいた毒が入ったカプセルも奪われた。

　何もかもばれていたらしい。

　こいつら、上の連中と同じ顔をしている。

　──どうして、そんな馬鹿なことをしたのだ、と。

　俺たちには、俺たちのルールがある。上司は、部下を可愛かわいがってはいけない。時に冷酷な命令を与えなくてはいけないから。

　愛情を抱くなんてもってのほかだ。

　だから上は、俺に命令した。俺に難儀な作戦をよこした。

　最後にもう一度だけ、あいつに会いたかった。

　最も優秀な部下──奈な津つ麦むぎ千ち秋あき。

　確かに、俺は口だけかもしれない。

　俺が、本当に信じているのは、あいつだったのかもしれない。







[image: Chapter 5　『共振』]
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　外見だけでなく、中身まで全く変わってしまったようだった。

　大た丘くは、光の鎧よろいを身に纏まとったまま、死んだ光こう晴せいの元へ駆け寄った。そして、涙を流しながら「どうして」と光こう晴せいの胸を何度も叩たたいた。

　それを気がすむまでやると、今度はひっくり返った車から皆を引きずり出そうとする。

　一人ずつ、「大丈夫ですか？」と声をかけながら。

　慧けい吾ごはその変わり様に、呆ぼう然ぜんとし、ただ立ち尽くすことしかできなかった。

　自らの【悪夢ナイトメア】をコントロールし、光戦士になったことで、自信を持ったのだろうか。

　それにしてもあれほどまでに自分勝手で臆病だった男が、一瞬にしてここまで変われるものなのだろうか。

　ようやく車から這はい出でてきた皆が、絶命している光こう晴せいと、光の鎧よろいに包まれている大た丘くを見て絶句する。

　大た丘くは、そんな皆の表情を見て、力強い目で訴えかけた。

「僕と慧けい吾ごで何とかしようとしたけど、ダメだった。すまない、僕の力不足だ。救えたはずなのに──」

　皆は、それについて何も答えなかった。ただただ戸惑いの表情を浮かべていた。皆を代表する形で、儚はかなが言う。

「大た丘く、その格好どうしたの？」

　大た丘くは、どんと力強く自らの胸を叩たたいた。

「これが本来の僕なんだよ。光戦士だ。大丈夫、ちゃんとコントロールしているから」

　そんな説明で納得できる者など誰一人いなかった。

　さらに、奈な津つ麦むぎが大た丘くを問い詰める。

「分かるように説明しなさい」

　そこでようやく大た丘くは、どうして光戦士になれたのかを説明し始めた。

　それは、おおむね慧けい吾ごが推察した通りだった。

　光戦士は、『神界ラビリンス』というゲームのキャラクターだ。正確には、ゲーム内の職業の一つらしい。『神界ラビリンス』というのは、ＭＭＯと呼ばれるオンラインゲームで、キャラクターを育て、仲間と共に強いモンスターを倒すゲームらしい。

　大た丘くは、そのゲームに魅せられ、のめり込み、寝ているとき以外はずっとプレイしていた。そのうち、ゲームの中こそが、現実で、ゲーム内のアバターこそが、本当の自分自身なのだと思い込むようになった。

　──【悪夢ナイトメア】として象かたどれるほどに。

　ちょうどその話が終わった頃、光の鎧よろいが解け、元の姿に戻る。そこもゲームと同じで、時間制限があるらしい。

　だが、大た丘くは元の姿に戻っても、以前のような怯おびえはなく、自信に満みち溢あふれた顔をしていた。

　自分でも理由は分からないが、慧けい吾ごはそんな大た丘くに恐怖を抱くようになっていた。
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　横転した自衛隊のトラックは諦め、残りの道みち程のりは徒歩で行くこととなった。

　出発前に光こう晴せいの遺体をどうするかについて、皆で話し合ったが、結局トラックの中に隠しておくことで落ち着いた。埋める案もあったが、まだこの山が元に戻る可能性もあったし、〈クチダケ〉が追いつくかもしれなかったし、そもそも土を掘る道具がなかったからだ。

　光こう晴せいが持っていた金属バットは、光こう晴せいの隣に置いておいた。儚はかなや天てん神じん、茶ちや城しろは、武器らしい武器を持っていなかったが、誰もそれを手に取らなかった。

　皆で死体を運ぶ際、改めて天てん神じんに死因を確かめてもらったが、やはり首の骨が折れたことによる頸けい椎つい損傷だった。

　──【悪夢ナイトメア】によって、へし折られたはずなのに。

　これは先程天てん神じんが言っていた、『痕』には入らないのだろう。光こう晴せいが、そう錯覚し自ら折ったということなのだ。

　慧けい吾ごは、『【悪夢ナイトメア】＝幻覚』という考えを捨てた。存在するものと思って行動を起こさなければ命取りになる。

　施設までのルートは、そのまま国道を使った。〈クチダケ〉に見つかりやすいリスクはあったが、他の生存者と出会う可能性もあったからだ。

　道中、皆ほとんど何も話さなかった。

　もうすでに、ペンションから三人失っている。その事実が、重くのしかかっていた。

　疲れ果てていたこともあった。

　特に、天てん神じんとオルガの顔色が悪かった。

　天てん神じんは最近あまり寝ていないのだ、と言った。どうやら、ペンションで失った大量の薬の中に、睡眠薬もあったらしく、その不安もあって体調がすぐれないそうだ。

　そして、オルガだが……こちらのほうが深刻だった。どうやら、車が横転した際に右の足首を捻ひねったようだった。歩くたびに痛むのか、やや右足を引きずるようにしていた。

　それに気づいた慧けい吾ごが、皆に聞こえないようにこっそりと声をかけてみたが、オルガは「気にするな」と素っ気なく言うだけだった。

　そんな重苦しい空気の中、楽しそうに会話をする二人がいた。

　大た丘くと茶ちや城しろだ。

　どうやら、茶ちや城しろも『神界ラビリンス』をプレイしたことがあるらしい。ゲーム談議に花を咲かせていた。

　茶ちや城しろは、大た丘くのゲーム内のＩＤを聞いて、「えっ？　光戦士の『全一』じゃないっすか」と驚く。『全一』とは、全世界一位の略で、大た丘くは鼻高々にしていた。

「バトルはどこまで持つんですか？」

「カンストしているから十分くらい」

「まじっすか？　呪文は？」

「『ライトソード』、『ゴッドウィンド』、『ミラージュブレイク』『ガードバッシュ』……」

　慧けい吾ごは、ゲームの類を一切やったことがないので、全く何を言っているか分からなかった。さらに本音を言えば、この状況で話す内容には思えず、やや不愉快でもあった。

　だが、他の皆は違う考えであったようだ。少しの間だけでもこの悲惨な状況を忘れたいのか、許容しているようだった。慧けい吾ごと同じくらいゲームの知識がない儚はかなも二人の会話に加わり、色々と質問をおこなっていた。

　大た丘くは、自分にスポットライトが当たっているのが余程嬉うれしいのか、やや早口に雄弁に説明した。

「ほら、さっきさ、あぁ、儚はかなさんたちは見てないか、変身する前に『バトルモード』って僕、言ったと思うんだけど、あれはゲーム内で実際におこなわれている掛け声なんだよ。自分が選んだジョブに変身するわけ。変身すると、マジックポイントが徐々に減っていくが代わりに魔法が使えるようになるんだ。だから、マジックポイントを増やすこと自体が、ゲーム内において一番重要なんだ。まぁ、普通は長くても五分くらいで、切れるんだけどね」

　儚はかなが、大た丘くに問う。

「覚えた魔法は全部使えるの？」

　大た丘くは少し顔を赤らめながら答える。

「全部試してないけど、使えると思うよ。さっき『ライトソード』は使えたから」

「死んだ人を蘇よみがえらせる呪文とかはないの」

　大た丘くは、少し辛つらそうな表情を浮かべ首を振る。

「うん。『神界ラビリンス』には、そういう呪文がそもそもないんだ。寝ている人を起こす呪文とかはあって、それは覚えているんだけど……。確かにそれが使えれば、光こう晴せいさんを──」

「あぁ、そういう意味で言ったんじゃないよ」

　と儚はかなはすかさずフォローを入れる。

　更に茶ちや城しろが「そうっすよ。あんまり落ち込まないでください」と言って、大た丘くを励ますためにこんな話を始める。

「知ってますか？　死海の周辺で発見された死海文書には、旧約聖書にも載っていない予言がいくつかあるんですが、その中の一つに、光と闇の戦争が起こって、それぞれの陣営から救世主が誕生するってのがあるんす。それは、聖書を知らない東の国から現れるらしいんすけど、もしかして大た丘くさんがそうなんじゃないんすか！」

　大た丘くは、「そんな立派な人間じゃないよ」と言いながらも、まんざらでもない顔で頭を搔かく。

　慧けい吾ごは、そんな大た丘くにやはり少し戸惑いを持った。本当に善を心に宿しているのか、偽にせと頭につくのか判断がつかない。

　同じように大た丘くに対して疑いの目を向けるものがもう一人いた。

　──オルガだ。

　どうやら、トラックの中で琉る璃りを侮辱したことを根に持っているようだ。

　オルガは、慧けい吾ごに近づくと、ひっそりとこう呟つぶやいた。

「あいつは、悪夢の中にいる。気をつけろ」、と。




　そして、慧けい吾ごたちはようやく〈キョウシン教会〉の施設の前まで辿たどり着ついた。
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　皆、屈かがみ木陰に身を潜める。

　国道を外れ、舗装されていない土の道を突き進んだ先にそれはあった。

　だが全貌ははっきりと見えない。

　高いコンクリートの壁が立ち塞がっていたからだ。

　慧けい吾ごは、ペンションのフェンスを思い出す。こちらはこちらで、住民たちに不信感を持っていたのだろうか。いや、彼らが起こしたことを考えれば、『隠したい』という思惑のほうが強いのかもしれない。

　壁の脇に小さい扉がついているが、ここにも〈クチダケ〉が徘はい徊かいしている。

　慧けい吾ごは、ここにやって来た目的を改めて思い起こす。

　本当にこの先に、『バベルの石』があるのだろうか。世界を元に戻せるのだろうか。

　慧けい吾ごはここまで辿たどり着ついてもなお、自信がもてなかった。

　大た丘くが、右手を開き、光の玉を出す。顔は自信で満みち溢あふれていた。

「僕が片づけようか？」

　だが慧けい吾ごがそれを止める。

「無駄な戦闘は避けよう」

　大た丘くは舌打ちをして露骨に不満の表情を浮かべたが、他の皆は賛同する。

　周囲を見渡すと、正面の壁以外は、背の高い木々に囲まれている。裏手まで回り込めば潜入できそうだった。

　慧けい吾ごたちはゆっくりと慎重に、木々の間を抜け回り込んだ。

　その最中もずっと大た丘くは不満を吐いていた。「こんな面倒なことをしなくても僕がなんとかするのに」と。

　木々が途切れ、一気に視界が広がる。

　慧けい吾ごたちの目の前に、ようやくその全貌が姿を現した。

　広大な敷しき地ちの奥に、〈キョウシン教会〉の建物が見える。

　だが、慧けい吾ごたちは、一様に言葉を失った。

　ここに来るまでの原動力となっていた『希望』が枯れ果てていく。

　奈な津つ麦むぎにいたっては、膝から崩れ落ちた。




〈キョウシン教会〉の施設は──焼け落ちていた。




　崩れ、瓦が礫れきとなっていて、どこにも入れそうなところはなかった。

　ここまで三人を失いながらもようやく到着したのに──。

「おい」とオルガが奈な津つ麦むぎに冷たい声を向ける。

「皆、お前の言うことを聞いてここまで来た。どう責任を取る？」

　琉る璃りを失った怒りが再燃したようだった。おそらく自分の足の怪け我がのこともあるんだろう。顔色こそ変わってはいないが、声に明確な殺意が含まれていた。

　落ち込んでいたように見えた奈な津つ麦むぎは、逆にそれで発奮したのだろうか、即座に立ち上がるとオルガを睨にらみつける。

「はっ？　まだ分かんないでしょ。この瓦が礫れきから『バベルの石』を探せばいいじゃない」

「どうやって？」

　低身長のオルガは、奈な津つ麦むぎを見上げる形となるが全く臆することなく向かい合って対たい峙じした。

「見せろ。この瓦が礫れきの中からどうやって探すのか、見せろ」

　この二人は、最初から折り合いが悪い。一触即発の状況だった。慧けい吾ごは、即座に間に入る。

「感情的になっても仕方がない。落ち着きましょう」

　さらに、儚はかなが手をあげた。

「あの、すいません。ここにいても危険なだけだし、離れませんか？」

　慧けい吾ごは、その発言自体には賛成しながらも、やや疑問を持った。やや儚はかならしくないものに聞こえたからだ。正義感が強く、何事も最後まで諦めないのが彼女の心情だ。あまりにも見切りをつけるのが早すぎる。

　儚はかなは、何か言葉を続けようとしたが、即座に、

「だめよ」

　と奈な津つ麦むぎが否定する。

「ここで探すの、『バベルの石』を」

　奈な津つ麦むぎは奈な津つ麦むぎで、むきになり、冷静さを失っているようだった。

　茶ちや城しろが恐る恐る自分の意見を述べる。

「わたしも儚はかなさんの意見に賛成っす。いずれ日が落ちますからね。どこか夜を凌しのげる場所は探しておいたほうがいいのでは」

　それは一理あった。暗闇は、人の恐怖を搔かきたてる。誰かの【悪夢ナイトメア】が発動する危険は高い。

　するとオルガがさらにこう提案してくる。

「じゃあ洞窟だ。洞窟に行けば、琉る璃りがいるかもしれない」

　儚はかなが即座に否定する。

「だからダメだって」

「なぜだ？」

「いや……あそこは女人禁制だし……ねぇ、慧けい吾ご」

　慧けい吾ごは同意を求められたが、うまく言葉を返せなかった。確かにそうだが、この状況でそんなものを守る必要があるとは思えない。それに、儚はかなが洞窟に行きたくない理由は別にある気がした。

　と、またしても奈な津つ麦むぎが声を荒げる。

「ダメって言ってるでしょ！」

　それは発狂に近かった。さらに、腰に差してあった拳銃まで抜く。

　即座にオルガも猟銃を構える。

　と、言い争う声を聞いたからか、周囲からノソノソと人影が現れた。

　──〈クチダケ〉だ。

　その一人の〈クチダケ〉の顔を見て奈な津つ麦むぎが、大きく目を見開く。

「船せん道どうさん……」

　それが誰のことを指すのかは分からなかったが、奈な津つ麦むぎの大事な人であることはその表情から見て取れる。

　船せん道どうと呼ばれた〈クチダケ〉の人相は、四十代半ばくらいの男のものだった。現在は、虚うつろな目に口も半開きとなっているが、元は精せい悍かんな顔つきだったのではないかと想像できる。

　奈な津つ麦むぎは、もう一度「船せん道どうさん」と呼びかけて、一歩ずつ近づいていく。

　その〈クチダケ〉も体中の口から声を漏らす。

『俺は噓うそをつきました』『もう、助けてください』『上の奴やつらに命令されただけなんです』

「奈な津つ麦むぎさん、危ない！」

　慧けい吾ごは必死に呼び止める。〈クチダケ〉に嚙かまれれば、その人も〈クチダケ〉になってしまう。

　それに他の〈クチダケ〉も集まりつつあった。

　と、そのとき──。

　銃声が鳴った。

　奈な津つ麦むぎの拳銃ではないことはその大きさで分かった。鳥が一斉に飛び立つほど、その音は山中に響いた。

　オルガが猟銃を撃ったのだ。

　奈な津つ麦むぎが船せん道どうと呼んだ〈クチダケ〉の頭が吹っ飛んでいた。まるで、花のように弾はじけていた。

　風に吹かれた看板のように、ばたりと倒れた。

　瞬時に本来の人の姿に戻る。だが、すでに頭を吹き飛ばされており、朱色の作さ務む衣えを着ていることしか分からなかった。

　オルガは、それを睨にらみつけたまま、呟つぶやく。

「いただきます」

　奈な津つ麦むぎは、何が起きたのかを理解するまで数秒を要し、そして再び叫んだ。

「何してるのよっ！」

　それは、金切り声に近かった。改めて拳銃をオルガに向ける。

　だがオルガは動じることなく告げる。

「撃たなければ、お前が死んでいた」

　奈な津つ麦むぎは、目に涙を浮かべていた。

「くそっ。どうして、こんなことに──」

　そう言って、くっと歯を食いしばると、引き金にかけていた指に力をこめた。

　本気で撃とうとしていた。

　慧けい吾ごは、咄とつ嗟さに刀に手をかける。

　斬れるかどうかは分からなかったが、誰を斬ればいいのかも分からなかったが、無意識に手が動いた。

　だが、オルガの目が大きく見開いたのを見て、その手が止まった。

「おい」とオルガが漏らす。

　視線を追うと、船せん道どうの死体の周囲にあった瓦が礫れきから何かが這はい出でてくるところだった。

　──虫だ。

　あのトンネルで現れた虫の【悪夢ナイトメア】だった。
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　瓦が礫れきと瓦が礫れきの隙間からムカデが何匹、いや何百匹と現れる。

　さらには、瓦が礫れきを押しのけて、巨大なゲジゲジまで現れる。虫たちは、触手を伸ばし船せん道どうの死体に突き刺していく。群がる。ちゅるちゅると不快な音を立てる。

　すぐに船せん道どうは、骨だけになってしまう。

　実際には、そこにまだ存在しているんだろうが、慧けい吾ごたちの目にはそう見えていた。

　虫たちの顔が一斉にこちらを向く。次の獲物を見定めていた。

　オルガが躊ちゆう躇ちよなく、猟銃を撃つ。

　虫の何匹かは、それではじけ飛んだが、数が多すぎた。

　皆も応戦する。慧けい吾ごは刀を抜き、奈な津つ麦むぎが拳銃を打ち、他の皆は必死に足で踏みつぶした。

　さらに、大た丘くがあの光戦士となる。そして、呪文の一つ、

『ドラゴンブレス！』

　を唱え、掌てのひらをかざすと、そこから火炎放射器のように炎を吹き出した。

　虫が一斉に焼き尽くされる。

　だが、それでも虫は次から次へと湧いてくる。

「いやぁ！」

　と茶ちや城しろの悲鳴が聞こえる。

　大きなゲジゲジに覆いかぶされているところだった。

　触手が伸び、頭に突き刺そうとしていた。

　慧けい吾ごは、瞬時に茶ちや城しろに向かって飛び、刀を振る。ゲジゲジを真っ二つにする。

　茶ちや城しろは、ゲジゲジの黄色の体液を全身に浴びたが、なんとか無事のようだった。

　だが、虫の大群に包囲されつつあった。

　皆が背中合わせになり、虫がこちらに迫って来る度に、輪が縮まっていく。

　オルガが冷静な声で、皆に問う。

「誰だ、こいつらを生み出しているのは、名乗り出ろ」

　皆が一斉にそれぞれの顔を見合わせた。それぞれが犯人探しをしていた。

　真っ先に叫んだのは、意外にも天てん神じんだった。

「奈な津つ麦むぎさんでしょ！」

　あのいつも穏やかでいつも冷静な天てん神じんが取り乱している。

　奈な津つ麦むぎは、鼻で笑う。

「はっ、何言ってんのあんた？」

「ずっと前からおかしいと思ってた。ここに誘導しようとしてたんじゃないですか。あなた、潜入捜査をするうちに〈キョウシン教会〉に取り込まれたんでしょ」

　皆の視線が一気に奈な津つ麦むぎに集まる。これまでに協調性のない行動をとっていたこともあって、疑念も強まっているようだった。

　オルガが、猟銃を向けようとしていた。

　慧けい吾ごは、それに気づき、オルガを制止させようとした。

　だが、その慧けい吾ごの動きをさらに止めようとする者がいる。

　──大た丘くだ。

　大た丘くは、光の剣『ライトソード』を出すと、慧けい吾ごの喉元に突き立てる。

　光こう晴せいのときと全く同じだ。慧けい吾ごは、訳が分からなかった。

「何してんだ？」

　大た丘くは、真まっ直すぐに思いのこもった目を慧けい吾ごに向ける。

「今、奈な津つ麦むぎさんを斬ろうとしただろう。光こう晴せいさんときみたいに」

「何を馬鹿な──」

　慧けい吾ごは、いよいよ大た丘くに対して疑念を深める。どうやら慧けい吾ごを貶おとしめたいようだ。

　別に、こちらに敵意を持つのは構わないが、この状況でこのタイミングで──。

　一つ間違えば、皆がここで死ぬかもしれないのに。

　と、大た丘くの言葉を信じたのか、奈な津つ麦むぎが慧けい吾ごを睨にらみつける。

「もういいわ。こんな世界、わたしが救う義理もないし、あんたに始末されるぐらいなら──」

　そう言って奈な津つ麦むぎは、歯を思いきり食いしばる。

　奈な津つ麦むぎの口の中で、グギリと音が鳴った。

　奈な津つ麦むぎは、その体勢で一瞬静止したのち、体を痙けい攣れんさせ始める。口からも大量の泡を吹き、目から血を流していた。

　慧けい吾ごはすぐに悟った。

　──毒を使ったのだ、と。

　これは【悪夢ナイトメア】なんかじゃない。〈キョウシン教会〉に捕まったときのために事前に用意していたのだろう。

　倒れた奈な津つ麦むぎの体に、虫が群がり始める。すぐそこまで、虫は迫っていた。

　いや、待て──。

　虫が消えていない。

　と、いうことは、この虫の【悪夢ナイトメア】を生み出したのは、奈津麦さんじゃない。

　慧けい吾ごは、大た丘くを睨にらみつける。

　──お前が余計なことさえ言わなければ、奈な津つ麦むぎさんは……。

　だが、大た丘くはまったく気にしていないようだった。どころか、慧けい吾ごを非難するような目で見返してくる。

　と、儚はかなが突然悲鳴を上げる。

　その視線の先を追えば、様子のおかしい天てん神じんが見えた。

　天てん神じんは、必死に腕を搔かきむしっていた。

「あぁ、痒かゆい。痒かゆいよぉ！」

　搔かきむしりすぎて、腕に痛々しいひっかき傷ができていた。爪に皮膚が引っ付いていた。

　その傷からモソモソと何かが現れる。

　──蛆うじ虫むしだった。

　皆の視線が集まっていることに天てん神じんが慌て出す。

「あぁ、いや違うんだよこれは。違う違う、そういうんじゃないんだ」

　と、その口から蠅はえが何匹か飛び出してくる。

　天てん神じんは、目と鼻から血を流していた。それでも、必死に弁解していた。

「仕方ないんだよ。眠る暇さえ与えてもらえなかったんだ。おかしなことを言う患者が増えたから……。本当に、仕方なかったんだよ。皆なら分かってくれるだろ」

　この人──。

　薬だ。睡眠薬なんかじゃない。麻薬に手を出していたんだ。

　あのポーチ……あのポーチの中に入っていたのは、麻薬だったんだ。

　これは、禁断症状だ。

　天てん神じんの口から何かが覗のぞいていた。天てん神じんはそれに操られているかのように口を大きく開ける。

　それは、深海に住む未知のイソギンチャクのような気味の悪い生き物だった。天てん神じんの喉を塞ぐほどの大きさだ。眼めがたくさんついており、触手が四方八方に伸び、ギュルギュルと奇妙な泣き声を上げている。

　天てん神じんは、もう天てん神じんでなかった。へらへらと笑い、表情がまさに重度の中毒者のようになっている。

　即座にオルガが、猟銃の銃口を天てん神じんに向ける。

　だが、天てん神じんは流れるように体を揺らし、虫の群れの中に入っていく。

　大量の蠅はえまで湧いたことにより、今や虫の大群は黒い霧と化していた。その霧の中に天てん神じんは体を隠す。

　オルガは勘を頼りに一発銃弾を放ったが、黒い霧にわずかな穴が開いただけで、そこに天てん神じんの姿はなかった。穴もすぐに閉じてしまう。

　慧けい吾ごは、天てん神じんに呼びかける。

「天てん神じんさん！　自分を取り戻してください！　あなたは幻覚を見てるんですよ！」

　だが、なんの応答もない。虫の羽音と地を這はう音が鳴っているだけだった。

　もう、天てん神じんを救う手立てはなかった。

　慧けい吾ごは、天てん神じんに虫が集まったことにより生まれた隙間に、虫の海から活路を見み出いだした。

「あそこだ！　逃げよう！」
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　向かう場所は決まっていなかったが、とにかく木々が生い茂る森の中に飛び込んだ。

　雨粒を残した葉は体を濡ぬらし、鋭く尖とがったものは皮膚を切ったが、それでも構わず夢中で走り続ける。

　すぐ後ろを、黒い霧と化した虫の大群が追ってきていた。

　その虫を率いる天てん神じんは、口の中の気味の悪い生き物に完全に支配されているようだった。姿勢は四つん這ばいで、目は虹こう彩さいがなくなり真っ白になっている。実際のところは、それも【悪夢ナイトメア】、幻覚なのであろうが、慧けい吾ごたちにはそのように見えていた。

　天てん神じんの声が遠くから聞こえてくる。

「慧けい吾ごくーん！　どうして逃げるんだよぉ。君には逃げてほしくないんだ。優しくしてやっただろう！　大丈夫だよ、僕に任せてくれればさぁ。君を吸い取りたいんだよぉ」

　どうして、自分だけに固執しているのか慧けい吾ごにはまるで分からなかったが、天てん神じんは慧けい吾ごの名を呼び続けた。

　慧けい吾ごたちは、ひたすら森を全力疾走で駆け抜けたが、足をひねっていたオルガが次第に遅れ始める。大きな猟銃まで担かついでいるのだから仕方がない。それでも顔を痛みで歪ゆがめながら、必死で皆に離されないよう、なんとかくらいついていた。

　先が斜面になっていた。

　慧けい吾ごたちは、半ば転げ落ちるように滑り、その斜面を下った。

　下るとその先はそれなりの幅がある川だった。何時間前かに降った雨の影響で水量も多い。

　慧けい吾ごは、皆の顔を確認する。

　オルガはもちろんのこと、変身が解けた大た丘くと元々運動が苦手そうな茶ちや城しろもそろそろ限界のようだった。

　だが──ここを渡るしかない。

　慧けい吾ごは、「行くぞ」と皆に呼びかけ、先導するように川に足を入れた。

　そのまま、横断を始める。

　それなりに速い流れだったが、深さは腰のあたりまでだったので、なんとか流されずにすんだ。足元が悪かったので転ばないようにだけ気をつけた。

　天てん神じんがすぐそばまで迫っているのは、声が近くなっていることで分かった。天てん神じんはいまだに、慧けい吾ごの名を呼び続けていた。

　そして、なんとか川を渡りきった。すぐに背後に目を向けると、なんとか他の者も、後に続いてくれていたようだ。だが、そこでほとんど体力を使いきってしまったようだ。大た丘くにいたっては川原にへたりこんだ。

　と、慧けい吾ごはそこで、オルガがまだ川の向こう側にいることに気づく。

　オルガは、顔を青ざめさせ立ちすくんでいる。

「おい、何してんだ！　早く来いオルガ！」

　まだ天てん神じんや虫は追いついていないようだったが、それは時間の問題に思えた。

　だがオルガは、首を振ってその場を動こうとしない。

「ダメだ、行けない」

　儚はかなや茶ちや城しろも叫ぶ。

「どうして？　早くオルガ！」「そうっすよ、大丈夫です。渡れますよ」

　オルガは、流れの速い川の水面をじっと見つめたまま言う。

「トラウマだ。……わたしには友達がいた。二人で遊んでいたとき、突然川の水が増えて、流されて死んでしまった。それが、わたしの……トラウマなんだ。川に入れば、必ずそれを思い出す。友達が現れる。だから行けない」

　慧けい吾ごは、必死に呼びかける。

「そんなことはない。いや、現れたっていい。【悪夢ナイトメア】は所詮幻覚だ。トラウマだったら乗り越えればいい。そしたら、【悪夢ナイトメア】は消える。さぁ、来い！」

　そう言って、オルガに向かって手を伸ばす。

　だがオルガは、もう一度首を振った。

「足も捻ひねっている。無理だ。これがわたしの罪なのだ」

　と、オルガの背後からあの耳みみ障ざわりな音が聞こえ始める。

　ガサゴソと。

　木々の隙間から虫の大群が現れる。

「さぁ、逃げろ！　わたしは時間稼ぎをする」

　オルガはそう言って、慧けい吾ごたちに背を向けると、虫の大群に向かって一発猟銃を撃つ。

　黒い霧と化した虫の群れに大きな穴が開くが、すぐに閉じ、徐々にオルガを飲み込もうと迫ってくる。

　オルガは、ふーと深く息を吐くと、猟銃をじっと見つめて呟つぶやいた。

「じいじ、もう少しだけ力を貸してくれ」

　そして、黒い霧に向かって叫びながら突っ込んでいく。

「うぁぁあああああ！」

「やめろ！」

　慧けい吾ごは必死に叫んだが、オルガは止まらなかった。猟銃を撃ち込みながら、黒い霧の中へと消えていく。──飲み込まれていく。

「ダメだ。ここにいたら、僕たちも巻き込まれる」

　先程までへたり込んでいた大た丘くが、いつの間にか虫の大群を見て立ち上がっていた。皆の返答も待たずに突っ走っていく。

　儚はかなも「慧けい吾ご」と声をかけてくる。

　──あぁ、分かっている。分かっているが……。

　黒い霧の中に消えていったオルガの残像がいまだ目に焼きついていた。
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　慧けい吾ごは、拳を強く握り、歯を食いしばり、目を一度強く閉じてから、オルガと黒い霧に背を向け、走り出す。

　遠くで二度、銃声が鳴るのが聞こえた。
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　皆、とっくに限界は超えていた。喉の奥が痛くなり、肺と心臓の位置がはっきりと分かるほど激動していた。それでも、足が本当に動かなくなるまで、走り続けた。

　もう、一歩も動けなくなったところで、皆の足は止まった。正確には、大た丘くが最初に止まり、皆がそれに合わせた形だった。

　だが虫や天てん神じんが追ってくる様子はなかった。

　川を渡りきれなかったのかもしれない。水を嫌ったのかもしれない。もしくは、天てん神じん自身が、虫に食われたのかもしれない。

　ともかく、もう虫は追ってこなかった。天てん神じんの声も聞こえなかった。

　呼吸が徐々に戻り始めると、視界も広がった。

　慧けい吾ごたちがいたのは、国道から少し外れた場所にある公園なのか休憩所なのかよく分からないベンチがあるだけのスペースだった。

　頭に酸素が送り込まれても、混こん沌とんの渦が巻き、なかなか冷静な思考ができない。

〈キョウシン教会〉の施設は、もう崩れ落ちていた。倒すべき敵もいないし、この世界を元に戻す手立てもない。

　それに、気づけば──四人だけになっていた。

　慧けい吾ご、儚はかな、大た丘く、茶ちや城しろ。

　ほんの何十分か前まで一緒にいた仲間が過よぎる。奈な津つ麦むぎ、天てん神じん、オルガ……。

　と、大た丘くが切り出す。

「このまま立ち止まっていても仕方ない。どうするか、皆で考えましょう」

　やや体力が戻ったからか、目に強い光が戻っていた。

　と、茶ちや城しろが眼鏡のブリッジをあげながら言う。

「実は、作戦と呼べるほどのものじゃないんっすけど──」

　少し、もったいぶった口調に皆の視線が集まる。茶ちや城しろは続ける。

「あの……大た丘くさんが覚えた呪文の中に、『ミラージュブレイク』ってのがありましたよね」

「うん」と大た丘くは頷うなずく。「ダンジョンのギミックとかを破壊する魔法で、ショートカットができるやつです」

「ですよね。その魔法を使ったら──この山を取り囲んでいる白い壁を破壊できるんじゃないかなって」

　茶ちや城しろは、おっかなびっくりにそう言ったが、皆に大きな衝撃を与えた。大た丘くでさえ、そんな発想はなかったらしい。一瞬言葉を失い、大きく息を吸い込んでから大きな声を出す。

「それだ！」

　慧けい吾ごも思わず唸うなる。確かに、大た丘くの呪文は、他の者が生み出した【悪夢ナイトメア】にも干渉する。『ライトソード』で光こう晴せいの【悪夢ナイトメア】、『ドラゴンブレス』で天てん神じんの【悪夢ナイトメア】、それぞれにダメージを与えていた。十分に試してみる価値があるように思えた。

　と、儚はかなが「ちょっと待って」と口を挟む。

「だったら、わたしからもお願いがあるんだけど──」

　大た丘くは、自信に満みち溢あふれた顔で答える。「なんですか？」

「慧けい吾ごの家に寄ってくれないかな」

　慧けい吾ごと大た丘くは、同時に顔を曇らせる。さらに同時に「なぜだ」「どうしてですか」と疑問を口にした。

　儚はかなは、一度慧けい吾ごに視線を向け何か言おうとしたが、結局言葉にできず、大た丘くに視線を移す。

「言ってたでしょ。眠っている人を起こす呪文があるって」

　大た丘くはまだ儚はかなの意図がよく分からないからか、ぎこちなく頷うなずく。

　だが、慧けい吾ごは、それだけで儚はかなが何を言おうとしているのか分かった。

　目覚めてすぐ、儚はかなは慧けい吾ごの部屋を飛び出し、居間に行った。

　さらに、慧けい吾ごはなぜか思い出すことができなかった。

　──父親の存在を。

「まさか」と思わず口走る。

　そんなことあるわけがないと思えば思うほど、その想像がよりはっきりと頭の中に浮かんでいく。恐る恐る儚はかなに尋ねる。

「あの居間で、寝ているのか……親おや父じが」

　儚はかなは、目を大きく見開いて慧けい吾ごを見つめた。そして呟つぶやいた。

「そうだよね……慧けい吾ごなら──」

「どういうことだ！」

　慧けい吾ごは、思わず声を荒げてしまう。だが、冷静になることはもはや無理だった。

「寝ているって、ただ寝ているわけじゃないんだろ。だよな、居間を見ていたときの儚はかなの顔はそうじゃなかった。俺と同じように、意識を失っているんだろ。俺たちは、寝ている親おや父じを放って逃げてきたのか？」

　儚はかなは、辛つらそうに顔を歪ゆがめながら、必死に弁解する。

「でも、大丈夫だよ。ほら、慧けい吾ごの家、太陽電池だから色々な機器は動いたままだし、夜になっても充電池で動くから問題はない。栄養補給だって、夜までは持つから」

「そんな問題じゃないだろ！　俺の家に〈クチダケ〉がやってきたんだぞ」

　儚はかなが、ビクリと肩を上げる。

「おい！」と大た丘くに咎とがめられたが、慧けい吾ごはそれに構う余裕がなかった。儚はかなに尋ねる。

　思い出す、ペンションに入る際の儚はかなと乾いぬい栄えい治じのやり取りを。

　儚はかなは、何かを秘密にするように頼んでいた。

「なぁ、そろそろ教えてくれよ儚はかな。本当は、何があったんだ？　どうして、俺は二週間もの間眠っていたんだ？　どうして親おや父じは今もなお眠っているんだ」

　儚はかなは、まるで錆さびたハッチを開けるかのように、ぎこちなく口を開いた。

「慧けい吾ごと慧けい吾ごのお父さんは、あの日、洞窟で真剣勝負をしたの」

　──真剣勝負？　いや、待て、待て待て……。

　慧けい吾ごは首を振る。

「そんなもの、俺が受け入れるはずがないだろ」

「本来の慧けい吾ごならね。でも、慧けい吾ごは修行中だった。暗い場所で、ずっと一人でいたから。だから──」

　慧けい吾ごは、唾を一つ飲み込む。

「……なんだ、どういうことだ？」

「お父さんは、本当に慧けい吾ごのことを心配してた。修行を失敗するかもしれないって。慧けい吾ごが、突然修行を申し出たのも、焦あせっているからだって。自分に自信がないからだって」

「自信がない？」

　と、慧けい吾ごは思わず鼻で笑ってしまう。自分でいうのもなんだが、むしろ真逆、自信家ではないのか。

「わたしも、慧けい吾ごのお父さんと同じ考えだよ。慧けい吾ごはいつも冷静だし正しいけど、それは周囲の状況を分析しているだけ。自分をちっとも信じていない。だから、何が正しいのか分かっても、自分で正解を作り出すことはできない」

　父親の言葉と儚はかなの言葉が、同時に頭の中で鳴る。

　──『だから、お前は天二才』。──『慧けい吾ご、もっと自分を信じて』

「〈鞍くら断だち〉は、自分の影を斬らなければいけないけど、自分に自信がない慧けい吾ごには、それができないだろうって。だから、慧けい吾ごのお父さんは、あの日──」

　暗く沈んだ儚はかなの目が洞窟の深い穴と重なっていく。

「自ら慧けい吾ごの影になろうとした。修行している慧けい吾ごのところに行った。あの洞窟に。で、真剣勝負を挑んだ」

「……俺は、親おや父じを……影だと…………思ったの、か？」

　儚はかなは、申し訳なさそうにこくりと頷うなずく。

「結果は、相討ちだった。同じ信念流だから、同じ太刀筋だから。親子だから。二人とも意識不明になった」

「で、先に俺が起きたのか？　ちょっと待てよ！」

　ふと、トンネルでの出来事が浮かぶ。

　あのとき、天てん神じんの【悪夢ナイトメア】が生み出された、あのとき──。

　まず影が現れた。トンネルの闇よりずっと深い影が。

　そして、その直前、俺は大た丘くとの会話で親おや父じの存在を思い出した。

　あの影は……。

「俺、トンネルで──」

　──本当に俺は、親おや父じのことを影だと思ったのか？

　修行の邪魔をされたことに憎しみを抱いたんじゃないのか？

　怒りのままに、俺は親おや父じのことを──。

「あの影は……俺の……」

「違う！」

　儚はかなが叫ぶ。慧けい吾ごが何を考えているのか察したのだろう。必死で首を振った。

「慧けい吾ごは、【悪夢ナイトメア】を生み出したりなんかしない。違う、違うよ──」

　何が本当の自分か、分からなくなっていた。何が正しいのか分からなくなっていた。

「落ち着けよ」

　そう言って大た丘くに肩を摑つかまれる。

　瞬間的に、目の前が赤くなった。火花のようなものが頭の中で弾はじけた。

　気にくわなかった。

　──お前にだけはそんな顔をされたくない。憐あわれみの表情で、俺を見るな！

　気づけば慧けい吾ごは、大た丘くの胸ぐらを摑つかんでいた。

　感情のままに叫んでいた。

「引き籠もり野郎が！」

　間かん髪はつ入いれずに、儚はかなに頰を叩たたかれる。

　乾いた音が鳴り響く。

「そんなこと、わたしの知っている慧けい吾ごは言わない。いや、違う、わたしが言わせてる。そう、そうなんだけど、やめて……本当の慧けい吾ごになって、お願いだから」

　儚はかなは、涙を流していた。

　これで二度目だ。儚はかなが泣いたのを見たのは。

　二度とも、俺が泣かせたのだ。

　──情けなくて、情けなくて、情けなくて……。

　何も言えなかった。

　と、大た丘くが、言う。

「行こう！　慧けい吾ごの家に。僕の呪文で、慧けい吾ごのお父さんを目覚めさせるよ！」

　気を使われているのが分かった。

　それがまた情けなかった。

　これまで大た丘くのことを疑っていたが、力を持ったことにただただ嫉妬していたのかもしれない。

　歯を食いしばり、頭を下げた。腹の底から声を絞り出した。

「た……頼む。助けてくれ」
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　やるべきことは、目的地は定まった。

　慧けい吾ごの家に行き、慧けい吾ごの父親を目覚めさせ、さらに山を下りて白い壁を破壊してこの現象──【悪夢ナイトメア】から抜け出す。

　茶ちや城しろにとってみれば、慧けい吾ごの父親のことなど全く無関係であったが、心よく承諾してくれた。

「自分はこの中で、一番役立たずっすからね。皆さんに最後までくらいついていきますよ」




　陽が落ちる。

　空が赤く染まる時間はほんのわずかだった。すぐにあたりは暗くなった。

　慧けい吾ごたちは、月明かりだけを頼りに、なんとか暗い山道を手探りで歩いた。

　途中、山の麓、ショッピングモールが見渡せる丘へと立ち寄った。

　町からは一切明かりが見えなかった。

　まるで、この山はおろか世界から人が消えたようだった。

　前に思ったとおり、闇は恐怖を増長させる。

　いつ誰かの【悪夢ナイトメア】が生み出されてもおかしくなかった。いや、誰かではない。

　自分自身の【悪夢ナイトメア】だ。

　なんとか強くあろうと歯を食いしばる。立ち止まるまいと一歩ずつ歩を進める。止まれば、闇に、影に、足を摑つかまれる。一度、摑つかまれたら、その瞬間、自分は影に飲み込まれる。

　洞窟が頭に浮かぶ。入り口から、己の影が、こちらをじっと見つめている。




　気づくと、自分の家まで辿たどり着ついていた。

　まだ離れて半日ほどしか経たっていないが、そこはもうすでに自分が知る場所ではないように思えた。

　玄関が見えたところで、大た丘くが声を潜めて言う。

「……誰かいる」

　慧けい吾ごは目を凝らす。確かに人影が見えた。

　さらに、その人影に見覚えがあった。他の皆も気づいたようだった。

　明らかに小さく華きや奢しやなシルエットだったので、すぐに分かる。

　だが、自分の目が信じられなかった。

　──どうして、ここにいるのだ？

「ダメ！　こっちにきちゃ！」

　やはりそうだ。その声は、間違いない。

　目が闇に慣れていく。月明かりがその姿をくっきりと浮かび上がらせる。

　──琉る璃りだった。
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　琉る璃りは、慧けい吾ごの家の玄関の前で立っていた。

「琉る璃り！」と慧けい吾ごが声をかける。

　よく見れば琉る璃りは一人ではなかった。その背後に影がもう一つ。

　──〈クチダケ〉だ。それも、ただの〈クチダケ〉ではない。二回りほど体が大きかった。もちろんその分、口の数も多い。

「琉る璃り、生きていたのか！」

　慧けい吾ごはもう一度呼びかける。

　だが琉る璃りは、それに全く答えない。よく見れば体を震わせていた。背後にいる巨きよ軀くの〈クチダケ〉に両肩をぎゅっと摑つかまれている。

　琉る璃りは、やや間を空けて言う。

「これは、わたしのお父さんなの」

　琉る璃りの父親──〈キョウシン教会〉の教祖、ファーザー、陽奏ひなた京きよう真しん。

　その顔は、常軌を逸しているため、琉る璃りと似ているのかは分からない。だが、琉る璃りがそういうのだからそうなのだろう。

　陽奏ひなた京きよう真しんは、体中の口から嘆き声を発する。

『わたしはあなたを信じます、わたしはあなたを信じます、わたしはあなたを信じます』、と。

　琉る璃りがまたしても叫ぶ。

「逃げて！」

　そう言ってこちらに手を伸ばす。

　だが、陽奏ひなた京きよう真しんがそれを許さなかった。琉る璃りの後ろ襟を摑つかむと、強引に引っ張りぶん投げる。琉る璃りは、庭まで飛ばされると、石いし灯どう籠ろうにぶつかりそのまま意識を失う。

　その動きは、これまでの〈クチダケ〉とは明らかに違っていた。その体格は見かけ倒しではないようだ。力も速さも何倍もある。

「琉る璃りちゃん！」

　と大た丘くが動く。『バトルモード』と呟つぶやき、光戦士となる。

　慧けい吾ごは、即座に作戦を立てる。

「陽奏ひなた京きよう真しんは、俺たちで何とか食い止める。儚はかなと茶ちや城しろさんは、先に家に入って親おや父じの安否を確かめてくれ！」

　ここよりも自宅のほうが安全だろう。二人を避難させる目的もあった。

　儚はかなと茶ちや城しろは、互いに頷うなずくと、一気に玄関へと駆ける。

　それに合わせて大た丘くも光の剣『ライトソード』を出すと、陽奏ひなた京きよう真しんに向かっていた。

「馬鹿、待て！」

　と慧けい吾ごは慌てて制止する。こちらの準備が整っていなかった。

　だが、大た丘くは自分自身の正義感に酔っているのか、よほど自信があるのか、それを無視して陽奏ひなた京きよう真しんにそのまま突っ込んでいった。

　陽奏ひなた京きよう真しんも動──。

　ビュン！

　と、慧けい吾ごのすぐ脇を吹っ飛ばされた大た丘くが横切っていく。

　いつの間にか陽奏ひなた京きよう真しんにぶん殴られていたのだ。

　大た丘くは、そのまま背後の畑まで飛ばされていく。

　陽奏ひなた京きよう真しんは、右手を振っただけだった。

　動きがいいなんてレベルじゃない。超人的だ。

　慧けい吾ごは、頭を回転させる。──どこまで幻覚なのだ。

　だが、即座にその考えを捨てる。全てを現実だと思え。もしかすると、【悪夢ナイトメア】によって、実際に肉体の力を増している可能性はある。プロスポーツ選手のゾーンのように、脳内麻薬を過剰に分泌したり、そういうことまではできるはずだ。

　横目で、儚はかなと茶ちや城しろを確認する。玄関まで到着しているが、庭まで吹き飛ばされた琉る璃りのことが気にかかっているようだ。中まで運び込むかどうか迷い、立ち止まっている。

　慧けい吾ごは鋭い声を飛ばす。

「こいつはやばい。早く中に入れ！」

　儚はかなと茶ちや城しろは、仕方ないといった感じで、後ろ髪を引かれながらも家の中へと消えていく。

　慧けい吾ごは、それを見て、〈郷ごう暗あん〉を抜く。

　さらに、背後の大た丘くに目を向ける。

　大た丘くは、四よつん這ばいになり、口からドボドボと血を零こぼしていた。身に纏まとう光の鎧よろいが昇華のように粒子になって消えていく。

「いってぇ。なんだよこれ。僕は、光戦士だぞ」

　大た丘くの顔は、昔の臆病者に戻っていた。呼吸を荒れさせ、怯おびえを浮かべる。

　慧けい吾ごは、舌打ちをし、大た丘くの協力を諦めて、陽奏ひなた京きよう真しんと向かい合う。

　自らに、勝てるかと問う。

　答えは出ない。

　先程の大た丘くへの打撃──全く見えなかった。

　もし摑つかまれて咬かまれでもしたら、自らも〈クチダケ〉になってしまう。

　自分のものとは思えないほど、呼吸が荒い。誰かの吐息を聞いているかのようだ。

　勝機があるとすれば──一撃。

　一太刀で、決めきること。

　またしてもあの秘技が頭に浮かぶ。

　──〈鞍くら断だち〉ならば。

　だが、知ってしまった。自分は影と戦ったのではなく、父親と戦ったのだ。

　思い出したい、どう戦ったのか？

　俺は、〈鞍くら断だち〉を会え得とくしたのか？

　そこまで考えて、すぐに自分の考えを打ち消す。

　実際に首を振る。振り払う。

　いや違う、そうじゃない。

　この迷いだ。この思考だ。

　これが俺の弱さ。だから、俺は──『天二才』。

　自分を信じろ。

　ここは、【悪夢ナイトメア】の中。

　イメージが、現実となる世界。信じれば、叶かなう世界。

　俺は、会え得とくしている。──〈鞍くら断だち〉を。

　言い聞かせるのではなく、思い込むのでもなく、そう信じる。

　思考を捨てる。理屈を捨てる。選択することを捨てる。

　次に体を捨てる。意識を捨てる。

　頭を空白で埋め尽くす。

　息を吐く。

　空っぽに──。

　体が独りでに動く。

〈郷ごう暗あん〉を一度鞘さやに収める。

　どうしてそうするのか、自分でも分からない。

　右足を一歩前にだし、両足を地面に馴な染じませる。大木の根のように。

　居合いをする気か。

　さらに、目を閉じる。

　闇となるが──怖くはない。

〈郷ごう暗あん〉を体の一部にする。

　闇にぽっかりと何かが浮かんでいる。狐きつね火びのように。

　あれは、陽奏ひなた京きよう真しんの心。

　こちらに迫ってくる。物もの凄すごい速さで。

　抜く。〈郷ごう暗あん〉を。

　引っ掛かりを感じない。いつになく素直だ。

　甲高い金属の音が一つ鳴る。

　再び闇。

　ゆっくりと目を開く。

　慧けい吾ごは、自分がどんな体勢になっているのかも分からなかった。

　だから、確認して驚いた。

　──〈郷ごう暗あん〉は抜かれていなかった。鞘さやに収まったままだった。

　だが、何かを斬った感触は確かに手に残っていた。

　そして、目の前の陽奏ひなた京きよう真しんは、〈クチダケ〉から元の姿へと戻っていた。朱色の作さ務む衣えを着ている。

「これが……〈鞍くら断だち〉」

　人の姿に戻った陽奏ひなた京きよう真しんも驚き戸惑っていた。自らの体を見渡している。

　と、慧けい吾ごに対して、突然声を飛ばした。

「俺じゃない！　こんなことをしたのは、俺じゃ──」

　と、そこまで言ったところで左目が爆はぜる。

　真っ赤な花を咲かせる。

　発砲音がこだまする。

　慧けい吾ごは、ゆっくり視線を音のほうへ向ける。

　いつの間にか意識を取り戻した琉る璃りが、震える両手で拳銃を構えていた。




　　　　９




　慧けい吾ごは、混乱する。

　何が起きたのかよく分からない。琉る璃りが、父親である陽奏ひなた京きよう真しんを撃ったのか。あの手に持つ拳銃で。だが、あの拳銃……見覚えがある。あれは、奈な津つ麦むぎの拳銃だ。

〈キョウシン教会〉の施設で、奈な津つ麦むぎの遺体が握っているはずだ。

「どうして……」と思わず言葉にする。

　琉る璃りは、それには答えてはくれない。

　代わりに、きょろきょろと見渡しながら言う。

「ねぇ、わたしにはあなたが見えないの。静しず嶋しま慧けい吾ご」

　──なんだ、どういうことだ？

「あなたの声も聞こえない。だから、わたし一度もあなたの質問に答えていないはずなんだけど」

　──何を言っている？

　いや、確かにそうだ。思い起こしてみるが、琉る璃りが自分と目を合わせてくれたことは一度もなかった。琉る璃りが自分の質問に答えてくれたことは一度もなかった。嫌われているのだと思ったが……。

　それが何を意味しているのだ？

　琉る璃りがこちらに向かってくる。真っ暗闇の中を進んでいるかのような不確かな足取りで。

「ねぇ、どこにいるの？　こっちまで来て」

　慧けい吾ごは戸惑いながらもその声に引き寄せられていく。何か返そうと思うが、喉がカラカラに渇いてうまく声が出せない。

「このへんかな」

　琉る璃りがそう言って、玄関の前で立ち止まる。

　慧けい吾ごも琉る璃りの目の前に立ち、恐る恐る琉る璃りの肩を摑つかもうとする。

　──だが、摑つかめなかった。いや、触れられなかった。

　何が起きているのか全く分からなかった。

　二人の体は重なり合っていた。琉る璃りの体は透け、慧けい吾ごの体に埋まっていた。

　慧けい吾ごは、慌てて一歩下がると、琉る璃りから離れる。

　いつの間にか、拳銃を握る琉る璃りの手からは震えが消えていた。琉る璃りの表情から怯おびえが消えていた。琉る璃りは、笑っていた。とても素直な、少女の笑顔だった。

「あのときトンネルで、わたしは手を伸ばしたけど、誰も摑つかんでくれなかった。どうしてだろうと思ったけど、きっとあなたが手を伸ばしていたのね」

　──なんだ、何を言っている？

　徐々に、琉る璃りの声が変化していく。妙な響きかたをしていく。

　脳が直接震わされているかのような。

「もっと早く、あなたたちの前から姿を消すつもりだった。ただ、わたしが作り出したおもちゃ箱を覗のぞいただけだったから。でも、あなたのことを知った。静しず嶋しま慧けい吾ご。──あなたよ、あなた。あなたこそが、神を作り出す鍵となる」

　琉る璃りの声を聞いていると、目の前の景色が揺らいでいく。まるで──【悪夢ナイトメア】を見ているかのように。

「琉る璃り、何を言っているんだ？」

　問うてみるが、返答はない。そうだ、声は届かないと言った。

　と、そこに玄関の戸が開く。

　儚はかなと茶ちや城しろだ。

　二人は、慧けい吾ごの父親を運び込んでいた。まるでミイラのようにシーツにくるんで。
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　儚はかなが叫ぶ。

「無事だった！　でも、中に〈クチダケ〉が何体かいて、ここまで運んできたんだけど……大た丘く！」

　と、琉る璃りが躊ちゆう躇ちよなく、拳銃をそちらに向けた。

　咄とつ嗟さに叫ぶ。

「危ない！」

　儚はかなは、その声と視線で琉る璃りに気づく。

　琉る璃りが銃を撃つが、体をよじる。

　暗くて弾がどこに飛んだのか分からないが、なんとか躱かわしたらしい。

　儚はかなは、銃を撃ってきた琉る璃りに驚いた。

「琉る璃りちゃん、何しているの？」

　琉る璃りは、笑った。

「ん？　それは、どこからの話？　〈キョウシン教会〉を乗っ取って、真ま継つぎ静せい正しようを操って、この狂った世界を作り出すところから教えればいい？」

「何を……」

　琉る璃りは、またしても銃を撃つ。一発だけじゃない、何発も。

　儚はかなと茶ちや城しろは、悲鳴を上げ、慧けい吾ごの父親の体を守りながらも身を屈かがめる。

　慧けい吾ごは、琉る璃りの手から拳銃を奪おうとしたが、やはり琉る璃りの体は透け摑つかむことはできない。

　拳銃は、弾切れを起こす。

　琉る璃りは、まるでそれがおもちゃであるかのように捨てると、周囲に向かって呼びかける。

「ねぇ、みんな来て」

　すると、周囲の闇から声が漏れてくる。

『ネル・シス・カサハラク。ネル・シス・カサハラク。ネル・シス・カサハラク……』

　──〈クチダケ〉たちだった。陽奏ひなた京きよう真しんのときのような巨きよ軀くではなかったが、数が多かった。

　すぐに周囲を取り囲まれる。

　茶ちや城しろが、混乱しながら声を荒げる。

「何してるんすか、琉る璃りちゃん！　これはどういうことなんすか？」

　琉る璃りは、あっけらかんと言う。

「どういうことって、そういうことだよ」

　あぁ、そういうことなのだろう。

　陽奏ひなた琉る璃りこそが、〈キョウシン教会〉の教祖であり、【悪夢ナイトメア】現象を巻き起こした首謀者だったのだ。

　だが、今はそれどころではない。

　慧けい吾ごは、琉る璃りの声に惑わされていた意識をしっかりと保ち、頭を切り替える。

　背後に目を向ける。

　大た丘くは、いまだ陽奏ひなた京きよう真しんに殴られた傷が痛むようで、身を屈かがめたまま泣いていた。初めて会ったときのように。

　これでは、慧けい吾ごの父親を、呪文で目覚めさせるのは、絶望的だ。

　今戦えるのは、慧けい吾ごだけだ。

　だが、やはり数が多い。

〈クチダケ〉は、考えることはできなくとも、琉る璃りの命令には忠実のようだ。

　このままでは、全滅する。

　と、そのときだった。

　タイヤのスリップ音が、遠くから聞こえたかと思うと、こちらに向かってワゴン車が突っ込んでくる。

　運転席にいたのは、顔を血で真っ赤にさせた──オルガだった。

　慧けい吾ごの脳裏に、琉る璃りを必死に庇おうとするオルガの姿が蘇る。

　──オルガはどっちだ？　敵か、味方か。

　その疑念を吹き飛ばすかのように、オルガは躊ちゆう躇ちよなくワゴン車で〈クチダケ〉を跳ね飛ばしていく。

　そして、慧けい吾ごの前で急ブレーキを踏むと、車体を滑らせ側面を向け、ピタリと止める。

　運転席からオルガが言う。

「乗れ」

　慧けい吾ごは、内心で安堵のため息をつく。──どうやら味方と思っていいようだ。

「無事だったのか!?」

「あぁ、虫に体を喰くわれかけたが、たまたま撃った一発が本体を捉えた」

　本体──それは天てん神じんのことだろう。よく見ると顔の血は、返り血のようだった。

　オルガは続ける。

「その後、この車を拾った。ここにいるかどうかは賭けだったが。さぁ、早くしろ」

　慧けい吾ごは、考えるのを一時的にやめ、オルガの指示に従う。

「逃げるぞ！」

　そう叫び、大た丘くの元に駆け寄る。

「大た丘く、逃げるぞ！」

　大た丘くは初めて会ったときのように、泣いて身を屈かがめていた。強引に、脇を摑つかみ立たせる。

　儚はかなと茶ちや城しろは、慧けい吾ごの父親を必死に運び、荷台に放り込み、自らも乗り込む。

　慧けい吾ごと大た丘くも、なんとか乗り込む。

　オルガは、一瞬琉る璃りに視線を向ける。

　琉る璃りもオルガと目を合わせる。

「ねぇ、どこ行くの？　もっと遊ぼう」

　慧けい吾ごは言う。

「琉る璃りは──」

　だが、オルガは全てを察したようだった。

「分かっている」

　そう言うと、そのまま走り出す。

　と、茶ちや城しろが叫んだ。

「慧けい吾ごさん、儚はかなちゃんが……」

　儚はかなの額に汗が滲にじんでいた。血の気が引いていた。

　押さえる腹から血が湧き出ていた。

　琉る璃りが撃った銃弾の一発が、命中していたのだ。
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　陽奏ひなた京きよう真しんは、落下していた。落下しながら、考えていた。

　──俺はいつから落ちているのか、と。

　うまくいっていると思っていた。ただのちんけな詐欺師が、カルト宗教の教祖にまで上りつめたのだ。

　──いつからだ？

　あの考古学者、真ま継つぎ静せい正しようを〈キョウシン教会〉に取り込んでからか。

　いや、違うもっと前──そうだ、あのガキを拾ったときだ。




　あいつは、不法投棄の山の中に捨てられていた。あいつは、五歳だった。

　虐待をされていたのか、痣あざだらけだった。ガリガリに瘦せ細っていた。

　真まっ裸ぱだかで、リスのリュックだけを背負っていた。

　俺は、すでに〈キョウシン教会〉を立ち上げていた。皆からファーザーと呼ばれていた。

　あいつを拾ったのは、使えそうだったからだ。ファーザーは、誰も見捨てないと思わせたかったからだ。思わせて、もっと金を巻き上げたかったからだ。

　ガキは、ガキの癖に、よく大人の顔を見ていた。その上で、どう演じるかを決めていた。

　それはまるで自分の子どもの頃を見ているかのようだった。俺もそうだった。周囲の顔色に気を配らなければ、殴られた。だから噓うそつきになった。

　いつの間にか、本当の娘のように思えてきた。だから、陽奏ひなた琉る璃りという名前を与えた。

　だが、今ならば分かる。その感情すらもガキによって操作されたものだった。あいつは、俺とちっとも似ていない。

　あいつは、俺よりもずっと特別だった。

　あの歳としで、人を操ることに長たけていた。誰よりもずっと先を見つめていた。

　あいつが、ある日囁ささやいた。『住むところにも意味を持たせたほうがいいよ』

　それで、施設を影かげ見み山やまに移した。

　次に、こんなことを囁ささやいた。『面白いことを調べている人がいるよ』

　そいつの名は、真ま継つぎ静せい正しようといった。

　考古学者で、『言葉』の起源を研究テーマにしている男だ。真ま継つぎ静せい正しようは、俺と同じようにあのガキに取り込まれ、操られ、どっかの遺跡から持ち帰った『バベルの石』と呼ばれるものを簡単に差し出した。

　それは俺にとっては、ただの石だった。三さん角かく錐すいの形の穴がたくさん開いた石。

　だが、それが全てを変えた。その石を振ると音が聞こえた。それは、女の声のように聞こえた。ある言葉が聞こえた。──『ネル・シス・カサハラク』

　そこから、ガキは一気に動き出した。

　まず教典を書き換えた。以前に、俺が作ったものは、色々な宗教をごちゃ混ぜにしたお粗末なものだったが、ずっと過激な終末思想に変貌した。信じなければ救われない、と。

　さらに、組織改革をおこなった。使える者を厳選し、活躍できる場所へ配置した。使えない者は、異教徒扱いし、地下に掘られた正方形の穴に閉じ込めた。

　そのあたりから、俺は徐々に恐れを抱くようになった。俺が知らないことが増え出し、コントロールしきれなくなっていった。

　まさか──爆弾まで作っているとは知らなかった。

　俺は、ガキに問い詰めた。何をする気だ、と。

　ガキは笑った。どうしても直接的に破壊しなくてはいけない場所があるのだ、と。ライフラインを止めて追い詰めたら、【悪夢ナイトメア】を見やすくなるだろう、と。

　そう──【悪夢ナイトメア】だ。それを言い始めたのもあのガキだ。

　ガキの目的は、この山を【悪夢ナイトメア】で包み、神を生み出すことだった。

「お父さん、わたし作ってみたいんだ、神様を。多分ね、今、神様はどこにもいないんだよ。だから、こんな世界になってるんだよ。だから、わたしが作ってあげるの。これはね、そういう遊びなんだよ」

　俺は、もうついていけなかった。逃げようと思った。

　だが、逃げられなかった。そして俺も異教徒扱いされた。正方形の穴に放り込まれた。

　体をねじると、俺を突き落としたやつの顔が見えた。

　あのガキだ。ガキは笑っていた。




　ようやく落下が終わる。

　陽奏ひなた京きよう真しんは、背中を強く打ち、呼吸ができなかった。落とした奴やつらに文句を言おうと思ったが、何も言えなかった。

　蓋が閉められ、完全な闇が訪れる。壁の両側面に設置されたスピーカーから大音量で教典を読む声が聞こえる。誰でもこんなところに閉じ込められれば狂う。洗脳される。

　いずれ、自分も教典に書かれている通り、〈クチダケ〉という化け物になるだろう。

　だが、ここにいるのも外にいるのも変わらない。これからとんでもないことが起こるのだ。きっと誰も信じないだろう。全て、十歳足らずの少女が考えたことだなんて。

　だが、あいつは特別なのだ。人は時に、一部の機能を失うことで、とんでもない力を得られることがある。あいつもそうだ。おそらく子どもの頃に殴られた衝撃でその障害を負ったのだろう。

　なんて、皮肉なんだと陽奏ひなた京きよう真しんは闇の中で一人笑った。

　あのガキ──陽奏ひなた琉る璃りは、神を作り出しても、それを見ることができないのだ。
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　車体の側面がガードレールに擦れ、火花が上がる。

「ちょ、ちょっと、オルガさん、本当に運転できるんですか！」

　オルガの運転を初めて味わった茶ちや城しろが、思わず声を荒げる。慧けい吾ごもできることなら運転を誰かに代わって欲しかったが、他にできるものがいないのだから仕方がない。

　オルガが言う。

「目的地はあるのか？」

　慧けい吾ごは伝えた。

「ショッピングモールだ。もう一度あそこに行ってくれ」

「分かった」とオルガは短く答える。

　荒れる息が車内に響く。

　儚はかなだ。慧けい吾ごは着ていた上着のネルシャツを儚はかなの腹部の傷口に当てたが、血がドクドクと止まる様子はない。

「あぁ、儚はかなさん……なんでこんなことに……」

　陽奏ひなた京きよう真しんに殴られ塞ぎ込んでいた大た丘くは、ほとんど何が起きたのか理解していないようだった。

　儚はかなが、その大た丘くに言う。

「た……大た丘く、早く、呪文を……起こして」

　それは、家からなんとか担かつぎ込こんだ慧けい吾ごの父親のことを言っていた。

　未だシーツにくるまれミイラのようになっている。

　大た丘くは、狼狽うろたえていた。先程の戦闘で自信を失っていたことも響いているようだった。

　それでも儚はかなの願いを叶かなえようと、変身を試みようとする。

　だが、慧けい吾ごがそれを止める。

「今は、ダメだ」

　茶ちや城しろと大た丘くが驚いた顔で、見つめてくる。自分の父親ではないのか、と。

　慧けい吾ごは、窓を指さす。

　そこから見えるのはロープウェイだ。電気がつき、動きだしていた。おそらく琉る璃り率いる〈キョウシン教会〉が操作しているのだろう。ライフラインを破壊したのは、奴やつらの仕業だ。再び復旧することもたやすいはずだ。

「あのロープウェイは、ショッピングモールと直通だ。先に着くのは向こうになる。となれば、もう一度戦闘になる可能性が高い。今変身して、呪文を使えば、向こうで変身できなくなるかもしれない。そしたら、壁を破壊できない。全ては、大た丘くにかかっているんだ」

「いや、ちょっと待てよ」と大た丘く。「だったら、今車を止めて──」

「それもできない」と慧けい吾ごは否定する。「儚はかなの傷は深い。早く、ここから出ないと」

　それで、他の皆も納得してくれたようだった。

　慧けい吾ごは、儚はかなの手を握る。

「持ちこたえろ。俺がついている」

　儚はかなの目は虚うつろになっていた。意識が消えかけている。なんとか振り絞って言葉を発する。

「起こして、お願い……」

　顔は慧けい吾ごのほうを向いているが、やはり大た丘くに向かって言っていた。

　慧けい吾ごは、シーツにくるまれた父親のことが気にかかる。それは、まるで死体のようにピクリとも動かなかった。

　その顔を確認したかった。無事であることをただ眠っていることを確認しておきたかった。だが、伸ばした手を摑つかまれる。

　茶ちや城しろだった。茶ちや城しろの顔も真っ青になっている。

「あの、わたし、慧けい吾ごさんの家で見たんす。だから……もし、見るんであれば、なんていうか、覚悟を──」

　慧けい吾ごは、ごくりと唾を飲む。

　茶ちや城しろが何を言いたいのか分かった。いや、もっと前から薄々気づいていた。

　そうだ……琉る璃りは、俺のことが見えていなかった。俺の言葉も届いていなかった。

　それが意味するところを考えれば、自おのずと分かる。

　慧けい吾ごは、一度茶ちや城しろに目を向けて頷うなずいてから、手を元に戻した。

　確かに、今、見るべきではないかもしれない。

　と、オルガが呟つぶやく。

「もうすぐだ。着くぞ」
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　オルガの運転はメチャクチャだったが、なんとか死なずに、ショッピングモールまで辿たどり着ついた。

　あの影かげ見みタワーの横で車を止める。さらに、傷を負った儚はかなと、シーツにくるまれた慧けい吾ごの父親を降ろす。

　そこで、電気が一斉についた。本来なら畑アートに向けられるはずのライトが、こちらを向いた。巨大な白い壁の前で、琉る璃りが立っていた。

　その周囲をたくさんの〈クチダケ〉が取り囲んでいる。

　オルガが猟銃を握りしめ、琉る璃りを睨にらみつける。

「琉る璃り」

　琉る璃りは、わざとらしく酷ひどく怯おびえた顔を作った。

「オルガ……助けて」

　オルガの目は、より一層鋭くなる。「演じるな」

　だが琉る璃りは全く意に介さない。今度は、ハッと笑い声をあげる。

「演じて欲しかったんじゃないの？　あなたのせいで死んじゃった友達のふりをして欲しかったんじゃないの。わたしを友達に見立ててから、過剰に守ろうとしていたんでしょ」

　オルガは、「貴様」と呟つぶやき、歯を食いしばる。

　琉る璃りは、さらに皆に向かって言う。

「ねぇ、ほらそこの足元を見て」

　慧けい吾ごたちが目を向けると、ちょうど茶ちや城しろの足元あたりにリスのリュックが落ちていた。あの琉る璃りが大事に持っていたものだ。右の肩掛けがちぎれている。

「その中に、皆が欲しがっていたものが入っているよ。ほら、バ、ベ、ル、の、い、し」

　茶ちや城しろがそれを聞いて慌てて拾い上げ、チャックを開く。だが──。

　ぼとりとボウリングの玉くらいのサイズのものが二つ落ちた。

　俺は、思わず息を吞のむ。

　それは、人間の頭だった。二つ。──儚はかなの両親だ。

　茶ちや城しろが、「ひい」と声を上げる。

「あぁ、ごめん噓うそついちゃった。それ、見つけるの大変だったんだよ」

　そう言って、琉る璃りは悪びれる様子もなく、舌を出す。さらに、こう続ける。

「本当はね、こっち」

　琉る璃りが改めて指差したのは、自分の腹だった。

「さっきね、飲み込んだ」

　そして、笑った。狂ったような高笑いだった。

「さぁ、これは本当でしょうか噓うそでしょうか。確かめるには、わたしをそのリスみたいにするしかないぞ」

　リスのリュックは、ちょうどチャックが腹の側面をなぞるようについており、開いた今、腹が裂かれているように見えなくもなかった。

　皆、それを見てぞっとする。琉る璃りの悪意に。慧けい吾ごは、声が届かないと分かっていても言う。

「琉る璃り、お前は何がしたいんだ？」

　と琉る璃りが皆の顔色を順番に見てから言う。

「あれ、もしかして今、静しず嶋しま慧けい吾ごがなんか言った？　段々ね、周りの人の状況見て分かるようになってきたよ。多分ね、『なんでそんなことするんだ』とかって言ったでしょ」

　慧けい吾ごは、この十歳の少女が、心底恐ろしかった。まるで、こちらの心が全て見透かされているような──。それが、この子の能力なのだ。おそらく後天的、失ってその力を得たのか……。

　琉る璃りは、続ける。

「ねぇ、この世界を見てよ。頭に思い描いたものを本気で信じるだけで、現実になるんだよ。どうして逃げようとするの？　それって素晴らしいじゃない。わたしたちと一緒に神様を作ろうよ」

　琉る璃りは、小さい体で両手を目一杯広げこちらに優しく微ほほ笑えみかけてくる。さらに、茶ちや城しろに肩を借り支えられている儚はかなをじっと見つめる。

「あぁ、儚はかなはダメだよ。ここで死んでもらう。神様は、二人はいらないからね」

　皆には、その意味がぴんと来ていないようだった。

　この場で気づいているのは、慧けい吾ごだけだろう。

　琉る璃りが言う。

「さぁ、ともかく遊ぼう。ルールは簡単だよ。わたしを殺してお腹なかの中から『バベルの石』を取り出すか、わたしの後ろの白い壁に穴を開ければ、あなたたちの勝ち。あなたたちが、皆咬かまれて〈クチダケ〉になったらわたしの勝ち。じゃあ、スタートね」

　それを合図に、琉る璃りの周囲にいた〈クチダケ〉がより明確に、密集し琉る璃りを隠す。

　慧けい吾ごは、まずオルガに向かって声をかける。

「先に言っておく。俺は、訳あって琉る璃りが斬れない。心情的にという意味じゃなく、物理的に無理なんだ。触れられないんだよ。おそらく、大た丘くも無理だ。あいつを縛っている正義感が邪魔をする。やれるとしたらオルガだけだ」

　オルガは頷うなずく。

「分かってる。あいつは、わたしの罪──」

　次に大た丘くに尋ねる。

「いけるか？」

　大た丘くは震えていた。明確に恐怖を抱いていた。それが自分自身で痛いほど分かっていたから、何も答えなかった。

　慧けい吾ごは、さらに鼓舞する。

「なぁ、大た丘く。──本物になれ」

　大た丘くは、少し驚いた顔を慧けい吾ごに向ける。「本物？」

「今のお前は、お前が生み出した光戦士をそのまま演じているだけだ。だから、実際に少し殴られただけで、弱い自分が出てくるんだ。けどな、光戦士は、今現実のこの世界で、必要とされている。お前はこの現実の世界で、誰かを救おうとしている。だから、演じるな。──本物の光戦士になれ」

　大た丘くは、まるで衛星中継のように、しばらく慧けい吾ごがいったことについて考える間を空けたあと、ふっと笑った。そして、前を見つめた。〈クチダケ〉の大群を見つめた。

　その目に強い意志が戻っている。

　大た丘くが言う。

「なぁ、慧けい吾ご。ここを出たら、僕と一緒に『神界ラビリンス』をやってくれないか？」

　慧けい吾ごは笑みを浮かべて答える。

「侍のジョブはあるか？」

「あぁ」

　慧けい吾ごは、最後に茶ちや城しろに言う。

「茶ちや城しろさん、儚はかなを頼みます」

　茶ちや城しろは、儚はかなを見つめ、さらに床に寝かされシーツにくるまれた慧けい吾ごの父親をちらりと見て、答える。

「わたし、ただのモブっすけど、ただの都市伝説好きのオタク女ですけど、信じるのは得意なんすよ。都市伝説だって、どんな馬鹿らしいのも全部信じてきましたから。だから、わたし、皆さんのこと──信じてるんで！」

　慧けい吾ごは強く頷うなずく。

　そして、〈郷ごう暗あん〉を抜く。

　オルガは、猟銃を構える。

　大た丘くは、『バトルモード』と呟つぶやき、光戦士になる。

　三人並んで、叫び、一斉に駆けだす。──〈クチダケ〉の大群に向かって。

「うおぉぉぉ！」
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　オルガの銃声を合図にして、〈クチダケ〉もこちらに向かって突っ込んでくる。

　その一人の頭に、銃弾が命中し、スイカみたいに爆はぜる。

　慧けい吾ごも向かってくる〈クチダケ〉は躊ちゆう躇ちよなく、一刀両断した。陽奏ひなた京きよう真しんに対し放った技が、〈鞍くら断だち〉かどうかは分からないが、何度もできるものではない。何度どころか、もう一度できるかどうかも分からない。それに、この〈クチダケ〉の大群は、一体一体はあまり強くない。あれを使うまでもなかった。

　大た丘くは、白い壁を破壊するために、マジックポイントを節約せねばならず、できるだけ後方で光の剣『ライトソード』を出し戦っていた。

　倒しても倒しても、その数は減らないように思えた。

　次々と、死体の山が積み重なっていく。ほとんどは朱色の作さ務む衣えを着た信徒であったが、中には一般市民も含まれているようだった。

　と、背後で茶ちや城しろが叫ぶ。

「皆さん、なるべく急いでください！」

　ちらりと目を向ける、儚はかなが痙けい攣れんしていた。

　さらに、〈クチダケ〉の大群の中心から琉る璃りの声が聞こえてくる。

「わたしが撃った弾、肝臓に当たってたみたい。多分、それ肝性脳症だよ」

　慧けい吾ごはもはや、琉る璃りが難しい言葉を知っていることに、さほど驚かなくなっていた。その病名を知らなかったが、およそ想像がつく。肝臓は本来、体に悪い物質を分解し濾ろ過かの役割を果たしている。だが、肝臓の機能が低下することで、その悪い物質が、血管を通って脳に入り込んでしまうのだ。

　さらに琉る璃りが言う。

「ねぇ、儚はかな。わたしが死んで、誰かが『バベルの石』を取り出したら、この世界はなくなっちゃうよ。そしたらさ、消えちゃうんだよ、あなたの──【悪夢ナイトメア】」

　その声は、まるで深い森の奥底から聞こえてくる魔女の囁ささやきのように、心を惑わせる。

　と、慧けい吾ごの心臓がドクンと強く一つ鳴った。

　思わず、体が止まる。

　背後で、後方支援していた大た丘くが心配して声をかけてくる。

「どうしたんだ、慧けい吾ご？」

　慧けい吾ごは、それにこたえられないほどの衝撃を受けていた。

　何かが頭に流れ込んでくる。黒い濁流のようなもの。それが、頭を侵していく。

　これは、記憶……か。

　視線を儚はかなに向ける。儚はかなは痙けい攣れんしながらも、何かを呟つぶやいていた。

　──幻覚を見ているのか？

　それが、俺に作用しているのか。




　血を流し洞窟で倒れる男。

　誰だこれは……。

　親おや父じか。左肩から体の中心まで、深い傷が刻まれている。

　あまりに深すぎる。これでは──致命傷じゃないか。

　倒れる親おや父じの傍そばで立つ男。腰に差している〈郷ごう暗あん〉の鞘さやをじっと見つめている。

　その鞘さやにはヒビ。

　親おや父じの一太刀を、それで受けたのか。

　そうだ、この男は──俺だ。

　これは、儚はかなの記憶。

　俺は、泣いている。俺は、嘆いている。

「己の影だと思って斬ったのか？　いや、そんなはずはない。俺は、そもそも〈鞍くら断だち〉や己の影なんて信じていなかった。ただ、一か月間山やま籠ごもりして、免許皆伝すればいいと思っていた。それほどまでに追いつめられていたか……洞窟に一人籠もっていたから……。いや、そんなはずないんだ。俺は、ただ親おや父じを斬ったんだ。親おや父じを……あぁ、くそ…………」

　周囲の闇が集まってくる。俺の体を包んでいく。

　俺は、影になる。

　そして、手に持ったままだった〈郷ごう暗あん〉を、自らの腹に向けて突き刺した。
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　その記憶が流れ込んで来た瞬間、慧けい吾ごは叫んだ。

　全ての血管が膨張し、張り裂けそうだった。

　体中を何かが駆け巡る。体の自由が奪われる。

　黒い靄もやが、体を包もうとしていた。

　思い出す、トンネルで見た影を。

　儚はかなは言った。あれは、俺の【悪夢ナイトメア】ではない、と。

　そうだ、あれは儚はかなの【悪夢ナイトメア】だったんだ。何度か、オルガがあの洞窟に行こうと提案したことがあった。儚はかなは、それをことごとく拒んだ。

　思い出すからだ。あのときの光景を。

　分かっていたんだ、思い出せば──【悪夢ナイトメア】が現れることを。

　儚はかなは、肝性脳症になっているせいで、幻覚を見ているんだ。あの日の俺を見ているんだ。

　意識はあるが、自由はきかない。

　黒い靄もやは、体全身を包みきる。獣のように荒い呼吸になっている。

　その口からも黒い靄もやは常時、吐きだされている。

　オルガに目を向ける。

　オルガは、一心不乱に〈クチダケ〉を殺し、琉る璃りに向かっている。こちらには気づいていない。こちらもオルガには届かない。

　だから目標を変える。

　──大た丘く。

　光戦士となった大た丘くの前に立ちはだかる。そんなことしたくはないが、体がいうことを聞かない。

　俺の体は、影に乗っ取られている。

　大た丘くは、影となった俺の体を見つめ、戸惑いの表情を浮かべている。

「なんだ、どうしたんだ……」

　説明したいが、口を開くこともできない。

　と、儚はかなの傍そばで寄り添う茶ちや城しろが、呟つぶやいた。

「……光と闇の戦い」

　──死海文書か。

　大た丘くが必死にこちらに呼びかけてくる。

「やめろ、慧けい吾ご！」

　──あぁ、俺もやめたい。だが、どうすることもできない。

　大た丘くは、泣く泣く光の剣を構える。

　ダメだそれでは──。まだ演じているだけだ。腰が入っていない。

　黒い影の塊となった俺が動く。

〈郷ごう暗あん〉で鋭い突きを放つ。

　──かわせ！

　その突きには、迷いがなかった。大た丘くの喉めがけていた。

　大た丘くは、咄とつ嗟さに首を横に振る。

　おそらく避けられたのは、偶然。

　だが、右の耳を掠かすめる。

　ひゅんと音が鳴り、肉片が宙を舞う。

　そして地面に落ちる。

　それは、大た丘くの耳だった。

　大た丘くは、右耳があったところを押さえて、呼吸を荒れさせる。

　強い意志を持った顔が、崩れていく。──恐怖で。

　──ダメだ。

　光の鎧よろいが象かたどれなくなっていく。粒子となり空を漂い始める。

「な、ない耳が……ひぃ、ひい、ひいいい」

　大た丘くの心が壊れていくほど、光の鎧よろいも壊れていく。もはや、ほとんどその原形をとどめていなかった。

　さらに、背を向け、逃げようとする。

「嫌だ、もう嫌だ」と。

　──ダメだ！

　口は開かないが、必死に呼びかける。

　大た丘くの足がピタリと止まる。

　視線が痙けい攣れんしている儚はかなに向いた。

　続いて、涙を流しながらその儚はかなに呼びかけている茶ちや城しろに向いた。

　そして、小さい体を躍動させ、猟銃を撃ちこみ、少しずつ琉る璃りに迫るオルガに向いた。

　大た丘くは呟つぶやく。

「違う違う違う違う違う……本物だ。僕は、本物になるんだ」

　再び、大た丘くの体が光り輝く。光が集束し、鎧よろいを象かたどる。

　振り返る。影の塊となった俺を見る。

　俺を睨にらみつける。涙と鼻水で、顔がグシャグシャになっていたが、そんなことお構いなしに、俺に意を向ける。

　──そうだ、それでいい。

　俺は〈郷ごう暗あん〉を構える。正せい眼がんの構え。

　大た丘くも、見よう見まねで光の剣を構える。こちらも正せい眼がん。

　よし、いい。悪くない。腰が入っている。様になっている。

　光と闇が、対たい峙じする。

　同時に、振り上げ、同時に、前へ駆けだす。

　光と闇の剣が交錯する。

　肉を斬る音。骨を断つ音。

　大た丘くの顔が目の前にある。眼めを見開き、何が起こったのか分からないといった顔をしている。

　霧が晴れるように、陽が昇るように、体から影が消える。

　光の刃が、俺の体をしっかりと貫いていた。

　俺は、影が含まれた黒い血を吐きだす。

　体が動くようになっていた。

　だから、手を伸ばし、大た丘くの頰に触れて、言った。

「お前は──本物だ」




　　　　５




　倒れる慧けい吾ごを、大た丘くは抱きかかえる。

「慧けい吾ご！　僕……」

　慧けい吾ごの顔に大た丘くの涙がポタポタと落ちる。

　慧けい吾ごは、消えそうな意識をなんとか繫つなぎ止とめながら、言う。

「俺のことはいい。早く、壁を先に壊せ」

「でも……」

「……頼む、早く」

　大た丘くは、そこでようやく踏ん切りをつけたらしい。強く頷うなずいてから、慧けい吾ごを優しく地面に寝かせ、壁に向かって走り出す。

　慧けい吾ごは、自覚する。自分の存在は、もう少しで消える。だが、なんとか最後まで見届けたい。

　目を向ける。──〈クチダケ〉の群れに。

　オルガが、孤軍奮闘し、〈クチダケ〉を駆逐していた。

　次々と、頭を爆はぜさせた〈クチダケ〉が倒れていく。

　そのオルガを惑わすように琉る璃りが呼びかけてくる。

「オルガ、あなたにわたしが殺せるの。ねぇ、本当にできる？」

　オルガは、それには答えない。答えている余裕がない。

　──〈クチダケ〉の一人が背後から摑つかみかかろうとする。その掌てのひらには、口がついている。

　がちりと歯が閉じられる。

　なんとか、オルガはそれを避ける。猟銃を撃つ。

　さらに、前に向け直し、ボルトアクションをおこない、構える。

　撃つ。

　だが、カチリと音がしただけで、弾切れだった。

　オルガは、「うぉぉぉ」と雄たけびをあげながら、猟銃を振る。

　目の前の〈クチダケ〉の眉間をぶん殴る。

　払いのける。

　と、その動きがピタリと止まる。

　倒れた〈クチダケ〉の向こう側にようやく琉る璃りを捉えた。

　琉る璃りは、未だ微ほほ笑えんでいた。言う。

「きたね。さぁ、やっていいよ」

　目を閉じ、両手を広げる。

　オルガは、琉る璃りをじっと見つめる。

　時間が止まったかのように、一瞬静寂が訪れる。

　まるで二人だけの空間のように、〈クチダケ〉の動きも止まる。

　オルガは、腰に差していたナイフを取り出す。

　そして、素早く駆け──琉る璃りの腹に躊ちゆう躇ちよなくナイフを突き刺した。

　さらに、こう呟つぶやいた。

「いただきます」
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　オルガが、琉る璃りを仕留めたと同時に、壁に辿たどり着ついた大た丘くが、手をかざす。

　一度、大きく息を吐きだしてから、唱える。

『ミラージュブレイク』

　皆が固唾を飲んで壁を見つめる。

　と──。

　大きな音を立て、壁に大きな穴が開く。まるで、大砲を撃ちこまれたかのような大きな穴だった。

　大た丘くが、こちらに駆け寄りながら、叫ぶ。

「開いたぞ！」

　そうか、と慧けい吾ごは微ほほ笑えんだ。

　もう体に余力はほとんど残されていない。

　だがいい、見届けることはできた。

　琉る璃りをオルガに仕留められ、〈クチダケ〉は統率が取れなくなっていた。ただ、全ての口から嘆きの声を漏らしていた。

　──『あぁ、あのお方が』

　大た丘くは慧けい吾ごを、茶ちや城しろは儚はかなを支えようとする。

　だが、消え入りそうな声が聞こえる。

「だめ」

　儚はかなだった。おそらく、完全に意識が戻ったわけじゃない。未だ現実と幻の境目を行き来している。そんな目だった。

　儚はかなは、声を振り絞り続ける。

「わたしたちのことを放っておいていいから、その人を先に運んで」

　その人とは──シーツにくるまれている男のことだ。

　慧けい吾ごに肩を貸す大た丘くが顔を覗のぞきこんでくる。

　慧けい吾ごは、頷うなずき返す。──俺もそれでいい、と。

　だが、それは自分の意志ではない。儚はかなの意志だ。

　本当は、儚はかなを助けてほしい。

　そんな男なんて放っておいて。

　茶ちや城しろは、それでも迷っている。儚はかなをそのままにしていいのか。

　だから、もう一いち度ど儚はかなが言う。

「お願い」

　茶ちや城しろは、必死で溢あふれる涙を拭いながら、儚はかなの思いを汲くんだようだった。

「一回、外に出たら、もう一度戻ってきます！」

　そう言って、儚はかなを再び地面に降ろすと、シーツにくるまれた男に近づく。

　更に大た丘くに声を飛ばす。

「大た丘くさん、お願いします！」

　大た丘くは、まだ判断に迷っていたが、茶ちや城しろの『もう一度戻ってきます』という言葉が後押しになったようだ。茶ちや城しろに応じ、慧けい吾ごに向かって「すまない」と謝ると、地面におろし、シーツにくるまれた男を茶ちや城しろと担かつぎ、壁の穴に向かって走り出す。

　オルガのほうに目を向けると、腹から血を流した琉る璃りを肩に担かつぎ、こちらも穴に向けて走り出しているところだった。

　もう、自分の役割は終わった。

　慧けい吾ごは、ゆっくりと体を這はわせ、儚はかなに近づいていく。

　儚はかなも、ゆっくりと慧けい吾ごへと近づいていく。

　慧けい吾ごは心で唱える。

「すまない、お前を守れなかった」

　儚はかなの声が、頭の中で響く。

「いいよ」

　残された力を振り絞り、儚はかなに近づいていく。

　そして、指と指が触れる瞬間、慧けい吾ごの意識は途絶えた。
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　声だけが聞こえていた。

　ずっと前からだ。

　自宅からここに来るまでの会話で、大体のことは理解した。大体の人間関係は理解した。

「よし、おろせ」

　これはオルガの声だ。

　乱暴に地面に投げられた音と、優しく置かれた音。

　最初のは、オルガが琉る璃りを放り投げた音だろう。

　カチリと音が鳴る。オルガが改めてナイフを取り出した音だ。

「ちょっと待ってください。それ、わたしにやらせてもらえませんか？」

　これは、茶ちや城しろの声だ。

「できるのか、お前に」とオルガ。

「逆にオルガさんはできるんですか？」と茶ちや城しろ。

「そ、そうだよ」

　これは琉る璃りの声か……。

「オルガにはできない。だって、わたしのこと信じてないもん」

　オルガの舌打ち。

　茶ちや城しろが言う。

「わたしも皆さんの役に立ちたいんです。わたしなら、何でも信じてきたわたしなら」

「分かった」とオルガは少し辛つらそうな声で納得する。

「ちょっと、何をしてるんだよ。それよりも──」

　これは、大た丘くの声だ。初めて聞いたときは驚いたが、あの中学のときの同級生、大た丘くが行動を共にしていたとは。昔は、臆病な男だったのに、ここまでたくましくなるとは思わなかった。

　オルガが大た丘くの声を遮る。

「お前は、そいつを起こせ」

　大た丘くは、少し迷った間を空けたあと、シーツをめくる。その音が聞こえてくる。

　光が差し込む。シーツが剝がされたらしい。眼めは閉じているがそれは分かる。

「えっ、なんで？　これは、慧けい吾ごのお父さんじゃなかったの？」

　大た丘くが驚いている。どうやら、気づいていなかったらしい。

　甲高く狂ったような琉る璃りの笑い声。

　おそらく、俺のことを最初に気づいていたのは、琉る璃りだったのだろう。玄関先から聞こえてきた琉る璃りの声。あいつには、見えないと言った。声が聞こえないと言った。だから、気づけたのだ。

　そうだ──親おや父じはとっくに死んでいる。

　あの日、俺が洞窟で斬り殺してしまった。そうしなければ、俺が殺されていたから。

「さぁ、時間がない。早くしろ」オルガが再び促す。

　沈黙から茶ちや城しろの覚悟が伝わってくる。

「琉る璃りちゃん、ごめんね」

　茶ちや城しろはそう言ったあと、琉る璃りの腹に手を突っ込む。そんな音が聞こえる。ぐちゃぐちゃと。

　さらには、聞いたこともないような琉る璃りの悲鳴がこだまする。

「いだい、いだい、いだい!!」

　それでも茶ちや城しろは、その手を緩めていないようだ。ぐちゃぐちゃという音は消えない。

　やがて琉る璃りの悲鳴がやむ。死にかけているからか、そもそもあの悲鳴が演技だったのか、分からない。

「い、いいな」と琉る璃り。痛みをこらえながら、必死に声を絞り出している。「【悪夢ナイトメア】が見えて。わ、わたし、も見たかった。わたし、さ、最初のお母さんに、な、殴られたから……そこから、何も、何も、聞こえないから──」

　だからか、と慧けい吾ごは推測する。

　声はうんと幼いのに、ここまで心が歪ゆがんでいるのは。

　皆が息を吞のむ声が聞こえてくる。どうやら、オルガですら気づいていなかったらしい。

　おそらく、人の顔を注視し、その口の動きから何を話しているか推測していたのだろう。

　後天的に聴力を失ったから、話すことはできたのか。それでも、ここまで誰にも気づかれないようにするには、血の滲にじむような努力をしたはずだ。

　その過程で、他人の顔をじっと覗くうちに、何を考えているのか分かるようになったのかもしれない。

　だから──ここまで人を操れるようになったのだ。

　だから──見えなかったのだ。

　始まりと終わりの言葉を聞いていないから。この子には、【悪夢】が見えていなかったのだ。

　だから──見えなかったのだ。




　儚はかなが作り出した俺を。




　俺が寝ているところへやってきた儚はかなが茶ちや城しろに説明した。

　俺は、親おや父じを殺したあと、自らの腹に〈郷ごう暗あん〉を突き立てた。どんな理由であれ、親おや父じに刃をむけた自分が許せなかった。その後のことは覚えていない。

　駆けつけた儚はかなが病院へと運んだそうだ。一命をなんとか取り留めた。出血は激しかったらしいが、幸いにも臓器は傷ついていなかったらしい。

　それでも意識は戻らなかった。

　医者は首をひねった。いつ起きてもおかしくないはずだと言った。

　儚はかなは、起きたくないのかもしれないと思った。

　それでも、毎日、俺のことを看病してくれた。

　そのうち、思うようになった。願うようになった。

　もし、目覚めるのなら、あの日のことを忘れていてほしい。

　儚はかなは、何日も同じ妄想をするようになった。──【悪夢ナイトメア】として、もう一人の俺を生み出すほどに。

　俺が二人いることに気づいたときは、何が起きているのか分からなかったらしい。

　混乱し、眠っている俺を置き去りにしてしまったことを後に後悔したそうだ。

　だから、全てが分かったあとは、何としても助け出そうとしてくれたのだ。

　その儚はかなは、あの【悪夢ナイトメア】の中に閉じ込められたままだ。

　なんとしても助け出さなくてはいけない。

　だから大た丘く……頼む。俺を目覚めさせてくれ。

　ぐちゃぐちゃという音がやむ。

　かわりに茶ちや城しろの声が聞こえる。

「あれ、おかしいな。もうちょっとだと思うんすけど、なんでだろ。でも大丈夫っすよ、わたし、信じてますもん。信じていれば、【悪夢ナイトメア】の力で生み出せるんすよね。わたし、信じてますもん。琉る璃りちゃんがバベルの石を飲み込んだんだって。だから、あれ、なんで、なんで出てこないの……なんで…………」

「もういい」とオルガが声をかける。

　琉る璃りの声は、とっくに聞こえなくなっていた。とっくに果てていた。

　茶ちや城しろは何も返さなかった。少し笑っているような吐息が漏れた。

　どうやら、世界はもう、元には戻らないらしい。

　それでも──。

　と俺は願う。

　大た丘く、俺を目覚めさせてくれ。

　俺が、儚はかなを迎えに行く。もし、儚はかなが……。それでも、いや、そのときは、俺が今度は、儚はかなを作り出す。──【悪夢ナイトメア】の力で。

　耳元で大た丘くが、何度も何度も、「くそっ、くそっ」と呟つぶやいている。

　視線を感じる。おそらく泣いている。泣きながら、俺のことをじっと見つめている。

　俺のことを考えている。歯が鳴る。歯を食いしばっている。

　やがて、大た丘くは呟つぶやいた。

　どうやら決意を固めてくれたようだ。

　目覚めの呪文が耳元で聞こえる──。




　静しず嶋しま慧けい吾ごは、目を覚ました。それは、夢の続きのようだった。
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　生いく路じ珠たま代よは、壁の向こう側に琉る璃りが運び込まれていくのを見届けて、車に乗り込んだ。

　そして、他の十二人が待つ〈キョウシン教会〉の施設へと戻った。

　施設は、瓦が礫れきに埋もれている。そう見えている。──【悪夢ナイトメア】によって。

　地下の扉を開いて、中へと歩を進める。

　一度服を脱ぎ捨て、裸になり、朱色の修行着に着替える。

　幹部室に入ると、十二人が円卓を囲み待っていた。

　生いく路じは言う。

「すべて順調だ。あのお方が考えた通りになった」

　皆、何も言わず立ち上がる。これからやるべきことは分かっている。

　あのお方に見いだされた十三人。誰よりもあのお方を信じ、誰よりも【悪夢ナイトメア】をコントロールできる十三人。

　この十三人で、教典の白い壁を再現した。【悪夢ナイトメア】は、死ねば消えてしまうから、白い壁だけは、どうしてもこの場所で、人知れず生み出さなければいけなかった。

　十三人で懺ざん悔げ室に行く。

　膝を立て、両手を胸のところで組み、祈る。唱える。

『ネル・シス・カサハラク。ネル・シス・カサハラク。ネル・シス・カサハラク……』

　ここでの十三人の役割はもう一つある。

　──神を生み出すことだ。

　だが一向にそれは姿を現さなかった。

　仕方がない。あのお方は、神のイメージを与えてくださらなかった。

『事前にわたしが教えてしまったら、それはわたしの神様だもん』

　とおっしゃった。

　なんとか、皆のイメージを統一しようとしたが、どうしても無理だった。

　やがて気づいた。

　すでに皆の中で、神は存在していたのだ。

　──あのお方こそが、わたしたちの神だった。

　それを知ったあのお方は、困り果てて、ここを出て行かれた。少し外を見てくる、と。

　十三人で話し合い、結局、わたしが遠くからあのお方を見守ることとなった。

　あのお方は、道中でたくさんの人と出会い、そして気づかれた。

　ショッピングモールでは、見守るわたしの元に駆け寄ってきた。

『いいことを思いついたの。もう少ししたらあなたたちのところへ戻るから、準備を進めておいて』

　そう言って指示を与えてくださった。

　生いく路じは、顔に刻まれた火傷やけどの痕に触れる。

　あのお方がある日、優しくこの傷に触れてくれた。

『わたしと同じだね。失えば失うほど、強くなれるんだよ』

　本当に嬉うれしかった。

　皆の前に、再びあのお方が姿を現す。

　一糸まとわぬ生まれたときのお姿で。あの優しい笑みを顔に浮かべて。

　あのお方はおっしゃった。

『わたしが存在しているから、あなたたちは何も生み出せない。わたしが死ねば、わたしを生み出せるはず。同じことをしている人に出会ったから間違いないわ』

　これで、あのお方は、真の神となった。

　十三人が死なない限り、あのお方が消えることはない。いや、あのお方がいかに素晴らしいか、皆に説いていけば、全ての人が死なない限り、あのお方は存在し続けるだろう。

　実験は終わった。これから、世界に我々の教えを広めていかなくてはいけない。

　世界を、【悪夢ナイトメア】の中へ。

　あのお方──陽奏ひなた琉る璃りの手には、『バベルの石』が握られている。
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真ま坂さかマサル

兵庫県出身。もしこの本がたくさん売れたら、写真の場所に住みたいと夢見る今日この頃。
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イラスト／あきのそら

漫画家兼イラストレーター。バイクが好きで北は北海道、南は鹿児島までツーリングをする旅好き。

日本一周するのが目標の緑色のバイク好きマン。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム
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ファンレターあて先
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電撃文庫編集部

「真坂マサル先生」係

「あきのそら先生」係
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